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第一部の二百二十五編は「ＭＹ詩集」という月刊の詩雑誌に「チェリイ・シェリイ」というペンネームで投稿した詩を集めたものである。投稿規定に適合するようにすべて十八行の詩にした。投稿した殆どの詩が掲載されたが、一部没になったものもある。





　　第一歌　雨のなか　　

行き擦りの人の白い顔
振り返って見れば小雨のなかの惑い
跫音は乱れて　散った花の
褥のうえに流れ
あとに残されたガラスの靴の色は透明
しばらく立ち停り
たまゆらの刺戟のなかの
水晶の閃めきに染れば
偶然は美しい迷路となり
迷路の彼方に白い幻が去る
溢れてゆく感情　とめられない慕情
花の匂いと夢の匂いとを
含んで沈潜する空気の帷は
突然生じた独りよがりの情熱の
火に触れて裂け
そこはひとつの真空
かくて一日はやるせなく創られ
やるせないままに死んでゆく
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七六・八・二一）




　　第二歌　ラヴリー　センチメンタル　　

時雨が密やかに濡らしてゆく
憂いの窓を濡らしてゆく
窓辺に光っている首飾りは
ナルシスティックな天使からの贈り物
ひとりで見詰める鏡は七色
ひとりで飲むカクテルも七色
鏡のなかの流麗に泪し
カクテルのなかの焦熱にときめいて
想わず呼び求めるのは
まだ見ない夢の彼方の異邦人
真昼から黄昏まで
日曜日が織りなす魔術は物悲しく
魔術を破る勇気を持たない躰に着た
ローズグレーのドレスは
情慾の髪を閃めかせて乱れるばかり
ああ　涯しなく広がる十一月の迷宮
迷宮の奥の仄かな明るみに染った顔は
ひたぶるに空しいオフェーリアの素顔
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七六・一一・一四）
　　　　　　　　　　　　　



    第三歌　夕暮れのあなた　　

翳りゆく花の絵姿の
官能は朧ろ
沈みゆく雲の残照の
冠は不透明
うなずくあなたの影は
紫の樹陰の島に取り残されて
細いもえぎ色の風の糸と縺れ合い
あなたに語りかけるわたしの声は
乙女座のスピカよりもジェーラスな
ダフネの溜め息によって傷つく
あなたに魅せられた時間の結晶のなかで
夕暮れの路は幽暗な澪となり
そこに鏤められたあなたの美質の波は
蛍火の煌めきよりも妖しく映えて
恋歌の翼を溶かしてゆく
ああ　あなたは揺らめく果実
わたしが抱き緊めるよりも速く
狂おしい夜に奪われてしまう　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九七六・一二・三○）




    第四歌　雪道　　

白い空しさは運命の足跡
降る雪の淡い旋律を聴いて
恋に濡れ　二月の溜め息に濡れ
まだ啼かない鶯の
影ばかり追う一日はもうフィナーレ
この道にも　哭く泪はあるけれど
恋の道には　あすもなく
冷たく染みる鼻緒の紅に
乱れる傘のときめき
乱れる肌のときめき
もう川は忘れたであろうか
口づけに染った悦びの輪郭を
抱かれて顫えた森の奥での
眠られないシルエットを
静かに過ぎてゆく十八の年の冬に
ああ　詩はまだ希望ではない
この世に生きる実感をなぞる
雪のなかの炎ではない　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・二・一）




  　第五歌　恋明り　　

窓に顫える月明りは
闇の黒馬に引かれゆく青い馬車
ひと粒の慾望のキャッツアイを
降り注ぐラプソディーの
浮き橋のうえから投げれば
少女は微笑して馬車から降り
裸足のシンデレラの
婉めかしい舞踊に耽る
恋はまだ揺らめく灯の天鵞絨の陰
快楽はまだ寡黙な真珠貝の香気の底
春の夜のピエロの告白は
乱れた流星の波の色に染って
少女の唇のなかに流れ込み
いつしか少女の姿は
燃え立つカサンドラの裸身になる
そして夢は　零時から
だれにも信じられない予言
だれにも信じられない倖せ　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・二・六）




　　第六歌　哀しいファンタジー　　

歌の綾が絶えた竪琴の湖よりもブルー
踊りの虹が絶えた紫苑の丘よりもブルー
恋を見失った少女は
神秘な廃園のなかのブルーニンフ
きめ細かなマドンナの曙は
宴のあとのシャンデリアに冷たく触れ
あられもなく乱れた夢魔の玉楼の
サディスティックな螺旋階段を昇りつめて
少女は眩暈のヴェールを抱き緊める
優しさだけが夜のためのマスカラではなく
美しさだけが恍惚のためのローブではなく
そのことを識らなかった微風の肉体は
官能の洞窟のなかの
フルートの音に追われても
頑なな拒絶のアラバスターを纏った
いま　少女は淡い曙の吐息のなかで蘇る
狂おしい悔恨の柘榴の実も捨て
切ない未練のシナモンの皮も捨てて
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・四・三）




    第七歌　漣　　

水辺に頽れてゆく妖精のドレスの
ヴァーミリオン
秘められた恋のマッチの残り火は
影深いレテの河の彼方を照らし
その河に咲き初めた芙蓉の花の
あわただしい悦楽を嫉む
風の音は復活の萌しから遠く
雲の色は追憶のアルバムから遠く
祈りの鐘はひたすら妖精の髪を奪って
闇のなかの尼僧院に沈んでゆく
契りはエルシノアの城で
求められたけれど　契らないうちに
生命の漣は瑠璃色の死の木の葉を噛み
理由もなく　悲劇のプロットは
恋人の舟をライムの嵐で弄んだ
美しい救いの詩よ　どこに舞っているのか
おまえの華奢な腕だけが
死せる妖精の倖せを予感する　
　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・四・一○）




　　第八歌　京都のプレリュード　　

目まぐるしい季節のなかの彷徨い
京都に水際立つ呪術の光芒の
優美で酷烈な愛撫によって
いつのころからか
罅割れた濁り絵となり
あまつさえ　躑躅の化粧の惑い香は
三千院の黄昏の静寂は
鴨の流れの杜絶えることのない痛みに似て
悩みの波しぶきにつれなく
哀しい情熱の琴線を包むのはただ
いつも白い空の彼方の手毱唄   
すでに三年の　この都の女（ひと）との語らいは
語り尽された源氏の物語りの
エクセントリックな豊饒を追い続けて
空しく　それだからといってどうすれば
あの女のすべてが与えられるのだろう
振り袖がコバルトのように軽やかな
あの女の　あまりにもあえかな肉体（すべて）が
                                    （一九七七・五・三）




    第九歌　遙かな恋の市（いち）　　

悪夢のなかのきらびやかな都
たゆたうばかりの禁じられた恋は
傾きゆく宮殿の
レスビックな夏とも馴染まず
湖のうえに死せる姫君の
哀しいセックスのパースペクティヴから
おそるおそる眼を背けたなら
マズルカのリズムは
紫の砂丘の柔らかなヴェールに
触れるグリフィンの角になる
青ざめた剣とともに舞う鳳仙花の
雌蕊に包まれて　想い出を忘れ
オルフェとの初夜を忘れれば
この乳房はもう砂に埋もれる青銅の祭壇の
甘美な痛み
迫り来る淫らな水瓶座（アクエリアス）よ
早く　亀裂を濡らすがよい
ゼノビアの野望を美しく濡らしたように 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （一九七七・五・四）




　　第十歌　かりそめの艶　　

夕顔の仄白いレースのなかに
解れゆくキスの唇
見失った銀色の道のカーニバルが
忘れられなくて
いくたびか冷たい眩暈に触れてみても
あすを鎖している呪紋は
あの哀しいカシオペアの星座
今宵見る夢が幽麗な蜉蝣の羽に似た
快楽のときめきを引き摺っていようとも
沈淪する魂の廃墟には
倖せの灯の閃めきはない
ああ　抱き緊めても女の貌は
未整理な押し花
泪にくれても綾取りの橋は
カードの兵士のための戦略
狂おしくも　夕顔は偽りの園に喘ぎ
夜は涯しないアリスの道
恋は儚い逆流　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・七・三）




　　第十一歌　煌めく波のなか　　

海の微笑よりも無意識な柩は
しぶき光る珊瑚の宴に満ち
消え入ることもなく
広がり続ける盲目の刺繍は
銀河のほとりの愛撫の
哀しい恣意を濡らす
忍びやかな指先の媚びは
美少年の肌のうえで散乱して
波よりも軽やかな夜の四重奏に追われ
繞りゆく幽冥のエクスタシーと
重なり合う肉体こそこのうえなくあわれ
ああ　あすを心に秘めるほど
この恋は神慮に叶っているのだろうか
真珠色に煌めく髪も乳房も
顫える入江の白い鏡から遠ざかり
喘ぐばかりの誘惑の潮路に
今宵もまたその名が呼ばれる
ガラテア　愛しいガラテア　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・七・二四）




    第十二歌　愛の異形　　

優しい闇のなかに
シュガーキャンディーの予感の募りは
傷付いても歩むハイヒールとともに
青い鳥の頑なな虚栄に近付きつつ
夢想とは哀しい気おくれの
宴のゆえに華やかで
ただ黙ってサフランの花びらだけ
ムルソーにあげればよい
甘いシェリー酒の通りすがりに
透明は風よりも冷たく
あすの他人の運命みたいに
女の自分の生き様にも忠実
求める心の直角に従えば
揺れ動く屍の熱い燐光の放心と同じで
愛の理由さえ瑞々しい血のよすがとなし
蟠る純粋の夜の散乱に
値するものは盲目
引き裂かれる官能の盲目　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・七・三○）




　　第十三歌　揺れる窓　　

ひとりで  列車に乗って
夏の別れ　恋別れの　旅路
セピアの空に　砕け散る口笛よりも
あてどもない　行くさきは
何年かの物語りを　燃やし尽す
茨のなかの　予言ではない
むしょうに　込み上げてくるメロディー
始発の駅で見たあの女の
素顔より　不純で
ひとつ  トンネルを抜けたなら
夜は　別世界のキャンバス
ああ　恋とは　ひとつの世界での
どうでもよい躓きだと　想えるほど
わたしはまだ　未経験だろうか
通り過ぎてゆく　小さな駅よ
名もないわたしの　秘めたる日記のなか
あの女の名のように
わたしはおまえをもう憶えてはいない
　　　　　　　　　　　　　　　  （一九七七・九・一一）




    第十四歌　アデューは葡萄色　　

ワイングラスが毀れたなら
霧のなかの眠りは偶像の溜め息
あなたと踊った　パ　ド　ドウーは
パルテノンに忘れられた嵐に似ていても
もう一度だけ　肌よりも熱い名を
深く　深く　煌めく詩集の海に
羞恥のように見定められようか
一年は　なんと長い不在で
彗星よりも忍びやかに　嫩い日は
流れても　囁きばかり　身悶えばかり
白い狂乱のオーギュギエの島に
移ろわせて魅せられるニンフは
婉めかしい結い髪の
はらはらと揺れ靡く様ばかりが美しく
想い出すよりも忘れ去るほうが優しい
不実のゆえに青ざめた時間を
きょうもまた絶え絶えに過ごした
ひたすら乱れるノスタルジアの水辺に
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・一○・一○）




　　第十五歌　花散る里　　

乱れる風の無為は涯なくて
ただ色淡いハンカチの酸化反応に媚び
そっと　一日の奇形を
あなたのふくよかな頬のうえに置いた
目まぐるしいカレンダーの館で
礼節よりも不定形な泪のスパイラルは
手折られる夢の血に倦んで
不可視な肉体の美しさを包み込み
地平線にまで及ぶ花の綴れ織りを
運命とは想わずに抱いてみたいあなたは
いつの日にか解き得る
パズルのモナリザ
朝な夕なに流露する花粉の合唱は
非結晶の恋にとって
サーベルの冷たさのごとく
ああ　きょうもまた七色の密室が繞る
華麗なあなたの姿態を鏤めた
禁断の空間が散乱する　　
　　　　　　　　　　　　　（一九七七・一一・六）




    第十六歌　プレリュード　　

啜り泣く理由もなくて落ち葉の襤褸
見え隠れする恋の味わいを
華奢な路の襞にせめぎ
通り雨の独り言をなじって
広がる水の眩しさは
遠い肢体さえ浅葱色の身じろぎに誘う
無言の果てに溶けても
見詰めることは翡翠
白い陽差しの秋を駈ける
ブラックコーヒーの螺旋階段に澄んで
つかのまの追憶に傷付く絆となり
痛みのない水路の満ちくるころ
不可視な美貌は
また　そぼ降る雨のイルミネーション
はらはらと往く落ち葉も　艀も
もはや想いに情なくもなく
この禁じられた恋の街にも
甘いジャスミンの昏倒が訪れる　
　　　　　　　　　　　　　　（一九七七・一二・四）




　　第十七歌　夢吹雪　　

エメラルドの苑の後れ毛には
眠られない季節のコスモスの螺鈿が映え
月明りを見るより　火の果実を見て
少女は　聖なる綸子の部屋で
夜光虫の姣（なま）めく翅を広げる　　
すべて日々は　繚乱（みだ）れる河
性愛の共照だけが　鳩時計の夢想を
冷たい十字架に変えてゆき
爪先の痛みに近い恋人の溜め息は
あられもなく迸（たばし）るアドニスの嵐であって
ああ　囈言は千切れた舞い扇の櫂の影
祈りによって綴られる復活は
濡れ色の肌よりも　微笑の絖に流れ
エリュシオンのパントマイムより烈しい
泛き舟のシルエットのなか
少女のための生と死の流麗は
儚くも散乱したのだった
その残香さえ留めずに 
　　　　　　　　　　　　 （一九七七・一二・一○）




　　第十八歌　ラヴ　スクリーム　　

薄い雲の紅羽衣
引き裂かれて　薊は泣く泣く
暗い廃園の人身御供となる
母よ　あなたはよそよそしい化粧をして
不死鳥の恋人となったが
この稚い身には命の冠は重すぎる
灯もない宴のリーラの音に弄ばれて
ただでさえ怕い日々のなかの
不幸の愛に傷付き
それでも織り上げられる希望との
邂逅と別離のはざまにあって
薊の血の色はなんと無垢な霧のマゼンタ
ああ　今夜もまた理不尽な優しさで
風のなかの飾り窓が曇る
愛する人ではない人の声を真似た
ナイチンゲールへの不安とともに
ミスティックな
愛撫の宇宙が歪む
　　　　　　　　　　　　　（一九七七・一二・三一）




　　第十九歌　奢侈の青春　　

追われる恋の　人形
オルゴールのオアシスも過ぎて
パステルカラーの砂塵は
限りないアンニュイ
ゆくりなくも見える夢占いの
不倫の不夜城には蠍座の悦楽が鏤められ
あすは　まだ未明
きょうは　もう失明
はらはらと　散華するリズムは
眠れる山羊の肢体より奔放で
ガラスの美貌が裂く
移り気の宝石箱は
熱風の無味な心臓に満たされる
秘密めいた物語りの倖せとはなに
ヨハネの血のイリュージョンよりも
洪水のまえのルシファーの微笑が
もっと荒むなら
それは名もない物質にすぎない
　　　　　　　　　　　　　　（一九七八・一・四）




    第二十歌　輪舞　　

うら悲しい眸の無聊
精霊の湖に沈む孔雀石の屍となり
それを虚栄と呼ぶには
あまりにも自分は惨め
なぜならば　この日輪の葉蘭
夢現つばかりの約束を憶えてはいず
忘れられる躰の
復活祭の乱反射は
ひたぶるに苦い麝香の味
惜しんでも　春はもう死に様
頬に纏わる絹の情慾より熱く
倖せ狂いの陽炎には
流浪に魅せられた絵日傘の
水玉模様のエレジーが零れ
空しい営みの裸足の水鏡は
きょうもまた溺れて迷妄の胡蝶
そしていま　忍び寄る風の魔笛こそ
宿命とともに滾る汀の嗚咽　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九七八・三・四）




　　第二十一歌　絆の眼差し　　

他人の季節は
毀れ易い玻璃の夢の
惑い髪に瑞々しさほど
いま　それほどに偲ぶ術もなく
一度だけ　訪れれば莟の
沐浴に知らない約束の地は
まだ　象牙の霞
はらはらと　恋に倦み
見送る孔雀の
ピンクフロイドの嵐は
性よりも優美な
だれともない素顔の実感
しかし　灯の過ぎゆくまま
闇はどこにでも
暴虐の龍舌蘭を息付かせ
それゆえにでもないけれど
また　夜の起伏は
非情なプラスティックのときめき 
                            （一九七八・三・一一）




　　第二十二歌　飾り坂　　

満ちてくる茜色の慕情に
触れてみて　場末の秘め事のまま
裂傷の風とは反対の方角に
あてどもないアンニュイの貌
素知らぬ振りをして
口遊むメロウダークの
ジュリエットの口笛は
哭かないはずの人形の家の舞踏会に
眉の暗さの蜘蛛の糸を散らす
顫える指先の
病的な天使に躊躇ってなのか
希求める心の燃え喘ぐ様は
物狂おしいカスタネットの
ベッドにまで届かないで
振り返って　ふと生み出される
微笑の契りの儚さは　いまもまた
夕月の刃に捧げる乳房の
未知なるときめきに染る   
                           （一九七八・四・二）




    第二十三歌　樹陰　　

蒼い風の伽藍
飢えるほど甘美な絵空事を
花粉の血の祭壇に奪い
頽れて狂おしい未来の銀燭は
聖なる女の肌よりも魅惑
無慈悲に通り過ぎてゆく跫音は
情慾の地下茎に触れて
無機質の夢の彩色窓を閉ざし
許されるならこの身勝手の悪意を
嗜虐の巫女の濃密な化粧に強要して
きょうよりもあす
アフロディテのための絵日記を
禁断の赤外線で飾ろうか
散乱する午後の樹陰の悲劇は
いま　魔性のコーラスと調和して
紛れもなく　心の地形は
倖せという名の深淵に向かって
火山のように地すべりするのだった　
                                 （一九七八・六・四）




　　第二十四歌　妖精宮　　

愛染の熱い河に秘める凌辱
倖せより静かに崩壊する星辰の飢餓を潤し
まだ醒めない饗宴の泥沙のように
華麗は翡翠の地獄に降り積み
あなたは盛粧の鶸の翅を
裸身のための臈纈に火傷するのだろうか
もし　靉靆と光る昴のブレスレットと
蓬莱の官能に向かって望楼に登れば
暴虐的な祈祷より淡い旋律の糜爛に怯え
さえざえと　喘ぐ肢体の
エクセントリックな魔性の綾にさえ
しぶき立つ漆黒の悦楽
あなたは流れとなり　流れの裂傷となり
哀しい憧憬の半跏思惟像は
不眠の肌に蕩けるアポロンの唇より
遙か見定め難い滝津瀬と化し
いつまでなのか　この野獣の美は
あなたの運命の不定形に瀰漫する　
                                （一九七八・七・一）




    第二十五歌　汀からピンクレディー　　

漁火の海路に曳航される季節は
青いドレスの生贄
密やかな濫行のしじまより
閃めいて星の形象は仮死に近づき
海酸漿の秘儀と同じく千夜の戯れは未来
貝殻の燦めきほど多く
うなじの白さに映る
ハイビスカスに
波はあらがい続けてなお蠱惑の人形劇なら
地上より甘美な彗星の島が
泪の更紗に似合う首飾りの彼方に過ぎ
心臓の艀に任せる身の
一輪だけの残照は
未知なる黒衣の王子にも魔術だろうか
深く深く　偲ばれて疼く
砂糖菓子の潮騒の髪に
瑞々しい狂気のような南の風
拭えない蹄の跡だけを残して去ってゆく 
                                  （一九七八・七・九）




　　第二十六歌　愛しみの果てに　　

真夜中の肌のうえに
闇は方解石の橋を形造り
クリムズンのイヤリングの痛みは
樹液より希薄な
罌粟の共同墓地で癒される
ああ　悪夢のなかの恋の予感よ
この戦慄的な呼吸の流線が
宿命という隕石の質感にむかって
惹かれてゆくのなら
哀しい孤独の市は　ひたすら
エクソダスの狂気を纏う
橋上に疾駆するチャリオットから
振り落とされたのはだれだろう
夥しい野性に追撃される
胡桃割り人形の悲鳴が
三面鏡のなかに散乱するとき
無意識な運河の水が上昇する
倖せへの道程を永劫に鎖すかのように　
                                 （一九七八・一一・三）




    第二十七歌　ときには舞い姫　　

礼節の黒衣を着付けて
金色の眼の嵐の肖像と向かい合う日々
身勝手な媚薬だろうか
カフェ　オ　レ　の白い静寂は
AIMEZ  MOI    EMBRASSEZ  MOI
恐怖と同居する聖書の市場は
ないものねだりの客で一杯
理性はいつもあとずさりで
唇だけが　濡れた砂塵に触れ
ああ　曼珠沙華の死角で啜り泣いたのは
半身不随の新月に抱かれる女奴隷の
未感光のペシミズムだったのか
可憐な舞踏の爪さきに
一直線に迫る獣性の凶器を凝視して
絵本のなかのサロメのように
夢の匂いのシガレットを噛むと
いつのまにか黒いドレスは
無防備の都市の照明に染る  
                            （一九七八・一二・一七）




　　第二十八歌　折り鶴心中　　

亜麻色の不倫の迷路に
梔子の貌は蒼ざめた菩薩と二重写し
妄執より　麻痺するための
麝香鹿の脂粉は
林檎酒のように甘美な黎明のなかの
渣滓であっても
鏘々と夢占いの口笛は
サザンクロスの羽搏きに限りなく近づく
ああ　慈悲深く見詰められるだろうか
瑞々しいメランコリーと名づけられた
恋苑の色紙の鬻ぎは
そらぞらしく　忘れられる名であれば
飛翔するサラスヴァティーの法悦より
濃密に柘榴の布目はうねり
もはや哭きもしないその俤は
ラベンダーの匂いのアプサラスなのか
細い糸で吊るされた闇のなかの
ガンジスに還ってゆく   
                             （一九七九・一・二一）




    第二十九歌　鮮やかな少女　　

水色の陽炎はカクテル
傷付き易い消点に　それは硫黄の祭礼の
輪郭を麻痺させ
胸騒ぎの詩集の視神経を
きらきらと衰微する未来に氾濫
自失のような裸身の透明なネガは
急激に濡れてゆく水仙のオーロラに
熱っぽいエッチングとなり
告白の緩徐な重力は始まったばかり
イミテーションの三月に似付かわしくない
劇中劇の白銅の駅には
猛毒のイブの華麗な振動だけが
細胞との相剋に酔い
見返って遙かなタロットカードの宇宙
不毛という名の鉄道
そして愛しいほどの快楽は液体のなかの
紫外線となって喧噪の都市を貫ぬき
ひとつの季節の反転が見えてくる　　
                               （一九七九・二・一○）




　　第三十歌　愛は仮死　　

海は眩暈の後宮
ひとり青ざめて　人魚の愉しみは
白銀に朽ちる血染めの浜木綿の
サイケデリックなセックス
林檎より重い海鳴りの鱗は
うしろめたい黛に触れて
無痛の海峡のカーテンを押し開く
野性的な月光の爪を浪費して
襤褸の焦躁を喪失するエーゲまで
力尽きて翔べないなら
神々は　五衰の肌が毳立つ神々は
非情な金属の鴎
実感のない緑の火を弄ぶ躰だけを
律法のタールで満たして
引き潮とともに溶けてしまおうか
所詮この海は現し世の地獄で
木霊となった妹の心臓を味わっている
白堊の金星の嗜虐に満ちているのだから
                                 （一九七九・二・一七）




    第三十一歌　口づけをスターシアへ　

魂のタペストリーに鏤められる
蒼い彗星のなかの春
円舞して灰燼となる愛恋の華芯に
エデンはまた褫奪の方舟を運び
初夜より多くの物語りの感情は
エンディミオンの屍に群がる宝石の鴉達
怯懦なこの秘密の行為に
白道は落下の夢の金襴に絡み
毒液と砂城とを分ける乳房のカナルに
もう脱出の糸口はない
なぜ地上の方位は死樹の匂いに満ち
詩情の嬉しさは暗涙の塔の
油彩にまで追い詰められるのか
引き裂かれる粘土の化粧より儚く
麻睡の人工湖に溺れて
逃げ惑う　魔女よりもあなた
あなたは　不確かな魔術の言葉を
透明な内臓のように弄ぶ　　
                        　（一九七九・二・二五）




　　第三十二歌　シャドー　リフレイン　　

路は緑の貝殻のなかで保護色となり
撓やかな飢餓の陰影の微笑で
あなたは　水銀のように速い白日の
反応を凝視していた
興醒めした愛のペシミズムの
淫らな羽毛を拾い集めながら
尼僧達はせめぎあう樹林のなかの
死鳥と交わり
移ろい易い葡萄の果芯は
たちまち火のなかのプラチナになった
嬋娟と紫の絵日記は
あなたの躰の起伏で飾られ
昼の星屑とともに地下に滲透する
アビシニアの獣の夢は
もっとも純粋に近しかったあなたの
哀しげな感光でもあったのか
やがて秘めたるシーンは閉ざされ
黒ずんだ空の殺戮が始まるのだった　
                                （一九七九・三・三一）




    第三十三歌　夏のコンチェルト　　

憂わしい炎色の深奥を見せて
渇きゆく薔薇の河
深く傷付きつつ見仰ぐ鱗翅の馬車は
コーデリアの口紅に秘められた
シュメールの海へのシグナルによって
いま寡黙な象形文字と諧和し
黯いばかりの予言者の指し示す方位に
仰臥して息も絶え絶えな
麗質の老王こそ恋人
ああ　七光年の愛撫に感じ易い
無秩序な花びらの弛緩は
鞭のようなカーペットのうえの流線
アラベスクの体位に誘われなくても
砂時計は窒息より甘い星間を駆け抜け
紊乱な石絨に鏤められる
冷たい痙攣のスペクトルだけ慾しいなら
こんな背律の水系もまた
不条理な詩行のためのシミリーであろう 
                               （一九七九・四・一五）




　　第三十四歌　哀愁プレイバック　　

鈍色のアイシャドーに
夜光虫の煌めきとなって果てる雨
指先に絡み付く鉄橋の双曲線は
病める水仙のようにうらぶれて
水底の花瓶の冷気を浴びる
濡れ尽した美の比重を
レモンスライスのように重くして
あえかな情慾のシンセシスを
試みるあなたのための目隠しには
古えの野性とともに潰えた詩のなかの
二重母音がふさわしい
無意識に抱き緊めるエンリルの門よ
乱れる肢体の水彩は自虐でも
銀色のマニキュアは
精霊達の沐浴のための照明さえなぞる
そしてそこはかとなく灰は
流動してくるのか　しばし亀裂する
あなたの声のピアニシモに　　
                          （一九七九・四・二二）




    第三十五歌　恋歌　　

未来は夜の花粉に飾られて
玲瓏と火刑される胡蝶は
熱病の旅衣の彩よりも凶器に媚びる
視淫すれば　たちまち
散り惑う爛月の禁猟区に
神韻を為して通り過ぎる罪は鋭利でも
漆黒の絵日記を
なぞるクレパスに魅せられながら
物狂おしい乳状の火の湖は
嘔吐のように裂けて見えるのだから
ああ　幽冥の指で手繰られるヒロインよ
この彷徨える奇蹟のサイレンスの果てに
啜り泣く砂の積み木の楼蘭があるなどと
そして　夢よりも薄いシルダリアの
シーツに滲ませ続ける肌の明滅は
まだ弓の影をよぎらせない城砦の
シンメトリーと同じほど
深呼吸の地平線を犯す　
                        　（一九七九・六・三）




　　第三十六歌　初恋未明　　

一輪の雨が差す空は天鵞絨
経帷子の春をひた隠す沈丁花に
鳥肌のメイクアップが透けて見え
満ちてくるキスのような蜘蛛の糸は
青い餌食の結い髪に溶ける
崩れる蝋のなかの私生活よ
繭が撓うばかりの褥でさえ
移り香は針葉の炎なのだから
笄も　花茎の息も
すべて細胞を散らす般若のジェラシー
こんな振り袖の煮凝りのなかでは
鏡の坂のマティニーがとても愛しく
夜から手渡される湿潤な凶器を見上げて
なお冷え冷えとする泪を縫おうか
一輪の雨は無風の合唱
北斗七星と同じ形象の小枝に
薄く染みてゆく生月の裸身は
花びらというより　白銀の密絵
                           　（一九七九・七・二八）




    第三十七歌　館に雨が降るように　　

微熱の静脈に刺繍される紫陽花は
雨の針のメランコリックなレイプ
紙人形の心音より
青磁の階段の寝返りが怕くて
色褪せるばかりの衣擦れの夜は卍巴
口うつしのプロミネンスが慾しいから
脂粉が剥落するクレタの幽宮とともに
線描の雌蕊が蕩けるほど萎え
たとえば　三面鏡のなかのエピローグを
射手座の死斑で飾ったフェードルの恋
アレクサンドランの歔欷に満ちた
現し身の残照の末梢まで
様変りする迷路の触手が弄ぶ
ああ　繻子の生理の一糸だけが宿命
手繰り寄せるアフロディテの顔は
紙漉きの夢の泡だけれど
密やかに掃かれるのはリップスティック
重層構造の雨期を鎖す曙　
                        　（一九七九・一○・一○）




　　第三十八歌　きっと　愛　　

灰のシャンデリアが棚引く夕映えには
鉤針で編まれた摩天楼のショールに
銹び色の爬虫のブローチが冱え
魚眼レンズに晒される手の火傷は
あの日　火刑になったマネキンの
転流する砂時計だろうか
スペクトルの祭壇に舞う
道化のルシファーは
炭素繊維のベールを開く美貌に
アルタミラの試薬を移し
一握づつ  カフェインの空気は
シースルーの洞窟の血漿と化してゆく
復活のプリズムのそとは
ふたたびアスベストのけもの道ばかり
熱っぽい揮発性の夜会服を纏い
無分別に差し出す手の方位には
銹び色のネオンが蠢く廃苑と
アダムという名の他人（こいびと）
                          （一九七九・一一・一○）




　　第三十九歌　落ち葉の都　　

アスファルトに可視となるミンストレル
両刃の和音を帯びて街を傷付け
タイプライターが
描出する天使の貌というのは
クリムズンの木醂（もくりん）の散乱よりセクシャル　
眩しいキャタピラーのような
午後の愛の蹂躙は
白日の強酸に溶けるマニキュアも
夜間飛行も
脆い合金の野性美だけを残し
だから　連写のガリレイの塔は
氷河期のように露出過剰
ああ　病的な法則の使者こそ秋
ソドミックな線文字が猖獗するページには
音をたてて裂けたタータンチェックの
挿し絵が冱え返り
五官の隅まで暗くする曲への怨みばかり
落ち葉の遍歴が始まる　
                            （一九七九・一二・九）

　


    第四十歌　頽れ火　　

鱗毛氈の眩しさに佇むと紫微宮の近しさ
燕巣のように満ちる龍舌の帯を
八重歯で解いても天竺船は素通り
藍の瓦が沈むころを見計らって
増長天の甲冑に刃を通すと
きらきら内縁の眉は流れ
化膿する季節は千里の葛折り
馥郁と　からくりの清姫になろう
燃えるほど巧緻になる箸の櫂の官能は
騒擾する三味線の格子に縛られる想いの
さりとて薙ぎ鉈を捌くほど
漆の修羅道はこの双六にはない
ともに白蓮の燈籠と祇園の寝化粧は
爪も露わ　乳房も露わに吊り天井の夢で
爛熟されるままに内面の鬼火を祝し
あすまでもない恋の重ね絵波のなか
くの字に揺れる　ＳＨＡＤＯＷ　ＳＴＯＲＭ　は
水刑の生命のひと色書き　　
                              （一九七九・一二・三一）




　　第四十一歌　コスモス　

明星の病巣を
朱に染めて嬥歌（かがい）となる万華鏡　
婆裟として此岸構図を極める舞いに
ともすれば　稚児の面は
香炉峰の浄玻璃と見え
回流する風と蜻蛉のための朱雀門は
すでに虞美人の
冠を乱倫させる
ああ　面相筆の漆黒に
韜晦する七草の陶枕にも
紅殻の綵綺は異邦人の冷たさ
かぎりなく露を薙ぐ
イヤリングの顫音よりあえかに
あの白堊宮に翔び立つ鸞鳳の夢判断は
病める媚情のイラストレーションさえ
吉祥の姿態に変えてゆく
名も知らない人の澄眸に
華洛のニルヴァーナを流布させるように
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・一・五）




　　第四十二歌　艶雪新夜　　

青銅の雪に鏤める未了の夢絣
千手妖精に綯われる縄紋の祝宴には
ポーラースターの毒盃が眩しいけれど
襟足に絡む唐獅子の鬣より乱筆で
二人称の枷の詩を書いたのだと
信じ　新宿の真珠貝は見殺し
なくてもよい
荼毗（だび）のための錦繍なぞ　　 
回り舞台の手練を宿す肌の奈落は
無心の水牢で畸型美を編む蘭虫の　
篝り火だけを吸い尽し
生きながら死に化粧の花嫁の体位は
夜叉達の嗜好の埴輪で満たされる
ああ　プラトニック　ラブよ
暗闇坂の少納言の魔術よ
音もなく沈みゆく想春の貝櫓の果てに
数珠の橋はハートのメトロノームを映し
艶歌啾々の雪地獄は終る  
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・二・三）




    第四十三歌　愛刺繍　　

紫水晶のカレンダーで
閃めき合う詩集期の綴れ織りを
はじめて　寝返りの密林の
神話となし
嗚咽のための琴柱は
すでに　ぬかるみの終着駅に
乱数表示の倖せを形作る
林檎の女性韻に魅せられたイヴより
アンニュイに満ちてゆく不死鳥よ
髪油と　カーマスートラで飾られた
バックミラーの廃苑で舞うなら
凶器はすべて七宝の吐息
不定形なままの短冊の星座は
相殺する季節の朱墨のなかに
新曲のイリュージョンの理不尽を生み
ＳＥＣＲＥＴ　ＫＩＳＳ　に
裂かれるフリージアの書体の儚さだけ
密やかな地下にむかって流露する　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・三・三○）




　　第四十四歌　蕾舞蕾都　　

鴾色に染りゆく衣笠は夕凪ぎ
千代紙の塔の九輪より
有情放射する腕は底冷え
春蘭の裲襠は
にべもなく浅茅生の余燼で灼かれ
手拍子の亀甲を
裂いてゆく微笑さえ性だろうか
一夕の鬼ごっこを流布させる夕鶴楼よ
かりそめの姿態は
脳漿の乱反射に沈め
花折れ峠の唱名に近しいアルトは
夜もすがら瑠璃色の技巧のラプソディー
蜿々と　妙齢に満ちる
卵塔の赤外線像のなかでは
倶梨伽羅の官能美さえ
式部のエクスタシーとならず
衰残するばかりの梵鐘の断面のような
一枚のキャンバスが証し　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・五・二）




    第四十五歌　聖女にワイン　　

青白い脊椎に埋もれてゆく季節
鍾乳の息で曇る私生活は
火の形象にまで成熟する蝶の
仮り祝言に紛れる
ナーヴァスな脚線を眩暈の角度に開き
染色体の更紗が閃めく空を
七つに切断すれば
黒髪の金環触に同化する花梨は
クロイツェル　ソナタ
ああ　ワインよ
海綿のような男女のプロットを
無律動な試験紙に染め上げてゆく冒険よ
秘密裡に有機となった光線は
雪花石膏で蔽われた水曜日の壁を
無理強いに上昇し
散ってゆく日時計への
いま一度の爪先の狂おしさは
逢魔が時までの女優志願　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・六・一四）




　　第四十六歌　紫陽華　　

霖雨は頬に降る華燭
人いきれに爛熟の藍紫のランジェリーを
釘裂きにするような雨期は魍魎
撓やかに　愛染処刑の白蛾を舞い
夏に近しい鳥瞰の恋文を
しとどに濡らしてこそ
卑弥呼の柑橘への憐愍が際立つ
ああ　蛍光の肌を
数奇な市の断層で満たすほど
婚期は不毛なのか
紡錘形の琳宮に
共鳴する真空のシンバルを遥けくし
叢（むら）雲の曲線に従う華芯を露わにするかぎり
生とは　ただ禁断の引力圏の火遊び
嫋々と求められ続ける果汁質の性愛は
もはや実感のクリスタルに溢れず
無心に分裂してゆく視界の底層で
一日の征服が成就する　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・七・六）




　　第四十七歌　牡丹燈籠　　

剣（つるぎ）のように組み合う花弁を
幽冥と想えば　詮方なく乳河を降り
行き擦りの童にしても
けだし　頬はブルーの風鈴
憂患の身で　楊貴妃の水の帯を
木霊の輪舞のなかで解き
起請文に記した焔字より
喪失し易い灯の官能は
繞りゆく臙脂の七曲りに
地蔵の痛みで果てる
ああ　大輪の逆夢が通うのは
泥沙に屹立する畦織りの宿
亜炭の鱗に包まれて
愛淵深く沈んだ去年の夜のように
沈香の瘴気は今宵も枕辺にあり
それを無表情に呑んでゆく姿態の
クローズアップさえ
絶え絶えに零れる木履（ぽっくり）の韻の彼方
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・八・一七）




    第四十八歌　銀河劇場　　

紅の首飾りに溶けてゆく空
黒髪で綯う銀狐の眼差しは
エッチングされるエデンの彩に近しく
襤褸の年令に開く舞い扇の流血だけが
他人行儀の恋にはふさわしい
ああ　摩天楼よ
処女を溺れさせる水位まで
成長する甘美な洪水よ
合掌に染みわたる温室植物の香は
セロファンで防禦された星座を
無言のトライアングルに導き
水田地帯の奢侈を秘めて
綴られる人文字もブルーリボン
熱い鉄筋の燦めきを伝える絵日記は
パステルのような表情の罪で終焉し
白濁する劇場でのはじめての官能美は
愛期の空の律法によって
裏返されるのだった　　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・一○・一○）




　　第四十九歌　妖精しぐれ　　

金木犀の嗚咽に導かれる迷路（みち）は
禁断の手芸の時雨に鎖され
アンブレラの緋炎で
矯飾される銀細工の少女の貌は
悲恋供養の酸漿より朧ろ
半身の流麗に背く手毱の実感を　
紫の隧道に満たせば
病葉の十字架も
ボロブドールの天女のコーラスラインも
ひたぶるに艶めくアンニュイの水泡（うたかた）
気休めなぞいらない午後の
無防備都市の絵皿には
溜め息の刃に切り開かれた檸檬の
ターミナルが揺らめくだけで
この糜爛の芳紀に起伏する黛のなかの
悪魔祓いが始まるとき
他人の血が透けて見える誘惑の
シンドロームが描出される　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・一一・一五）




　　第五十歌　恋のメーテル　　

雁に繞らせる指は紫檀の城
暮れなずむ愁獄のための化粧は
今夜また数奇な絵筆の曲技に染る
新月の葡萄房より重い乳房を
夜想曲のクレシェンドに委ね
巡り会いの痛みにだけ
血を流す鉱脈の深層を
シンメトリックに放棄することは
砂に描いた細胞の支配だろうか
蠹毒のカフェ　オ　レの霧のなかで
立ち騒ぐはずもない
湖色の鳥の羽搏きは
いまマノン　レスコーの角砂糖を
溶かして白磁の心臓に共鳴する
ああ　ＡＭＩＥ　よ
ＡＭＯＵＲ　のための身震いを暗くする
蠍座のサンダルを脱いで逃げるがよい
この無機質のような恣意の贅美から　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八○・一二・三）




    第五十一歌　卑弥呼は夜の匂い　　

眸のなかに結晶する紅柱石は神懸り
死罪の美を織り上げる雌蕊より
肌に冷たい臘月のオリオンに寝返れば
不毛の紫衣の四神に染みて
溢れる水盃はエクスタシー
単彩の夢景色を被覆する箜篌の糸は
うす開きの海峡を飛鳥のように顫えさせ
三韓の冠の頽れる有様は
石器に交叉する乳房よりも悩ましい
亜麻仁油の闇に散開する腺病質の鏡には
微笑を支える血の乱れより生を慰め
倭王の霊感に従う蛹すら
埴輪の難破船に
身じろぐ嬰児に磨り潰される
海嘯りに浸る秘儀の都はいま
喪失より甘美なメモワールへ昇華
そっと巫女の手に置かれる暁の
脆い火柱のしたで　　　
　　　　　　　　　　　　　（一九八○・一二・三一）




　　第五十二歌　小観音　　

真綿の目隠しをとれば私生活は篝り火
仮り縫いの春に顫える瑞木と
薄化粧を競うほど恋は早熟
透色の手で支える合わせ鏡には
五弁の死で縁取られた
チェリー　マスカレードの秘炎より
簪の風に満ちてゆく火の粉の浄土の
息苦しいファシネーションが鏤められる
ああ　スターサファイアの紫微宮まで
日輪は愛悦の四肢の鍍金となり
なお傾きゆく燎原の
三人官女の表情のようにきらきらしく
慕情鐘楼の美質は二行詩の失神
倖せとは　つねに一弦琴のうえの
籠城のように未来はなく
そのためにこそ狂い蕩ける
薄氷の生命の郷愁は
冷たすぎる三月より神慮に叶う　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・二・一五）




　　第五十三歌　デュエット　　

海は姉の髪に切り裂かれ
瀲灎（れんえん）と櫛の目に纏繞する玻璃の艀と   
仰臥して黒曜日に露わな面芯の獣を慕い
戦慄しながら巻き爛れる
海嘯りにも　嫦娥にも　産褥の綾
さらに珊瑚樹の形のままの肢体
敷き詰められてゆく喀血の彼岸花に
瞼のなかの天女回帰
はらはらと汗腺の乱糸に満ちて
緑青の風の底は群がる犍陀多（かんだた）の地獄　
水襖に鎖されても微笑
貝枕に絶えても花文字
切り絵のように無表情な曙まで
鱗は蹠の苦界の縁を飾り
しどけなく祈るばかりの紅華が
永劫の官能のフォービズムなら
いま　立てばよい　姉の髪の
浴びるような可燃銀河のなかに　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・三・八）




    第五十四歌　口づけ　　

前髪に触れる緑の流星は
嵐のまえに美化される十二単を
華奢な影に凍り付かせる
かじかむ指先でなぞる
一寸法師の手燭の方位には
薄紅の奈落を鬻ぐ杏の舞曲の物狂おしさ
媚薬と同じほど
この身を無抵抗にする絹の前線は
炎上する恋文宮の数だけ
八重歯の浮き雲を押し開き
甘酸っぱい旋舞の焦点から放射される
異邦人の流沙への百人一首は
ネガフィルムの飾り窓にだけ
映像する優しい敗北だろうか
ああ　瞼を犯す私語の助動詞は
やがて獣のように制動をなくす
この衰微の盛装より薄い杏の春の水茎が
瞬間の驟雨の底で溶け尽すまでに  
　　　　　　　　　　　　　　　　 （一九八一・三・八）




　　第五十五歌　媚薬の季節　　

数奇な琅玕の彩に喘ぐ五月  
あえかに風化する寝化粧は
線描の鳥のリフレインより哀しく
秘密めくばかりの瞳孔の死水は
末梢神経の闇のひとり占い
葡萄糖の神殿と化す絵日記の無聊のなかで
かりそめの人身御供になれば
露わな成熟と陽炎との光合成は
あまねく酒池の魔術だろうか
ああ　花嫁衣装よ
万葉集より私的なリラ色の蟻地獄よ
椿姫の病原体を縫ってゆくパズルの風が
千代紙作りの婚期に完成しないうちに
おまえに猖獗するシルエットは
非情階段のように無惨になる
有機質の鏃に近づく驟雨の実感を
汗ばんだ仰角に鏤めながら
仮死してゆく生理への瞋恚のように
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・五・一）




　　第五十六歌　赤ずきん　　

夜から滴る街を
結晶させてゆく紫陽花の洗礼が虚栄なら
悲歌のエレクトリシティーに
感応する火遊びの比重は僥倖
冷たすぎる唇の対流を
サンクチュアリーに棲む駒鳥の
コロラチュラ　ソプラノ　によって
教えられてから
のぞきからくりの陶酔は
ひたすら重力の筆のアンフォルメル
ああ　池袋の摩天楼のための季語は
オフェリアに捧げる
口移しの泥濘より仄暗く
スプーン一杯の霧の甘さを冀求しつつ　　
仰臥する艶夢の標本室で
いまこそ不純の地下鉄の皮下注射
死魚のように解体される耳飾りに
過剰の恋文が燦爛となることも知らずに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・六・九）




　　第五十七歌　紙孔雀　　

銀釵の造形だけが空しい朱夏（なつ）の舞台で
火定のための振り袖を
伽羅の水鑑に映し
遥けき長恨歌の七言天籟は
蛍火の眉のフェルマータに極まる
モザイクの 狻猊（さんげい）と死闘する　
孌童（わらべ）のための水垢離は       
千夜（ちや）の悪夢を支える枳殻の針のしたで取り
きめ細かな櫺子の闇に染みてゆく
おみ籤吹雪の慰めは
素手に散り敷くＸ線の絵日記と同じ
ああ　五弦の嵐のまえぶれのように
葡萄のなかの偃月は誕生石に血走り
はしなくも　聖なる傀儡（ヒーロー）は
恋というよりむしろ詩美の季節に朽ちる
手裏剣より鋭利な金剛の爪で
いまこそ火焔の繭玉を引き裂こうか
恣意にした俤（かげ）へのせめてもの手向けに 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・七・七）




　　第五十八歌　皿屋敷　　

夜は埋火のような帯を解き
死に化粧の秘彩よりポーラスな少女は
炙り出しの館に初夜の弦を踏む
薬指の吊り橋が　ひとつずつ
蟻酸の絵筆で消されるとき
遥けき月山の絵皿は
高麗人参の狂気でぼろぼろ
ああ　忍び隠れのままごとは一度で沢山
哀しすぎる誘蛾の燈心を
ひと雫の甘酒と想えば
影の羽衣と化す夜露の繊羅は
ひたすら紅月の離心率に従う
かざぐるまの峰の涙腺に触れても
なお血を拒む襟足のあかり障子の涯に
獣好みの蛇の目傘はまだ開かないで
たとえば薬玉が割れる
消し炭の細道のとうりゃんせ
このまま帰れない身は精霊流し　　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・八・一○）




    第五十九歌　ハイ　スクール　　

鉛筆で描かれる風は
肺の底の月景色に縮んでゆく
ジルバで計量（はか）られる貧血の小箱は
袖摺坂の看護婦に捧げれば恋
すべからく繊維質の教室の方位へ
薄命の置き時計を閃めかせれば
細緻な貼り絵の行為のかぎりまで
降り積むギターの音（ね）はブラックティー
ああ　流沙と化すカーテンよ
観覧車のなかで恐懼するダイアナの静脈を
レモンスライスの眸に映せば
分数のように脆い私生活の反応は
白衣の粘膜さえ指の遺跡となす
仮想の真空に開かれるパラソルの破局は
だれも振り向かない砂糖のすべり台の
まわりに明滅し
冷たすぎる倖せの等時性を蔽いながら
乱気流の確率は甘美なハ短調を結ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・九・一三）




　　第六十歌　鳳仙花　　

花びらは地平線の裂傷
身震いする湖を蛹のように纏えば
群青の離宮は
涯しない流星のメスに満ちる
すでに恋と呼べない風鳥のスキャットにも
透明な歯茎で支えられる楼蘭の
ペシミズムよりあえかな秋が立ち
粘着し合うト音記号の帳の彩だけが
いま千夜に分割された泪に反射する
ああ　熱い血に触れてみたのは
翠緑の胡服のピーターパンであるのなら
反時計回りに繞る
流沙のメリーゴーラウンドで
悪夢の倖せは王昭君と同じ
もはや酔うこともない星座のカクテルが
幽冥のクリスタルに渇き尽すまで
絹の襞にだけ染る詩集の美質は
弥勒の麻睡のように甘やか　　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・一○・一八）




　　第六十一歌　新宿シースルー　　

枯れ葉はパステルの孔雀
沙塵の鳥籠のなかの氷砂糖は
影深い娼館への階段
未熟な耳朶を縫うピアスの月光は
刑死してゆく環状線の血に触れて
地下牢の蘭の化粧となる
ああ　禿山の一夜に舞うシンデレラよ
摩天楼のネガフィルムは
おまえの痩身に感光することを拒み
紀元前の秋にまで遡る季節風のディスコは
葉緑素狂いのネオンの寝返り
はじめて纏う白蝋の天衣は
ラスコリニコフのシガレットに燃え
瑠璃色の死語で語られる
カクテル心中の桜桃のことも
すべて未知なる聖書の章なら
涯しない恋の病魔の手拍子のほうへ
胸のなかの綾取りは止むこともない
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八一・一一・一五）




    第六十二歌　曼珠沙華　　

淡紅色の峰に触れる髪は
繚乱する甍より女の飢餓を飾る
在りし日の約束で交わした
口づけの残照脂粉の空しさに
暗くなる死産の花弁こそカタストロフィー
三杯の木霊の盃に
天狼星の瘴気は瀧津瀬となり
逆流する厚化粧の焦点距離は
奴隷というよりむしろ短音階の官能
ああ　累卵に晒されてゆく振り袖の
夢半島は地滑り
流血し続けた夕鶴の誓詞のように
受動的な金襴の野分のなかに
まだ彼岸は見えないけれど
彼岸に導く華は不銹の甲冑を帯びる
だからもう二度と
恋に鬩がれる身が輾転することもない
真綿に近しい峰の豊潤な枷のなかで
　　　　　　　　　　　　　　　 （一九八一・一二・二○）




　　第六十三歌　愛は冬　　

公孫樹の枝で編まれる青衣は
氷宮の舞い姫の静脈に浸たされる
一葉づつ冠となる
カスタネットの純音は
夕暮れの絵の具が乾いてゆく
ゴモラのデザイアに背き
無理強いに創造される楔形文字の深度は
年令に不相応な粘土のネクタル
ああ　恋嵐よ
心臓という廃墟にセピア色の叢雲（むらくも）を呼ぶ　
アドニスのフィンガースナップよ
流線の檻の私生活を千年生きても
倖せは手品にはならない
だから散乱してゆく夢鏡の息を
季節の摩擦熱に晒して聖なる友（アマン）を呼ぼう
密やかに燃えはじめる睫の篝り火に
その人ひとりだけ人の世の愛しさ
一輪の篝り火華の開花のように　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・一・一七）




    第六十四歌　プロフィル　　

ハートのクイーンは陽炎の病棟
性愛をピンでとめるような
ひとり寝の七並べに負け続けて
水の糸の制服は
すでに雛罌粟のジョーカーの触手のなか
羊歯のように彎曲する嘔吐の掌に
もはや蜘蛛の島の沈没もなく
平行四辺形の耳飾りに屈折する神の殺意は
緑のサーベルというより窒息の揚げ羽
ああ　石鹸液で創られる柔懦な火薬庫で
左向きの女王は夢まみれのサッフォー
アスファルトに散開する
黒ミサの神経衰弱は
悩ましい体温計の垂線に親和し
窈窕たる光線のカードのルフランの涯に
貧しすぎる裸身さえ穢土（テラ）の奇蹟
たとえ邪悪な病原の闇が
そのうえに群がったとしても　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・二・二○）




　　第六十五歌　影の花　　

シュガーのように無形であればよい恋
胸騒ぎは盲目の水星の
繊羅に蔽われる赤燐
博多人形さえ硼砂の夜には微笑むものを
唇上の雉子は
溜め息の漣漪（さざなみき）に溺れるばかり　　
耳鳴りとウエディングベルの区別は
眉月と裸身の区別ほど暗々裡に
想えば　草書体の年齢になるまで
白い積み木を無心に積んだが
脹脛の屋根裏部屋は
いつも美しい通り魔の等比級数に満ち
薔薇のシャンデリアの
とめどもない急降下のなかで
すでに折り鶴は指鉄砲の照準
ふつふつとグラスから零れる
春淵のしみにしか身の置き処がないのなら
化粧とは有罪の美学　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・三・二三） 

　　　


　　第六十六歌　レディー　　

偲び色の私生活ほど秘話であるのなら
墨絵のスイートピーが水葬される
シガレットの蜃気楼に魅せられ
すべからく朱珍の微笑は
不可視な夢柱のエンタシスに委ねられる
砂丘とはいつも
無意識な彗星の化粧
斜交する死鳥の嘴で
ひたすら両刃の肌を染めれば
槥の形に開かれる馬車こそ晩春   
ああ　かくも輪廻に近しい
センチメンタル　ジャーニー
韃靼人形のように着せ替えられる
野菜の胡服はすでに馥郁と萎え
失明より優しい冷蔵庫の迷宮のなかまで
銀蠅のような伴侶とは不可分
だから　ナフタリンの星座を浴び
この生命を金剛に変えよう　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・四・二○）



　　　
  　第六十七歌　紅茶ララバイ　　

紫陽花に満ちてゆく夜は無意識
化粧映えなぞ気にしなくても
扇形の故城は指先の予感を鏤める
指輪は年齢を数えるために
填める言葉の死なら
カーテンは西域のあられもない莫高窟
花弁風情の千年の方程式は
ひたすら惑える染色体の未知数を
秘めたるショーウィンドーの禁裏に縫い
赤加賀智の眸の白雉と出逢うまで
往く路とてない九地は致死量
ああ　折り紙細工の夏は
臈纈の肌のうえに燃えるサディズム
願わくば汗血馬の馬上に褫奪され
悉く　過去形の性愛を
走馬燈の無際限な不夜と為したいけれど
冷たい私書函に沈みゆく花の無言ほど
この心もまた神慮の密度 
　　　　　　　　　　　　  （一九八二・五・一六）




    第六十八歌　綾取り心中　　

月光は透明な背徳
氷砂糖の指でなぞる菩薩の貌よりも
不可触の密度の未来が恋しい
官能はいつも奈落の工事
憂患の地質に染みる紅柱石の成長より
伊邪那美の五衰のほうが烈しくも極まる
ああ　菱形の格子よ
逆光線と倖せの反比例だけを際立たせる
華麗な静脈の分水嶺よ
紫陽華の瓊姿に反射する青銅の専制へ
この現し世がなだれてゆくのなら
蜘蛛の糸の弾力で叶う性愛の
まがまがしいパースペクティヴさえ
異常気象の夏の牧歌劇（パストラル）であろう
だから　婉めく華奢な牽牛と
堂々繞りの道行きすら詩
あの天の網島は
天の大阪の　銀河のなかば
　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・六・一八）




　　第六十九歌　かぎりなく夢に近い聖子　　

夕映えは三面鏡の形に開く未来
喪失のカクテルに沈める明星の果芯より
後れ毛の濁流を鏤める
悲恋急流は気おくれ
五指の影絵に際立つ迦陵頻迦の翔姿は
玻璃のパラソルのなかの
ファーストキスより詩集路に秘め難く
口笛さえ儘ならない美貌の飾り結びに
風は弓　坂は蝋
ああ　歌よ
銀紙の都の恋文を濡らし尽す
ジュリエットの狭霧よ
倖せという円錐曲線のドレスは
流星の布地との涯しない私闘なら
蛍火の手毬の無数の彩糸から
現し身の惑いの吐息を紡ぐのも恣意
そのときだけ石南花の雌蕊の秒針を
運命の振幅だけ遅らせておこう　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・七・一一）




    第七十歌　詩生活　　

とめどもなく頬をつたう夜
口移しの宴は罪のように透き徹り
髪隠しの恋人に名付けて夜来香
二十七にして雌蕊への入水は
眸の苑に幸う瑠璃明かりのエチュード
ワインはいつも宮殿のように滅びて
なお　女に許される飾りとは
群れ喘ぐ蛍火の夜会服の散乱
ひとりならひめゆりに流星
ふたりなら顫えすぎる無言歌
カシオペアの機で
宿命というショーウィンドーを織れば
舞い月に捧げる火傷の振り付けは
まだ初舞台の夢仕掛けに不調和
秘密めく蝶の一生と
偲び泣きの澪に曳航される指輪の舟は
ひたすら露わになることを拒み
それゆえにこそ夏は悩ましく行方不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・八・二）




  　第七十一歌　ウナ　セーラ　　

眸のなかのキャンドルは
泪の燭台にだけ点され
暮れなずむ薔薇の離宮の離心率は
ブルーなキャラバンの眩暈
良人ではないラスコリニコフの私情は
薬指に嵌めた摩天楼に反射し
時差信号のタンバリンの顫音に
鴉は血の気のない乳房にまで追われる
ああ　言葉よ
女を透視する厭わしい新月よ
おまえを信じたばかりに
ＲＥＶＥ  はサファイアの牢と化し
ＲＥＡＬ　はアリスのトタン屋根と化す
斜線の夕風に交差する
官能の遠近法の洗礼は
三度（みたび）  巫女のモノクロームのように濡れ
やがて　恋の市（いち）は死華
あのソドムの　ＳＯＬＥＩＬ  のように
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・九・一七）




    第七十二歌　恋絵本　　

鋭角の花弁に染みてゆく夜は
銀の血の密やかな錬金術に従う
無縁坂に埋める頬と梵鐘の
ブルーなドップラー効果は
塔頭を啄む鷸へのおぞましい媚だろうか
脚線を裂きつつ昇る嫦娥の
ジェラシー　ジュエルを七粒だけ呑み
仏の座への七度の犯罪はシースルー
ああ　シルエット　セックスよ
夢魔の衣擦れに恐懼する銀河襤褸よ
屈折する地下茎と朱雀門の爪は
万燈の心臓を
白墨の星雲で遮蔽し尽し
蜿々たる高分子で飾られる
梁塵秘抄の季節は
いま少女というクリスタルのＸ線（レイ）
蠢動する血の造形の奇蹟を
半死半生のブッダガヤに結像する宿命
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・一○・一九）




　　第七十三歌　雨ジスト　

漆黒の冠は雨
画用紙一枚だけの美貌のマチエールを
密やかな哀色に導くも慣性
アポロンの市境に鬻ぐ夢地の筆箱は
泥沙の貨幣で払われ
韃靼のように抱いてゆく良人の
リアス式海岸に沿って
この満ち潮は形象美のリフレイン
ああ　春嵐のアクエリアスよ
眉の窓に浮かび立つ不幸の幾何学よ
きらきらと死に急ぐ磯鷸の
高速度写真が興醒めの暁になるまで
末梢神経の鉄格子は
黒ミサの様式で姿態を乖離させる
のぞけるような暖流の鳴動に
定木で描かれた風は静止し
嫋々と上昇するイヤリングの岬には
奇数の月のジェーラスなシャネル　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・一一・二二）




    第七十四歌　愛舞美　

髪よりも色彩を拒む枯れ葉は
静止美のショーウィンドーを
彗星の形に裂き
紅茶を撹拌する人妻の体温計より
この石英（クオーツ）の息は一層十字架に近しい
木琴坂の交通標識に従う瀝青の迫（せり）に乗り　
愛撫はアルハンブラの昆虫採集
赤外線のヘアピンを
醜い家鴨の仔のように呑噬すれば
氷鏡に散り敷く
クレサンセマムの遺言状にさえ
異性達は夢細胞をプリントしてゆく
ああ　一秒ずつ化粧は夜から剥れ
一縷ずつ流線は煉乳に奪われる
所詮　七枚しかない微熱のヴェールを
鵠と想うにはあまりにも哀しいけれど
溶けてゆく鳥籠のエンタシスを抱き緊め
死に盛りの翔葉のエチュードを舞おう
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八二・一二・一九）




　　第七十五歌　聖子清婉　

蒼い市街の素描は水仙のスキャンダル
眸のなかでだけ速く進む水時計の水位を
ハミングの四輪馬車に秘め
琥珀の固有名詞に背いて纏う
禁断の自然美こそ　ＣＥＮＤＲＥ
臙脂頭巾の舞いを十九回舞い
二十回目に露わにする
唇の岬の雨は
恋という鉛筆の芯
紙芝居はひたすら血平線を
雉達の失速で満たし
カフェオレより甘美な感情教育があるなら
それは　逆光線の原罪を放射する
シャンデリアのしたの創世記
きらびやかなイヴの無表情を
霧色の化粧に隠し
夜の澱みのクロイツェルソナタのなかへ
いまこそ女のわななきを置こう　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・一・二一）




　　第七十六歌　紫生活　

息で曇る夢は天女麻睡
爝火（かがりび）色の羽衣に透き徹る優曇華を　
鴆鳥の羽根のように蒸溜酒に浸せば
琺瑯質の楼榭（しゃ）の悩ましい蠕動（ふるえ）さえ　
滅びゆく春のシンデレラ　コンプレックス
ああ　経験よ
牢牲（ろうしょう）の五感に流布してゆく　
籠城の印刷よ
軟骨で支えられた天竺の天井へ
姝々たる火傷は飽くこともなく象嵌され　　
観賞を拒絶する炎技の終焉に
はらはらと零れるのは此岸涙扇
薄氷の冠を
寒冷前線の浴室に燦めかせて
おそるおそる覗きみる
蕾のなかの地獄こそ紫生活
嫌忌すべきこの不毛の姁婾（よろこび）は 
一握のチョコレートでは贖えないのだ
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・二・一九）




　　第七十七歌　沈丁花　

綴れ織りの月光を手中に弄び
狼煙の形に散乱する夢は友禅
緋魚の輪游に彩られる朱唇の淵には
暁の梵鐘が七つ反射し
そのたびに明滅する無名指の祭壇には
甘美な生き霊の私語が絡みつく
もはや解放に近しい白皙の墳墓に
なお秘めるに値する七宝は燃焼し続け
鉱毒に満ちた花粉宮の瘴気さえ
それを糜爛させることはない
ああ　乱華よ
円らな鏡面に凍り付く紫の終止符よ
虚飾の都の錬金術師は
ハーモニカの摩天楼を
隠華帝国の刑法に従って窒息させ
硫酸のような化粧の化成の果てに
身罷（みまか）りゆく雪女郎の秘恋よりも冷たく  
この鍍金の倖せは裸身を蔽う　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・三・二二）




    第七十八歌　マイ　アミイ　

サファイアの断層に流下する四月は
毛筆習字の愛撫を
ポーラスな和紙に滲ませ
痙攣する花弁の無防備の飾り窓は
月蝕のなかの鵺に濡れる
水中のサーベルを共振のイヤリングとなし
砂中のコロナを螺鈿のアイシャドーとなし
密海に沈潜し始める絹のレスボスは
乱れ髪より密度過剰
ああ　サッフォーよ
螺旋の血が創造する神経の四季よ
嫋やかによじれる亜鉛鉱の襞は
眸のなかの火花に同期して地震波を鏤め
チェリーピンクの酒杯深く
不定形な隕石が重畳する
終着駅に展延する淋巴腺の痛みは
誘惑し続ける複眼の紫光を拒み
すでに歔欷の笛は死春期よりアンニュイ
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・四・二四）




　　第七十九歌　愛雨　

雨は透明な人形箱
紫陽花の迷宮まで連れ去られる
パッシブなアバンチュールは
鏡に描かれる未来への反抗
姣（うつく）しすぎる化粧の現像を　
飛鳥のマーメイドのようにじらせば
浮き舟に絡む肌の地獄は
点されないシャンデリアに近しい
ああ　指よ
倖せと官能を隔てる相剋の格子よ
夜を織る糸に巻き付けた小指の血は
たちまち白蝋の巫女に吸われる
さやさやと　吐息のシンセサイザーは
瞳孔の神獣を三度解放し
この身は束の間の妙法の悉曇と化す
されどまた　鴉は哭き
暁の寺の変彩に魅せられて哭き
ふたたび雨は徒夢の柩  
　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・五・二三）




　　第八十歌　一輪咲き　

月光は未完成な梨花を壟断し
殉死のための霧の凶器は
まだ唇よりキリマンジャロに溶け
出来ることなら
絵空事の女夜の夢扇を
撓やかな青磁のように流布したいのだ
あり余る　情明の瀧津瀬を
復讐よりも脹径に受け
ヒロインめかして作る姿（しな）の
セルフ　レイプは
所詮　コーヒーリバーの
沙金症候群でしかない
ああ　キマイラよ
水飴の館の扉のまえで
恋人を血染めにする蒼い鬼薊よ
この指はまだ私闘のための
マニキュアを塗らないから
今宵もまたおまえへの跪拝が成就する
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・六・二二）




    第八十一歌　夢くずし　

瑠璃色の路の綾取りを
秘めやかな左心房の弓に絡ませれば
絶え絶えに反射する化粧銀河は
キスという十字架で滅ぼされる
柑橘の風を絞るサラセンの舞いを
今宵　裸身の成層圏に置き
密猟に近しい私生活の秘話のなかで
ユニコーンのシルエットは
ユニゾンの叫喚を強要するばかり
眩暈はひたすら防禦の凶器
流沙の舞台に散開する人形劇は
禁断のララバイを金曜日のように独占し
イヴよりなおウィスキーが似合う
オフェリアの勇気を持って
毛氈苔の橋をきらきらと懸けよう
夜はいま　象形文字の詩集
この黒髪の詩形が嬋娟と崩されるとき
華死という仮死が完成する　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・七・二四）




　　第八十二歌　艶日　

孔雀の形に変る泪絵を
様変りする　ＳＵＭＭＥＲ　に三枚重ね
含蝉のように秘授される乳房の微熱は
亜鉛鉱のなかの蒼い万燈会
恋は花粉の蚊帳を
透明な折り鶴の産卵期で満たし
流れゆく仮名文字の浮き舟の媚態にさえ
九重の現し世はすべて影絵
はやり唄の金沙を頬に掃けば
火箸で掻き回される蛍火の牢のなかで
はじめて　花嫁は蛹を灼き
盂蘭盆はリトマスの鏡を
紅く　紅く　染めて夢カタストロフィー
左方に旋回する線香の汀を
自害のための喉に絡ませたいけれど
涯しなく発汗と中和する白磁の生態に
引力もなく玉門関もなく
さながら恋詩集の不定のシミリーのように
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・八・二○）




　　第八十三歌　愛千里　

嚠喨と降り懸る風は黛
繊弱な流星の十二単を纏い
小指にさえ結び得ない
ボディサットヴァの跫音をなぞれば
傾きゆく銀河の杯の底に
末梢神経より悩ましい菌糸が蟠る
凌辱に近しい枯れ葉の
スキャンダルを振り向きも見ず
山姥がくれた砒素の乳房の輪郭は
ひたすら甘美な薄氷
ああ　月光よ
ナフタリンの首飾りをした
血友病の巫女よ
もし　この泪の毒蛇が
情慾のクリシュナを噛むなら
おまえとの鬼ごっこは寝泥麗裸
さながらあの泥の仙女が
鬼になるのを待ち侘びたように　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・九・二四）




　　第八十四歌　移り陽　

薄化粧は陽炎の躊躇い
左手に染みる麝香鹿の影は
紫水晶に裂かれる倖いの更紗
ベージュの繊羅にわざとらしく
紅炎を際立たせても官能は磨り硝子
旋律は秘めたる夢罪の形に
女の輪郭を沿わせ
首飾りは静謐な瑶池の深みに
眸の漪（なみ）を顫わせ　　　　
たとえば　なお死地に往く官女の
絵姿に合わせて
ただひとり舞えばカクテルアバンチュール
ああ　予感よ
種子のように散乱する霊鷲山の戦車よ
歌によって実存し得るこの魂のことも
戒厳令下ではすべて玩具だろうか
肌でしか伝え得ない九地の恋が
甘美な廃墟であり続けるように　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・一○・二二）




　　第八十五歌　カスタネット　ラブ　

翠緑の帛で蔽われる貌を
篝り火の花弁はこともなげに無視し
針葉樹と等温のキスの静寂（しじま）に
君はなおきらびやかな休止符
カフェインのチャリオットの耳鳴りは
耳なし芳一の陀羅尼より濃密に
新月の中二階を繞り
星座画廊に際立つ誕生石のナルシシズムも
百日紅より諸行無情
ああ　紅恋よ
寒々とした半身半戯の ＥＳＴＡＢＬＩＳＨ　よ
猟人はキリマンジャロの枕辺を
数奇なパーンの角笛で彩り
馥郁と掃かれる蜆貝の暗い蘭燭に
肉筆の髪の満ち潮が揺れる
さながら冬という籠城の塗り絵に
密やかな劣性遺伝の血漿が
輸血されてゆくように　　
　　　　　　　　　　　　　（一九八三・一一・二○）




    第八十六歌　夢風情　

緋色の糸に綯い雑じる泪の形は
非晶質の誕生日の氷華
蝸牛と化してゆく館の
クレパスの細胞のなかに
密やかに溶かす羞悪さえ　ＤＥＳＩＲＥ
この鋭利な朱舌の刃で
切り裂くために恋人の俤（かげ）はあり
体温が伝わる絨氈の禁猟区で
あられもない犯作用だけが実感
ああ　円舞曲よ
肌の浮き橋を過ぎる異邦人のための
青ざめた免罪符よ
爪に重なる君子蘭の花弁の疲労は
ひたすら冬屏風の輪廻を形造り
襤褸から綾羅への静脈の乱反射は
有罪の空気感染だろうか
あのディスコテークの雪女が
絶え絶えに放射する白い有罪の　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八三・一二・二二）




　　第八十七歌　シクラメン　

白堊宮と化してゆく吐息の玉門を
あなたは禁断の呪文で押し開く
簪を凶器にするより八重歯を鐘楼となし
紫斑の除夜を馥郁と頬に掃けば
降り積む雪のうえの篝り火色の夢萼（ゆめ）は
絶え絶えな艶（こい）のエッチング
ああ　地蔵菩薩よ
酔い醒めてゆく楊貴妃の色直しよ
跳梁する饕餮の手毱は　　　
応天門の乳房のまえで滅び
津軽三味線の撥を秘める現し世の峰より
水中に沈める砂状の帯は無限
心中という剣山の宴で
雪はなお不倫の羽二重であり続け
人はなお畸型の鋏であり続け      
やがて　刺繍と変る血の糸車は
百八つの万華鏡の散華
さながら身 罷りゆく歳への荼毗（だび）の紅に似て
  　　　                         （一九八四・一・一六）




　　第八十八歌　優都美夜　聖子　

未明に彩られる睡魔のスイートピーを
眸のなかの明星のアドニスとなし
朱雀の指で支える
グラスのなかの隕石は
吐息の地下鉄への密やかなメトロノーム
季節という不安の鏡のなかで
恋は　身じろぐだけの
リップスティックのエチュードであれば
指切りさえ儘ならない苺の四輪馬車は
ひたすら曙のイヤリングを結ぶ
叫喚はまだ肌の白堊宮に秘められ
胡蝶の迷宮を映し出す静脈の凪は
シェーラザードへの哀しい実感
ああ　早春よ
羽衣に触れて消ゆる銀燭のための柩よ
蒼ざめた寝化粧に反射する禁夢の林檎は
パルテノンに近しい切り口を際立たせ
いま恋歌は身悶えの瑠璃吹雪　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・二・二一）
　　



    第八十九歌　秘雨　

首飾りに鎖される空の形は
籠城の華のアラベスク
春をひた隠すアンブレラの布目に
鉛毒の都市の姿態が浮かび立つとき
両手のなかの白孔雀は
たまゆらの夢の処刑を飾る
恋は　気管支の六本木まで
忍びやかな避雷針を嚥下し
抱かれる人形と少女との違いは
泪の七並べの勝敗に基づく
伝説なぞ創らない
蝋貌のシンデレラの視界のなかで
石膏の私鉄沿線は
ひたすら邪悪な円錐
彩油の帳のなかで惑った
あのムーアの将軍のジェラシーより
もっと濃密な雨の　ＬＵＸＵＲＹ　は
導火線と化す脚線を撓やかな切断で蔽う
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・三・二三）




　　第九十歌　心泥麗羅　

きらびやかな沙塵の臥龍に
恋に朽ちる形の花弁人形じみて
過ぎてゆく他人のタンバリンの衣擦れは
いつか　春の鏡のなかの黒ミサ
ああ　化粧よ
致死量の深呼吸を艶夢で求めるための
私生活の蜃気楼よ
蜘蛛の糸と交差して煌めく泪の死蝶は
ひたぶるに　肌の白扇の
律動に飾られる
血潮より速い春雷の四輪馬車は
地滑りが眩しいメフィストフェレスの
地峡まで纏綿と導かれ
屹立するエッフェル塔の
風葬を見るまでもなく
アンニュイの市は瀝青の触手に沈む
さながら魔術によって結晶化した
あの灰の娘の奇しき贅美に似て　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・四・二二）




    第九十一歌　くれない情歌　

夕映えに彩られる石南花のインフェルノへ
玻璃の階は瑞々しく差し渡され
引力というインディゴの羽衣ゆえに
活け華の肢体は
ひたすら剣山に翳る
悉曇の髪に際立つ人身御供の詩法は
眉のなかに滅ぶ虹よりもたまゆら
もし　人形の都の絆が輪舞なら
晩鐘のカクテルは
きらきらと耳朶のグラスに満ち
紫糸で織られる蝶の断末魔さえ
リトマス試験紙の空の嗚咽
ああ　夜よ
微笑を裂傷に変える
遠近法の通り魔よ
北極星に晒される夢の仕掛けは
女のシルエットを蝸牛の形にまで歪め
そのとき芳紀の生はミッシングリンク
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・五・二○）




　　第九十二歌　雨の彩　

頽れてゆく蝋の季節は
燈人形の狂い様を千枚のセロファンに映し
綴れ織りの牢と化す
紫陽華の紫禁城のなかへ
あで姿　紫煙娘
霖雨の鬣を顫わせる六月の麒麟は
女の輪郭を涙腺の長城に沿わせ
毒盃に近しい眉に溶かす
松脂の燃焼美は
イムジンガンの髪を返り血の形に乱す
ああ　夢返しよ
化粧が消去する微笑のかわりに
涯しなく恣意に出来る静脈の和音よ
稲妻のマニキュアで彩られる指で
馥郁となぞる菩薩の瞼は
奈落まで沈む沈鐘より優しく
いま　冷たすぎる乳房の蓬莱から
生の羽衣が一枚だけ剥落する　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・六・一七）




    第九十三歌　愛　スクリーム　

綸子の季節は
秘めたる香華の傘歯車を流転させ
精霊流しの燈りに染る美貌の乳河を
だれのための夢洪水で満たそう
いま　闇は血潮と逆の方位に流れ
一糸さえ触手となる縄紋土器の中二階は
釣り鐘のなかにひた隠す
不倫の振り袖より流麗
ああ　蛍よ
水鑑のなかの身代わり人形に献じる
燐の悲歌よ
あまりにも早く落城してゆく
花火のゼーランジア城の精虫は
陀羅尼の氷枕を
酸漿のデクレシェンドで包み
等差級数に近しい睫の
ブルーな　ＥＬＥＣＴＲＩＣＩＴＹ　は
ノーザンクロスの避雷針に沈む　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・七・二二）




    第九十四歌　寝化粧　

鵺色の涙楼に凝る酸漿の酸火は
筆牢にミスプリントされる海老茶式部の
髪風に鬩がれる
青臭い淡水魚の群卵を明滅させる
中振り袖の澪は
セピア色の紫宸殿の遊女志願
吹き矢の形に散乱する
籠城の銀歯の嗚咽は
ひたすら酔態を隠すために露わにし
白雉の舞曲が彩られる
弥生土器のアクエリアスの底へ
蛍火の階は伴侶不要
ああ　婚期よ
狂おし気な歯形で満たされる
羊羹のなかの星座よ
昆虫のように採集されるシルエットの
夢曲線の破局まで
騙し絵の夏はあでやかに　悪魔
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・八・二○）




　　第九十五歌　ガラスの唇　

静寂の縦糸を啜り泣きの藍色で染めあげ
夢と交差する腕のなかの
透明だけが恍惚なら
恋は紅茶のエデンの背徳
スクリーン　プレイは
ピサの斜塔に触れる脚線の
鋭角より激しく起伏し
乙女座狂いの金曜日のカーテン　ラブで
ロミオは行方不明
ああ　ボレロよ
絨氈のうえの星座に媚びる
裸足のセンチメンタル　ジャーニーよ
いつしか　手中の花弁は
泪の華瓶に差すこともなく頽れ
口紅に綯い雑じるヘアピンの散り様は
さながらに　銀蛾死繍
白夜に近しい角砂糖の宮殿が
嫋々とノアの洪水に韜晦してゆくように
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・九・二二）




    第九十六歌　イヤリング　ムーン　

紫煙の城を泪のタペストリーで満たし
皮下脂肪の回廊に散る彼岸花の朱輪を
カレンダーの夕凪に運べば
情愛とは名ばかりのトワイライトレイプ
苺の鳥籠に狂う火の鳥の失速は
ひたすら合金のキスで防禦され
視線でさえ支え得ない黒鍵の処刑は
脚線で形造るデーヴァナーガリーと同じ
ああ　プライバシーよ
歯と歯の空隙に秘められる
濃密な囈語の共鳴よ
殺菌灯で美化される祭壇まで届く
金木犀のキャタピラーは
割烹着と夜会服の区別さえなくす
斜光の方位に際立つ折り鶴の眉は
無防備のシャネルを地滑りと中和させ
溜め息の炭酸ガスが明星の本性なら
片方だけのイヤリングは罪の半月
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・一○・二二）




　　第九十七歌　夕夢　

蒼い麻睡を纏う摩天楼は
線対称に開く季節の折り紙に投影され
眩暈の糸車に紡がれる迷彩の綿糸は
炎症の夢のランジェリーにさえ未使用
金糸雀を閉じ込めた心臓の鳥籠に
半獣神の枯れ葉は窈窕と舌舐めずりし
あまつさえ憂わしいアイシャドーの鉄橋に
タータンチェックの風は通り魔
恋はきょうも薔薇クライシス
豆絞りの街のきらびやかな迷い路に
躁病のマネキンの皮膚呼吸を感じれば
頬の銀箔を浸触（おか）す泪のエッチングは
ソドムに降る硫黄ほど怕くはない
ああ　嘔吐よ
涯しなく甘美な現し世の過食よ
脚線だけが感光するアスファルトのネガは
立体交差する固有名詞の火気に捩れ
人形願望の金曜日はエピローグ　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・一一・二○）




    第九十八歌　飛鳥慕情　

紅が未来となる眸の迷宮を
天竺の鳥達はあえかに蹂躙してゆき
拒むほど近しくなる新月の宝冠のしたで
馥郁と塔頭の雌蕊は凍る
絵画という華やかな禁猟区で
少女はひたすらニンフ　ＡＣＴＩＯＮ
不可視な氷河が猖獗する
夢山脈の乱反射を
いま一度ネガの裸身に感光させれば
暗涙の花瓶のなかで枯れる蘭の七変化は
千夜一夜の経験模様
ああ　剣よ
娼婦じみた影を裂くための蛍光の枯れ葉よ
素手の生地に染めあげられる夜の形は
羅城門より迦陵頻迦に近しく
湖の花嫁衣装を
詮方なく着付ける狂おしさの涯に
恋人小路の幻は初夜　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八四・一二・二二）




　　第九十九歌　不倫坂　

銀鉱の眸に反射する春嵐の鳳凰は
振り袖の空の万燈を氷紋の受精卵となし
華奢な塑性の指で支える白銀の柄杓は
三三九度より濃密な紲の水牢
五弁の花弁吐息を四肢に遅れて開き
櫂の形に支配する瘧の芭蕉扇は
鼻母音の造波抵抗を
十戒の切岸に打ち返す
すべて行為は髪鋏の切り絵に凝り
螺鈿の乱雲を突き崩す爪先の火箸のしたに
炭火が見え隠れる現し世は灰
ああ　秘密（シークレシー）よ
静脈の鞭で鬩がれる女の
ハイドロリックな　ＩＮＧ　　よ
凹面鏡で囲まれる浅春の街衢（まち）は　  
笄見附を眩暈の鼈甲で蔽い
鬼ごっこの鬼でもなく人身御供でもなく
この身はひたすら夢魔苑の官女　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・一・二一）




　　第百歌　銀座心中　

雨の針供養を拒むアンブレラは
秘め咲きの罪の女牢
痩身を彩るための絵筆を
早春の摩天狼に銜えさせれば
襃娰（ほうじ）と同じ微笑が       
この臙脂の城壁に映えるだろうか
繭墨から放射する呪縛の生糸を
愛撫の綾羅に変える異性の機のしたで
溜め息の百人一首は悲恋お手つき
ああ　不死蝶よ
環状線の走馬燈に戯れる酒妖精の伴侶よ
夜もすがら結い髪のカティーサークは
鏡のなかの海峡で嬋娟と坐礁し    
共振を強要される肢体の音叉は
撫子の花粉を夢氷室に凝らせる
雨はやがてひと筋だけ凶器で残り
仄白く揺曳するあの雪洞に頬を染めれば
銀座より星座への金縛りの雛祭　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・二・一六）




　　第百一歌　恋館　

水鑑の貌は曙の牢
五感の鐘楼に投影される
猩々緋の睡魔を
ハニカムの唇は柔構造の断末魔に導く
花弁の十進法は
きらきらと指の落城を数え
珊瑚の形を帯びる息差しの蠱惑に
メービウス環の静寂は融点
ああ　四季よ
襤褸のかぐや姫のための仄青い炙り出しよ
弓形の姿態を呪縛する星座のピンは
瞳孔の白魚を窺う
白雉の嘴によって払拭され
蝋人形と娘（ろう）人形の違いといえば
微笑の反応だけがひたすら非可逆
散華はいつも朱唇の磁場に満ち
誓詞なぞいらない半鐘の聾唖に溺れても
エピローグの春齢はまだ様美過剰　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・三・二三）




　　第百二歌　経験　

性愛を濃縮する聖杯の市に惑えば
半紙の襟足に掃かれる朱墨の人いきれは
鉄塔の文鎮に降下する
金糸雀より無意識
白衣は生醤油の澪に浸たして
紫罪の芳醇を纏い
雲母より薄弱に剥落する泪の悲願桜は
ひたすら秘密めく橋梁への煽情  
絶え絶えに移ろうハシーシュの春を
月光の煙管で吸入すれば
世紀末より撓やかに弛緩する姿態への
瑠璃色の乱夢の腐蝕は
無防備のクロスワードの哀しい誤謬
ものみな畸（き）型に沈淪してゆく　
コールタールの青磁のなかで
コールガール気取りの麗質は
太白星の夢遊病よりも甘美に燃え
いま　倖せは蒼白のクローズアップ　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・四・二三）




　　第百三歌　恋心地　

眸牢深く揺曳する紅蛇の彩鱗を
入水願望の泪羅の振り袖に散らせば
紫陽花ほど赤血球を拒む
唇の萼の雲母宮のなかまで
晩憂引力を鏤める舌の火星が満ちる
情慾だけを遠心分離してゆく
林檎劇場の廻り舞台は
すでに火傷の地平線の死期を
錫風の天秤皿のうえに載せる
ああ　夏染人形よ
凶夢の空洞で美化される緑礬の巫女よ
無際限の律法に沿う姿態の変曲点で
蟻酸都市の高分子は霏々と乖離し
咽喉の五線譜に絡む花粉の飾り音符は
ひたすら悲恋の丹歎蝶（にたんちょう）を哭かす
夜は年齢より早く成熟を与えるけれど
泪のナフタリンで 妨げる悦びがあるなら　
それを消去してくれる鬼さんはどちら　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・五・二二）




　　第百四歌　官女酔彩　

顫える手から零れる夕月の手毱を　
漆器の夜の螺鈿細工のなかに見失えば
林檎の芯を伝う白濁の息差しは
幽冥帰りのかぐや姫の無言遊戯
十二単の情糸を伏流の朱泉で濡らし
一夜ごとに滅ぼす
石南花の紫宸殿の斑のライバルは
眉の剣の無意識な試し斬り
いま暗々裏の心音は燈心の糸車に巻かれ
縄紋の雲と畸（き）型美を競う透色の半夏生は　
燦涙念珠をうす開きの照魔鏡に凍らせる
ああ　夜叉よ
静脈のリサージュが冱える痩身の女友達よ
陀羅尼を口遊むほど
この身は乳母日傘ではないが
泥夢まで沈む北斗七星の牛車の雅びは
運命の絵皿を酸漿の流線で満たす
蛍火地蔵のあえかな微笑のしたで　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・六・一六）




　　第百五歌　千華一夜　

彗星の形の髪は鳳仙花の清涼殿を繞り
耳飾りの廻り燈籠に明るむ
溜め息の回廊のひとみしりは
円錐の蓬莱を無声の夏嵐で蔽う                  
十二単の恐懼の襳襹（せんし）を 
流汞の月光と化合させれば
瀲灎（れんえん）たる観音開きの湖鏡の縮緬に　
姿態の太陰暦は乱筆される
二重母音の鴛鴦が舞う唇の甍は
きらきらしい永久歯の仕掛花火に染み
五指の交差角に滲む合葬の流沙は
蛍火祇園よりもっと透明
ああ　小式部内侍よ
地上の橋立に魅せられる檸檬ラムールよ
美貌なぞ不要の秘技の能舞台で
動脈の篝り火は夜もすがら焚かれ
受精卵より甘美に潤む眸の悦びの冱えだけ
あすの生命は曇っていい　
　　　　　　　　　　　　（一九八五・七・七）




    第百六歌　夢蘭流珠　

夏は蒼白の女盛り
竜舌蘭が萌す頬の誘蛾燈は
弥勒の蜃気楼に凍り付き
恋闇にエッチングされるＡ型の銀河は
方解石の蓬莱よりペシミスティック
風鈴の泪が明滅するジャスミンの不眠は
間歇泉のエチュードを
瑠璃揚げ羽のネガに感光させ
黒髪に転写される妙法の月光は
章魚の梵鐘の触手より透明
ああ　定形死よ
形容詞の迷宮に凝る五感の七罪よ
蝸牛の突起より芳醇な四姑娘山には
沈香のクーブラカーンの
密やかな荼毗（だび）の火が映え　　
ネパールが透き徹るオパールの指輪の
受精の輪郭に沿って
炎症の虚空は窈窕と　ＳＡＴＩＳＦＡＣＴＩＯＮ　
                 　　　        （一九八五・八・一三）




　　第百七歌　華劇　

吐息の同心円で飾られる艶のエピローグに
月光の孔雀の死に様は哀しくも襤褸
観覧車の四季の暴虐は
向日葵のシンバルの叫喚を
乳房の表面張力のなかに綯い雑ぜ
林檎の芯に近しい旋舞の
無防備のシルエットに沿って
カシオペアの歯型は黒鍵より獰猛
ＥＣＨＯ　の返り血を浴びる繭紬（まゆ）の夢衣は 
千羽鶴の死期よりきらきらしい
流星の垂線を秘め
千日の成熟を捧げたい
ナルシッサスの華半身まで
斑紋の水鏡は視神経の導火線
未明に美化される年輪の迷宮に
パンプキンの冠を被れば
琥珀の裸身の受動態はあの妖精より優しく
受精卵の目隠しは耐え難くも宿命
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・九・一六）




　　第百八歌　恋の台所　

死葉のシャンデリアが鏤められる
結い髪の迷宮は
招魔の朱扇に三度媚び
華奢な鉄塔に立体交差する
シガレットの私生活は
灰のレオタードの絵愛路美窟
落城の形に壟断される漆黒のロマネスクは
冥王星の林檎を心臓の地平線に沈め
乱菊の肢体に走る
ブルートレインのダイヤは
眸の終着駅のきらびやかな宿命
ああ　キッチンよ
半信半疑の倖せを鎖し続ける白いモルグよ
季節の五繭から紡がれる生糸の美貌が
一糸ずつ藍に染るたび
夢のなかの死は一縷ずつ真実に近づき
それでも恋は　素肌の錬金術は
触れるものすべて　ＧＯＬＤ　に変える　
                      　　　 （一九八五・一○・二○）




    第百九歌　恋悶ティー　

紅生姜の戎衣が婀娜めく夜叉の磔刑は
錫の鈴蘭を腐爛させる亜硫酸の渦流
永久歯の精舎に流露する
末梢神経の千手観音は
慈悲心鳥の紫煙を紫水晶に変え
光合成の袈裟が眩しいアンチモンの安珍へ
徒夢の簪を手渡そうか
紅涙と青楼のあいだで
鳥葬の季節は蓬々と壊乱し続け
角砂糖の天守閣に遺棄される千姫の火傷は
ひとり寝の美貌にだけ彩られる
ああ　プライバシーよ
肢体のプラネタリウムで織り上げる
猟奇の星座よ
眸の引力に呼応する黒髪の引き潮は
檸檬の難破船を白磁の渚に晒し
狂おしくも明澄な銀匙の鏡のなかで
すでに芳紀もきらきらと死期　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・一一・二一）




　　第百十歌　愛染月　

月蝕の脂粉が凝りゆく美貌に
雲母の眸は夢千枚
痩せ細った方解石の右手で
シガレットの孔雀を誅殺すれば
博多人形を恣意にする弾性の針金は
五彩の羽根を散開する流星群より執拗
絶え絶えな図解の仮死光が屈折し続ける
情慾の水晶の十二面体には
きらびやかなホロスコープの裏切りが漲る
ああ　アルハンブラよ
静脈のアラベスクに満ちる嗚咽の珊瑚よ
薔薇の形の空を蚕食する
撓やかな芋虫は
海王星の楕円軌道の脚輪をきらきらと外し
午前零時の時計台を
いま一度　正絹の星座で蔽えば
シンデレラより襤褸が似合う鐶月（リングムーン）は
死のように皓い裸身　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八五・一二・二一）




　　第百十一歌　月下佳人　

永久歯の竪琴を掻き鳴らす
クリシュナの銀マニキュアは
眸の花葩に狂う千本の雄蕊
寝台のリトマス試験紙を朱く染める
青酸の衣擦れより
昆虫採集の美質に満ちるＸ線写真のほうが
天人の密度に近しく
畝織りの暁闇に触れて窒化される
夔（き）形の鐘楼の挑発は     
簪の姿態をエクセントリックな痙攣で包む
ああ　陀羅尼よ
心音さえ翠緑に変える蠹毒の含蝉よ
青銅の瞼でスライスされる檸檬の星座は
紅茶の紅閨の底層に降下して
宿命の豊醇を際立たせ
未完成の折り鶴だけを傷付ける
この燐光の指先は
もはや　香具夜姫コンプレックスではない　
                     　　　　  （一九八六・一・二一）




    第百十二歌　愛　リフレイン　

女は折り鶴の輪郭に秘め
炎上する蘭宮殿のきらびやかな殉死は
眸のなかの秘史を紅く染める
融点に近しい銀月の脊梁を
乳房のウェーハーに交差させれば
祇園精舎の蜘蛛の巣は
性愛と相似形のアステリスクに散開する
綴れ織りの牢でだけ恋は可触
琺瑯質の応天門を朱流星でこじあければ
狂おしい御伽草子の影源氏は
黛の垂簾に三度鳳凰を写す
ああ　暁よ
心臓の梵鐘より透明な毒杯よ
春という紙燈籠の浄土は
蝋細工の宿命を炎台の針に差し
起請文の墨の匂いさえ韜晦させる
星空の香炉は
いまはらはらと死期
　　　　　　　　　　　　　（一九八六・二・二三）




　　第百十三歌　無情坂　

陽炎のランジェリーの襞深く
涙蝶の躯はきらきらと散り敷き
シルエットの折り鶴を折るだけの酔恋は
臘梅の戦車に踏み拉かれる
瑠璃色に燦めく私語の離宮に
籠城し続けても早春は飢餓
金色の画鋲で花茎回廊に留められる
無地の姿態を
無風の絵筆はなお彩地獄に誘う
ああ　化粧よ
無明の水中花をひた隠す白銀の薄氷よ
未知なる手で突かれる五色の手毱の心臓を　
四谷見附のガラスケースに凝らせれば
紫外線の罌粟の蠱惑さえ稀薄にする
繻子の浮き雲は
あえかな不倫の綾を綴る
キスよりも透明な秒針の触れ合いを
その深奥に形造りながら　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・三・二三）




　　第百十四歌　エンゲージ　リング　

紅の四輪馬車は可視光の誘惑
綴れ織りの季節の翳りだけが
宿命のクレシェンドなら
想わず触れてみる指の城の柔らかさは
無防備に近しいエルサレムの蜜月
ああ　結婚よ
無煙炭の冠が厭わしい鏡面の神話よ
視神経の色紙を折り続ける
メランコリックなシャンデリアは
円錐形の眩暈の真夜中を
煉瓦造りのキスのうえに重ねる
心臓のシンバルの顫音は
甘美なシガレットのレースで蔽われ
昆虫採集の星座の夥しい散乱のしたで
ひとり舞う曲はボサノバ
狂おしくも冴えてゆく
ダッファディルの寝室の人形詩は
いま　きらびやかにミスプリント　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・四・二六）




　　第百十五歌　なんてったって清少納言

曙の細筆で彩られる涙華は
錦繍の帯の臥龍を靉靆と殪（ほろ）ぼし　
線香の橋上で啜り泣く
初若丸の孱羸（せんるい）な女装は   
睫の垂簾に明滅する蝋春の死情
五月のはじめは透明な裂傷に悶え
鵺だけが歌う五感絶句の結びは
心淵に埋没する星座燈籠の戦慄に飾られる
夜光虫の形に迸る吐息の濡れ羽は
柑橘のように剥がれた乳房の焦点を
白濁する繻子の地平線に散らし
重金属の棘を際立たせる
薔薇の千枚鏡のなかの寝返りは
暁鐘の連鎖のしたに凍り付く
運針に近しい睡魔の触手は
足指の朱雀門を乱のように開き
まだ　つけられない昨日の日記の文字は
金縛りの涯の切岸に鏤められる
　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・五・二五）




    第百十六歌　夜はヒロイン　

仄暗い円舞曲の漣を
菌糸に近しい脚線の蛍光で染めれば
酸漿の祭壇で昏倒する
ジュリエットのポーズは
驟雨のような鉛筆の芯のしたに凍り付く
いま　蠧毒のミサは
泪のカップのなかの紅茶に溶け
雷紋の靴下の桎梏が狂おしい
ソドムの岩塩宮での変心願望は
隔世遺伝の鏡面を優美な深海に変える
ああ　ウェディングドレスよ
透明な処刑台で脱ぎ捨てる水色の火よ
不完全燃焼する季節の
紫煙花の毒蛇は
網膜の燭台のまえに不倫の秘画を移ろわせ
ツタンカーメンの視線より冷たい
レミンカイネンの秘腺は
この芳紀のネガを幽冥の抽象で満たす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・六・二五）




　　第百十七歌　恋三十（ラブサーティー）

雨期の繊羅のしたで瀰漫する炎症の華は
透明な私語のブーメランにおののき
永久歯のシナゴーグに明滅する
燔祭のキスの炎は
きらびやかな罪の生臙脂
算用数字の曲率を秘めるサロメの媚態は
ひたすら摩天楼の顕微鏡を拒み
黒髪の始祖鳥の尽きせぬ情慾は
透色の雲の産卵を織りなす
ああ　Ｘ線上のマリアよ
死海の化粧が冱える泪色の二人称よ
泥沙のサンダルで蹂躙される
心臓のシナイで
燃ゆる茨はなお審判の叫喚を反復し続ける
霖雨の連鎖に呪縛されて哭く恋の形は
律法の折り紙で造形することもできず
燁々（こうこう）と夜と化す紫陽花の苦痛だけが  
婚期のエデンの実感だろうか　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・七・二六）




　　第百十八歌　仙女流離　

迎え火に染る琅玕（ろうかん）の寝化粧を　　
千代紙の天守閣に降下する
折り鶴の乱反射に紛らせれば
廻り燈籠の現し身は雅びやかに生贄
蓬莱山が透けて見える風鈴の眸に
月光の般若は三度昏倒し
流れ澱む風の冠を絶え絶えに被るとき
情慾への深淵は蛍の休止符
頬紅の芙蓉を濡らして昇華する
酒精の澪の刺繍は
四散する叫喚の鉄橋を
風葬の雌蕊の断末魔で飾り
銀鉱の形に散開する
鞘豌豆の三面鏡のなかで
天女見真似のアンニュイはサードニクス
菱形の燭台に降り積む翠緑の象形文字は
いま　密やかな滅びに近しく
丑満の羇旅（きりょ）はかぎりなく受動態
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・八・二六）




　　第百十九歌　婀娜めき川　

月蝕の紫水晶を眸のガラス箱に飾れば
心臓の孔雀は静脈の羽根を展延させる
瑞々しい髄の蘭燭が鏤められる
睡蓮のスリランカの妙法は
性愛の正弦曲線を水鑑にリフレインさせ
同位元素のように崩壊し続ける
泪と同数の迷妄は
内耳の精舎を無際限の梵鐘で満たす
いま　まがまがしい犍陀多（かんだた）の指は　
夢仏の起伏を窈窕となぞり
鳥葬のように貪られる五感のなかの死は
病める麗質への凌辱だろうか
ああ　抒情詩（リリック）よ
夜色の羽衣を揮発させる熱い櫺子よ
沙羅双樹のバティックを織る
サラスヴァティの五衰は
永久磁石の空を砂鉄の星辰で満たし
此岸はあでやかに諸行無常　
　　　　　　　　　　　　　（一九八六・九・二六）




　　第百二十歌　未婚パープル　

朱い夕映えの羽衣を
曼珠沙華の天女は芳紀のように喪失し
頸筋に交差する
七堂伽藍の藍紫の首枷は
七生まで続く北斗七星への羇旅（きりょ）　
雁（かりがね）の笄が落下する眸のなかの運命は
タータンチェックの半島を睥睨する
望楼の篝り火で灼かれるのだろうか
ああ　夜空よ
血潮の糸が魅せられる透明な糸車よ
不倫の花粉だけを浴びる結い髪の形は
真鍮の地平線に跳梁する
未完成の活け華より獰猛
耳飾りを共振させる
季節風のきらびやかな鬼面に
口づけても秘情の夕鴉は去らず
やがて　晩鐘と残照の七並べのうえで
この玉繭に近しい躰は紡がれる　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・一一・二四）




　　第百二十一歌　夢一輪　

コスモスの彩に染る早熟の指を
落城の形に撓わせれば
左心房の銀屏風に射影される
千羽鶴の死期は等比級数
恋はひたすら静脈を燈心に変え
残照の蜘蛛の巣のなかで沈湎する
弘徽殿の女御のナルシシズムは
緑礬の十二単を夜光虫の断末魔となす
都は藍色の涙腺のうえに滅び
季節風の面相筆で描出される
朱雀大路のスキャンダルは
愛染明王の薄化粧よりペシミスティック
繻子の布目に蔽われる内分泌の流路に
木目込人形の水鏡はきらきらと沈み
夢という櫛で梳る黒髪の鱗茎は
正絹の秘儀を発情の猩猩緋で満たす
肌の青銅器に沈殿する空は乳状の宴となり
いま　凶器の華は豊饒の痙攣　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八六・一二・一五）




　　第百二十二歌　ザナドウーの少女　

月光の垂簾が降りる眸の綏履殿の奥で
彩鱗の女媧（じょか）は千夜一夜の焦点を強いられる 
狼群に近しい曼珠沙華の犬歯に
褫奪されてゆく葉緑素の綺紈（きがん）は      
氷砂糖の大都（ザナドウー）を幽暗な不完全燃焼に誘う
人の世はすべて湘河の水底なら
四季の回転扉は
いつも　哀史の舞台に開き
高分子の肢体に食い込む青銅の年齢は
微笑の臈纈を水澄ましの躯で満たす
ああ　暁よ
無機質の白磁に変容するための残酷な窯よ
靚糚（せいそう）を剥落させるだけの　　　
情慾のエッチングは
白蝋の白鹿を累卵の紫微宮に駆り
夥しい翠緑の鳥の羽根が散り敷く
亜字形の慰め牢で
いま　懿貴妃（いいきひ）の歌はかぎりなく無響　　
                  　　　　　　　 （一九八六・一二・二一）




　　第百二十三歌　弥生心中　

緑炎を放射する琥珀の眸は
密やかに裂かれる茘枝より人みしり
銅鐸の分水嶺で美化される
白銀の鉛華の妖精達は
永久磁石の脚線にきらきらと纏わり付く
Ａ型の凶器と化す迦陵頻迦の羽根は
玉門関のシロフォンをスクレイプし続け
仮り縫いされてゆく半透明の羽衣は
いま　嗚咽の風鈴を樟脳のように散らす
ああ　館娃（かんあ）宮よ               
亜砒酸の四季が飛散する鈍色の雛壇よ
七生に分かれる間歇熱の冠を
陽炎と同化する利休色の髪に置けば
臥龍梅に近しい裸身の乱反射は
春泥の神獣鏡のなかのカタストロフィー
粘稠の糸で操られる貧血の傀儡は
やがて　おぞましくも五感の舞台から離れ
夕暮れの金雀枝は奄々と　ＲＥＬＡＸＡＴＩＯＮ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （一九八七・一・二）




　　第百二十四歌　卑弥呼求愛　

溜め息の天秤皿のうえに置く春は
笙に絆される官能と頡頏し
友禅の社を蹂躙する泥沙の猩猩は
神憑りの舞いの銀鉱から跳梁し続ける
瞼は前方後円墳の形に閉ざされ
弑逆される陽炎の返り血を
結い髪の紗籠に散乱させるとき
四肢の三面鏡は沈丁花の誘惑に開く
夕映えの緋毛氈が敷き詰められる
雌蕊の雛壇の最上層で
無風の金屏風は降臨の神々の戎衣を反射し
琅玕（ろうかん）の彩りを帯びる新月の蝶の羽根を    
埴輪に近しい美貌の眼窠（がんか）に安らがせるとき   
勾玉の心臓を夜ごと結び合わせる
精霊逢瀬の銀糸は
海嘯りの綛から導かれる
さながら　縄紋の土器の夜空が
細緻な星座の破片に砕け散るように
　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・二・一四）




    第百二十五歌　チェリー　デザイア　

翠緑の林檎を垂直に切り開く睫より
七曜に近しい躰のエステティックは雲母（きらら）
鏡台の引力に弄ばれる
畳の毛氈苔の触手は
花粉症に近しい美貌を無痛の手術で飾り
丁子の香で満たされてゆく
ランジェリーの縮緬皺のしたで
薄墨の稚魚は潺湲と遠心分離
ああ　愛離（あり）地獄よ
五感の蟻が焦躁する擂鉢形の爛春よ
彼岸桜の頸動脈に纏わりつく
雪洞の唇の湿潤は
無防備の昇仙峡に未完の吊橋を屹立させる
いま　叫喚の生糸を吐瀉する蚕の形に
透色の痩身を屈曲させ続ければ
暗々裡のアルファベットで満たされる
細胞のクロスワードパズルとは
不毛の正解より豊饒の誤謬でいいのだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・三・二二）




　　第百二十六歌　リベルタ　ヴィラ　

風葬の予感に鬩がれる沈丁花の青楼は
白色矮星に近しい貌を
涙腺の回転扉のなかに導き
円舞曲に投影される末梢神経の四輪馬車は
靴下の裂傷を昴と交差させる
皆既月蝕の複葉を散開させる
鉄塔のグリフィンの鳥瞰のなかで
密愛の不等式は
エスニックな乱数の体位で満たされ続け
ひたすら不可視なコッペリアの復讐は
無風のフィルムへの自意識過剰
雪花石膏で矯飾される新宿の方位へ
タンバリンの歔欷の休止符を鏤めれば
絶え絶えに拡散する催眠術の参道で
曙の手毱が突かれる　　　　
水牢の私生活の扉と化す摩天楼の鏡面に
鴾色の衣擦れを凝らせる
残酷なイシュタルによって　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・四・二五）




　　第百二十七歌　月化粧　

仄暗い四季の十二単は
葱嶺に近しい蜃気楼のかぎりない無防備
座敷牢という禁猟区のなかで
燈明の黄鸝（うぐいす）の蠱惑は           
夜ごと現し身の白道を熒惑（けいわく）の方位に捩らせ 
叫喚と吟詠の相違は
ひたすら瞳孔の暦法に基く
ああ　月光よ
廃墟の生理を飾る縟礼の緑柱石よ
珊瑚礁の成長に媚びる五指の軍船は
遥けきジャカルタへの航路に沈み
クリシュナの微笑の香炉で焚かれる
蘭奢待の暁の金縛りのなかで
更紗の未来はさやさやと糜爛
いま　白蛾の夜は
一脈ずつリトマス試験紙の天井から剥落し
瘧より悪寒を強いる絹の蛹は
きょうもまたブーメランの無聊に染る
　　　　　　　　　　　　　　　 （一九八七・五・二四）




　　第百二十八歌　紫陽花心中　

疫癘の彩を鏤める紙吹雪の華は
霖雨の飾り窓に身じろぐマネキン人形の
致死量のスキャンダル
水葬の春の怨嗟を宿す錬金術の眸は
ひたすら孔雀石との化合を拒み
朱唇の籠城を責め尽す
悩ましい鋩子の律動に魅せられて
箜篌の虚空は絶え絶えにラプソディー
檸檬スライスに近しい失神のエデンは
ひとひらずつ
血潮の金曜日に降り積み
あられもなく終着駅となる臙脂色の萼は
幽邃な脚線の放射能の　ＬＵＸＵＲＹ
ああ　虹よ
夢罪の林檎とともに滅びる網膜の毒蛇よ
人差し指の鐘楼に降下する
漆黒のガーゴイルの蠱惑は
いま　生理のガーリックより金縛り
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・六・二八）




　　第百二十九歌　影の夏　

白蓮の雲より軽やかな瑠璃色吐息を
未了の芳紀の鵺となせば
密やかな星座の蚕室の偸安は
琥珀色の牛車の轍を白濁の綾羅で満たす
半紙に近しい美貌に滲み続ける
薄墨の秘夢の澪のなかで
屋形船の泪は迎え火の彩を掃き
仕掛花火で実感される弘徽殿の未来より
夜光虫の伽藍の般若心経が恋しい
ああ　月琴よ
死者の指にだけ触れる無防備の精緻よ
鬼百合より畸（き）型の倖せを強いる　
吉祥天女の処方箋は
空無の肢体を朧ろな精霊流しに変える
やがて強酸の天竺は曹達の天井と中和し
彗星の走馬燈とともに繞る
風鈴のレゾナンスの透明は
五指の下剋上を柔媚な麻痺に沈める
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・七・一九）




    第百三十歌　巫女一輪　

褐色の魍魎が跳梁する眸の試験管は
微笑の楼門より影深い媚態の廃墟を開く
暁闇の轆轤で造形される爛月の土器に
幽邃な帰化人の装身具が散り敷き
天照大神の　ＰＡＬＡＣＥ　が透き徹る
アマリリスのラビリンスは
銅鐸の肺の共鳴で開くのだろうか
永久磁石の地平線に蠱惑される隕石は
黛の鏃を烱々と研ぎ澄まし
乳房の前方後円墳の鳥瞰が
磨硝子の季節の呪術に溷濁するとき
等脚台形の冠は絶え絶えに風葬
ああ　未来よ
卑字の同位元素で飾られるリアクターよ
降臨に近しい黎明の沈澱は
埴輪の冥王星を弑逆する猛毒に満ち
神憑りの双六を秘める揮発性の九地で
いま　血潮の瑞穂は暗々裡に豊饒　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・八・一五）




　　第百三十一歌　青銅の夜のなかへ　

睫の鳥居に導かれる眸の神宮の奥深く
夕映えの鬣の神獣は燁々（こうこう）と身罷りゆき
明星の祭壇に散開する雁の銀屏風は
影深い根の国のカタストロフィーを宿す
巫女（ひみこ）は薙鉈の形に煌めいて
朱酸漿（あかかがち）の眼の魔天龍を切り裂き
コスモスの裲襠を褫奪する偸盗の蜻蛉より
虚空（コスモス）の檻で狂い死ぬ地平線の蝎は友
ああ　秋よ
青銅の唇に差すソリチュードの生臙脂よ
薄墨の闇が滴り落ちる和紙の都は
一葉ずつ神憑りの体温に炙られてゆき
乳房の鍛造に秘められる瑠璃色の歯型は
恋乱より厭わしい戦乱の実感
いま　襤褸の叫喚は
心臓の鉦鼓より流麗に死を魅了し
逆光線の秒針の密やかな残酷は
女の輪郭を地滑りに変える　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・九・二四）




　　第百三十二歌　暗いアルバム　

回転扉の林檎を猟奇の指先で開くとき
残照の杜鵑の叫喚が散る空は密猟
細胞のタペストリーが敷き詰められる
女の回廊の上方で
アリエスと相似形の七竈は内出血
必滅の綱渡りを披露する逆光の美少年は
日時計のイシュタル門を
ブルーな嘔吐で染め
致死量の地平線を溶かす
塑性加工の妖精の聖体拝受は
岩塩の市の立体美よりスキャンダラス
いま　明星の飾り窓は
金曜日の四輪馬車を待ち侘びる聖女の
青酸の呼気で曇り
磔刑の季節のシルエットが
ひとひらずつタンバリンの眸に降るとき
過飽和の夜は玲瓏と凝結する
さながらイヴの表情の華麗な散乱に似て
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・一○・二三）




　　第百三十三歌　初恋ニルヴァーナ　

艶夢は静脈の紫宸殿に降り積み
十二単より幽麗に彩めく九重の無防備は
臥龍の秘画を七度なぞる
いま　永久磁石の鏡面は
強磁性の曼珠沙華の凌辱を鏤め
流星の糸で手操られる犍陀多（かんだた）の深呼吸は  
氷河の月光を乳房の剣山に導く
ああ　彼岸よ
女より濃密な重力のなかの水晶よ
走馬燈の頭痛に満ちる愛染の回廊は
不帰なる韃靼の流沙に沈み
瑠璃色の麒麟の秋風が
風鈴の楼蘭を蘇らせるとき
口遊む詩は虞美人怨歌
いま　両面の貌の弥勒は
微笑の浮き橋を情炎の淵に差し渡し
眩暈より速く旋回する夢景色は
幽冥というより紅の未明　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八七・一二・一二）




　　第百三十四歌　恋はニンフブルー　

氷月の輪郭に沿って流露する
ラベンダーの雌蕊は聖体拝受
螺旋階段と化す毒蛇の蛍光の曲率は
琺瑯で形成される姿態のシンセシスを
未知なる魑魅の幽棲となす
琥珀の告白とともに燃え立つ神経の燐は
サッフォーの島嶼の境界を
リアス式海岸の嗜虐に委ねる
ああ　エウフロシュネよ
絽織りの血潮に秘める流冗の廃船よ
不死鳥の形で昇華するシルエットは
シルバーシルクの灰燼のなかで蘇生し
隕石に裂傷する暗涙の花瓶は
ひたすら羸（るい）弱になる青磁のエクスタシー　
無風の冠を被るアッティスの美貌は
遥けき星座の青黛に婀娜めき
いま一度　白濁の蟻地獄を窈窕と鬻げば
アメジストの暁は溜め息より至近距離　
　　　　                        （一九八七・一二・一四）




    第百三十五歌　鏡のなかの金曜日　

紫水晶の季節から遊離する未完の非晶体に
龍舌蘭の内分泌は玲瓏として絆
歯車の冠が厭わしい
メサイアの血の垂線を拒んで
生化学の舞踊は螺旋の地平線を七度滅ぼし
経口の蛍光が猖獗し始める
摩天楼の性愛はソドム
ああ　金曜日よ
狼形のアイシャドーが死ぬ花粉の牢よ
卵殻の律法を裂くための爪は
星座のマニキュアをイヴより濃密に掃き
助燃性の鱗を鏤めるサタンへの祝祷ゆえ
この身は氷の四輪馬車の花嫁
いま　七粒の林檎が腐爛する冷蔵庫を
キスとキッチンの位相空間に開けば
無菌の皆既月蝕は撓やかに破局
没薬の香に満ちる尼僧院の十日物語が
疫癘の線文字で綴られるように
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・一・二四）




　　第百三十六歌　夢座　

眩暈は金曜日の錬金術
黒曜石より優美に成熟する水牢の肌を
リトマス試験紙の摩天楼に韜晦させれば
翡翠の心臓はネガの深呼吸に投影される
たとえば　イシュチェルに見違えられて
永久磁石の門歯を未知の鉤針に晒すかは
不銹の羽根が厭わしい
ケツアルコアトルのエスカレーターの恣意
ああ　凶器よ
細胞の祭壇に閃めくナーヴァスな私有物よ
北斗七星の涙腺を開く天秤皿の寝台は
気化熱に鬩がれる死霊の視神経と頡頏し
豹形の雌蕊が崇拝された
蘭のチチェン　イッツアの移り香は
鏡のなかの艶夢を彗星のように展延させる
いま　鉄塔に纏わり付く季節は
曙の抗生物質に滅び
秘法の銀座はきらびやかに融点　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・二・二二）




　　第百三十七歌　華塵　

淡紅色の輪廻を秘める遊君の媚薬は
玻璃碗の春宵の底に澱み
見仰げば　友禅のホロスコープの不安は
水時計の淋巴腺の真夜中を
物狂おしい桜花の歯型で満たす
タータンチェックの溜め息のなかで
四面体の宿命は含蝉にまで凝結し
長襦袢に綯い雑じる唱名の紙吹雪は
ひたすら凹面鏡の五感の埋火
ああ　半鐘よ
染色体の櫓で際立つ禁断の音頭よ
三味線の撥より悽愴な練磨の足爪は
茣蓙の三弦を五度断ち切り
逆視するほどに秀麗な金剛夜叉の引力圏で
痩身の曲率は無際限に鬩がれる
いま　如意宝珠の失神を屈葬の形に抱けば
散る華より 燁々（こうこう）と燃える明り障子の姿態に　
現し世の死霊の身じろぎは季語　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・三・二四）




    第百三十八歌　絹の夜　

瑠璃色思案に濡れる花葩は袈裟
尼僧とは無縁の雛祭の内裏は
暗々裡の夜来香の下剋上に満ち
蝋細工の楼閣をなぞる曹達の唇は
きらきらと彼岸のエステティック
いま　水時計の水位は
垂簾のなかの春を猩々の形に凝らせ
密やかに接近する小夜啼鳥のスキャットは
線香を点すだけの炎を運ぶ
ああ　小夜曲よ
女の渦流を露わにする未知なる触手よ
曲水の宴に身じろぐ更衣の完全変態は
走馬燈の虚空にだけ描写され
密猟の金屏風に鏤められる
衣擦れの笙の美技の涯に
デクレシェンドの大極殿は花冷え地獄
さながらかいやぐらの月光菩薩に抱かれた
あの宵待ち姫の暦法のように　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・四・二四）




　　第百三十九歌　紫雨花の世界　

蠧毒の貴金属で矯飾される霖雨は
化膿性の華を蔓延させる季節を切開し続け
萼の病巣から流露する群青の眩暈は
レテの形の窓の殉死で縁取られる
海綿の幽棲のなかでだけ反復し得る
無響の死生活は
高所恐怖症に近しい性愛の視界を
影深い蛺蝶（さちょう）の惨殺で満たし   
鏡なぞ不要の奇形の陶酔は
心音の繭のなかの永遠
潺湲と綿蛮する鳳凰の雨期は
しとどに爛熟する林檎の曲率に沿って
羽根吹雪の彩を散乱させ
指先から遊離するユリディスの幽冥は
あと何時間でプレイバックされるのだろう
いま　襤褸の泪は
迷宮の毛細管に吸い尽され
分数の姿態は無理数の華のなかの不在
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・五・二二）




　　第百四十歌　コスメティック　パープル　

星屑の焼却炉に近しい眸の緑炎は
試験管のなかの賀宴を同心円の渣滓に変え
きらびやかに薄命の摩天楼の夜光虫は
蟷螂のように病的な姿態へのスキャナー
新月のシンバルに昏倒する
金曜日の胡桃割り人形は
内分泌のカレイドスコープの繚乱を
鍾乳石のレースに韜晦させる
ああ　占星術よ
黒曜石の呼気に透き徹る円周率の奢侈よ
繭の地平線から紡がれる半夏生の生糸は
寝返りの綛に触手のように連接し続け
林檎の青銅器に刻まれる
象形文字の明星より狂おし気に
始発の環状線のダイアグラムは泪
過去だけを赫奕と染める荼毗（だび）の薔薇は　
カレンダーの病棟を秒針の照準で満たし
女が気化するほどの透明だけが生　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・六・一八）




　　第百四十一歌　雨化粧　

食虫植物に近しい溜め息の蠢動に
宮闕の形の眉は燐のように明るみ
硝子細工の雨期に同化する羽衣の密度は
入水の都市の五感より稀薄
玲瓏と熟れる摩天楼の真桑瓜は
ひと粒ずつ絵皿の澪に盛られ
無表情に降臨する線描の恋人との邂逅は
線香の雨の馨よりあえか
ああ　夕暮れよ
微笑の鳳凰を殪（たお）す地平線の弓の毒矢よ　
琵琶の黒髪に触れる指先の麻痺が
荼毗（だび）に附される華の彩に蔽われるとき　　
角砂糖の夢殿の頽廃は
白磁の祇園精舎のなかのエクスタシー
いま　狼群の雨傘は
鉄橋の檻のなかで絶え絶えに哭き
冥府が透き徹る美貌の分水嶺に
余燼はなお半化粧の季節　
　　　　　　　　　　　　　（一九八八・七・二三）




　　第百四十二歌　翠恋　

茘枝の肢体に連累する紙鑢の夜は
カピラヴァストウの眩暈を饕餮紋で満たす
化粧という蓬莱の刑罰は
卵生の季節の死期に際立ち
蟾輪より性愛を秘める鴾色の櫺子窓は
舞踏三昧の夔（き）のための舞台　　　
はじめて吐息の位牌に法名を鏤め
明眸の芙蓉の臺（うてな）のうえに　　
如意輪観音の七彩を降臨させれば
二重母音の歔欷は七生までレゾナンス
ああ　鵺よ
美貌のなかの廃墟に交錯する瘴癘よ
矯飾の現し身が裁かれる鱗翅の伽藍は
遥けき北極星の蜘蛛の巣に朽ち果て
いまひとたび欣求（ごんぐ）のラブシーンを
太陰暦のタペストリーに織り込むとき
此岸はなお好戦の傀儡の支配
水鑑の戦車に騎乗する薄命の傀儡の
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・八・二一）




    第百四十三歌　スクリーン　ブルー　

セピア色のスキャンダルを鏤めて
彗星の葡萄を噛むマネキンは秋
弗酸の摩天楼が滴り続ける
明眸のエッチングは
向日葵の磔刑を金曜日の微熱となす
病葉のイヤリングを耳朶に燦めかせて
蝋燭の六本木を素手で持つ
夢遊病だけがファッションだろうか
タロットカードの陳列窓を捲り続ける
アスファルトのアリスの哀愁は
視線の螺旋階段でだけ冱え渡る化粧を
ブラッディーマリーの酸化反応で満たす
いま　無煙炭のネガフィルムは
未来を韜晦させるために発火し
シャンデリアの　ＡＬＩＥＮ　の爪が
流線の姿態の縫い目を引き裂くとき
市はなお甘い生活（ドルチェヴィータ）
暁はなお指先より五（ファイヴ）センチメンタル
　　　　　                       （一九八八・九・一七）




　　第百四十四歌　彩り彼岸　

孔雀石の美貌は闇という鏡に写し
虚構の朱雀門を炎上させる
明り障子の季節は下剋上
轡虫の顫音を紊乱させて侵冦する
毘沙門天（クベーラ）の桔梗のシルエットは
廻り舞台の閻浮提に眩惑され続け
節足の仙女が玩弄するあえかな万華鏡は
月蝕と同期して閉ざされる
鶸色の琵琶の音で撹拌される
媚態の試験管のなかで
錬金術の衣擦れは絶え絶えにクリスタル
いま　蒔絵で満たされる風の重箱を
鳥獣の垂簾の奥にひた隠せば
ひたすら傾斜するジェミニの視線は
脊椎の燭台のあられもない無抵抗
黛の狛犬が流竄される艶夢の神宮にて
凶ばかりを引く御御籤の呼吸は
かぎりなく月光の小枝に結ばれる　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・一○・二三）




　　第百四十五歌　府中の雅び　

柘榴の夕雲を噛むマネキンの瞼に
螺旋階段の受胎告知は秘めやかに萌し
琺瑯質の回廊に跋扈する葡萄房の剣龍は
血潮の春分に身罷る         
楔形文字が沈潜する肢体の分岐点は
高分子の洪水の予感に満ち
蘭燭の硫酸を沸騰させる
シリンダーの新宿の方位へ
火傷のＥ電は夢遊病
太陰暦の綾取りに秘密めく性愛を
旋回する蜘蛛の巣の観覧車に凝らせれば
銀河の半旗は脂粉の籠城に魅せられ
眼窠（がんか）の鋳型で鋳造される迷路の凶器は    
陰極線の朱唇の悪魔祓い
涙腺の終着駅をひた隠す
赤頭巾の金曜日は
白蟻の星座に蚕食される市とともに壊乱し
人形を拒む鏡はおぞましくも鳥葬　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・一一・二四）




　　第百四十六歌　瑠璃色心中　

黒髪の孔雀を鬩ぐ鏃の指先は
篝り火華に触れて揮発する艶夢を
如意輪観音の朱唇となす
北斗七星に沿って散開する視線の無縁坂を
密やかな翡翠の笑窪に溶かせば
摩天楼の受精卵が白濁する
ラクシュミーの羽衣の暗さは
未完成の乳房の雪洞を漆黒の俯せに導く
ああ　陀羅尼よ
臈纈の蟾輪に射竦められる愛染の含蝉よ
無響の紫宸殿に入射する命日は
勝鬨橋のシルエットを
排他律に従う銀屏風に結ぶ
かりそめの手燭を
いま　五衰の高さまで持ち上げれば
貂の飛雲は昏倒の崑崙に流竄される
さながら手毱の五色の糸が　　
五臓の血潮に満ちて散り敷くように
　　　　　　　　　　　　　　　（一九八八・一二・二五）




    第百四十七歌　春は七夢　

九頭龍の輪郭を帯びる流竄の帯は
七曜の鏡面に深呼吸の五重の塔を曇らせ
静脈の鳳凰が滅却する眉間の透明に
白毫に近しい北極星が凍る
馥郁と艶めく弥生の傀儡の綱渡りは
ひたすら憔悴する濡色の剣山に差し渡され
水仙の催眠術に沈淪する死霊の貌は
足指で磨り潰す擂鉢の生のなかの五穀
ああ　銀河よ
三途より暗い夜叉の三三九度よ
半月の釣り鐘を突く沙弥の袈裟は
利休色から鴾色に移ろい
行燈の犀が蹂躙した寝返りのけものみちに
斧の形の乳房だけが血染め
いま　浅春の笄は自害するように手渡され
梁塵と脂粉が綯い雑ぜられる
硯の九死のうえの薄墨は
徒夢に炙られる運命の半紙に乾く
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・一・二三）




　　　第百四十八歌　夢盛り　

密やかに造形される星辰の虫籠で
遊女気取りの媚態は臘梅の絵筆になぞられ
汗腺に沿って瀰漫する衣擦れの螽蟖（きりぎりす）は  
赤血球の離心率を酒精に投影する
たとえ　湘妃の白銀の爪が
城ヶ島のネガフィルムを棄損しても
翠唇の鳳凰のきらびやかな舞曲は
早熟な笙によって結ばれる
ああ　春よ
四苦の装身具を際立たせる許嫁よ
纏綿たる鍾乳石が猖獗する鏡面の洞窟は
黒髪の蝙蝠に三度蹂躙される
いま　月光だけを伝わせる蜘蛛の糸を
厄年の八重歯で噛み切れば
顔料の浄土を傾ける官女の悽愴な白衣は
いつしか視神経のエピローグ
そして五指に触れる陶枕より冷たく
絹漉しの風は花粉の柩　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・二・二一）




　　第百四十九歌　雪変化　

螺鈿細工の瞼に沿って可視となる春に
白雉の吐息は求婚の形に舞う
朱色の筏に運ばれる四分休止符の輪廻は
線香の紫煙を金縛りの心電図となし
密やかに崩壊する此岸の欄干は融解熱
いま　狼群の光合成は至近距離に際立ち
水時計の五感が告げる如菩薩の時刻に
きらきらと泪の跡は彗星
ああ　別離よ
固有名詞なぞ不要の網膜のなかの荼毗（だび）よ　
林檎の離心率を拒む病原体の縟礼のなかで
瘧の遊女の致死量の曲線は
汗腺の蜘蛛の巣を五指の白蛾の躯で満たす
神獣鏡の美貌に反映する
リトマス試験紙の閻魔の静脈は
魑魅花弁の下剋上に韜晦してゆき
もはや　無意識に近しい昴の簪の虚飾は
セピア色の雪路より　ＳＥＣＲＥＴ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・三・二一）




　　第百五十歌　忘れても桜　

花弁の輪郭に沿って糜爛する陽炎は
きらびやかに拉致される天人の嘔吐
金縛りの肢体の燭台に点す散華の蘭燭は
青銅器の春の円周率を
偸盗の五指の凌辱に晒す
可撓の迷宮深く揺曳する暗々裡の裂傷は
過剰のシャンデリアの毫光に照射され
セピアの脂粉が掃かれる
未婚の弥勒菩薩の視線は
瞳孔の水甕を無際限の亀裂で満たす
嬋娟と流離する銀河の般若の裲襠は
水葬で研磨される水鑑にだけ映り
観覧車に近しい七曜のソリチュードより
殉死に蠱惑する鴛鴦（えんおう）の相愛が恐ろしい
いま　血漿と相似形に狂奔する華のしたで
龍脳の九地は七罪の潜熱を秘めて昇華し
理不尽に旋回する秒針の糸車は
蹠の繭から無理強いの白夢の生糸を紡ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・四・二三）




　　第百五十一歌　宴の貌　

石南花の鏃を浴びて四散する
巻雲の雉のスクリームは
薬指の鍾乳洞を天女症候群の季節で満たす
間歇泉の摩天楼の暗々裡の生命力は
彗星の階級を鏤める少女を
幽冥の表面張力に変え
酸漿の細胞に閉じ込められる夜叉は
導火線に近しい深呼吸で滅びることはない
ああ　市よ
神憑りの雌蕊が君臨する睡蓮よ
耳飾りの曲率から遊離する佇待ち月の鶸は
きらきらと綿蛮のピアニシモを流布させ
水瀉のために纏う絽織りの生理は荼毗（だび）
いま　輪廻の視界が重畳する
シガレットの万華鏡を弄べば
北斗七星のブーメランは
青黛の葱嶺に棲む牽牛を殪（たお）し　
葡萄の粒のなかに鎖される夜は密陀絵
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・五・二一）




    第百五十二歌　憂の愛撫　

両棲の形の求愛を透過する雨期は
永久歯を凍らせる寂静を掃き
鏡面の禁猟区に悩乱する鵺は濡色
霖雨の麻睡注射に虚脱してゆく
摩天楼の昆虫採集の美質より
空蝉と相似形の繊羅は暗々裡に遺棄され
薔薇のリトマス試験紙を蒼く際立たせる
弥勒菩薩の汗腺はアルカリ
ああ　アンブレラよ
網膜の迷宮に揺曳する極彩の憂鬱よ
天女の死亡率より幽邃な誕生石の離心率は
昇天距離の曲率を満たす
瞳孔の凸面鏡のなかでだけ恐怖
いま　折り鶴の鳥瞰に近しい眩暈を
緋毛氈の閻浮提に鏤めれば
毛氈苔と化してゆく指は
北極星の飛翔の方位に展延する
さながら輪廻の終焉がその無垢にある様に　
　　　　                         （一九八九・六・二○）




　　第百五十三歌　夢より近い恋　

麻睡の夕景色を掃く七月の銀釵で
烏犀の髪の悽愴を鎮静させれば
寒天の鏡に明滅する助骨の彩りは
緩慢な性愛の苦界に導かれる呼吸の艀の櫂
箜篌の檸檬が沈潜する鳥瞰の紅茶紅閨を
華奢な薬指の雪洞で潤ませれば
繭に近しいシャンデリアのなかで成長する
吸血性の光蛾こそレクイエム
星屑の種子を鏤める葡萄の私生活を
円周率の体位で噛めば
手燭と相似形の珊瑚の猖獗は
現し身の湾の水位を仙境まで上昇させる
いま　雌雄同体のマネキンの猟奇は
海綿の摩天楼を
きらびやかな懸濁液のリフレインで満たし
油彩の美貌だけを支える夜の表面張力は
薔薇の花弁の曲率に沿って変容する夢を
いつしか分身となす　　
　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・七・二四）




　　第百五十四歌　小夜哭き人形　

来世まで着古す魂色の長襦袢に
水垢離の残涼を汗腺より速く縫い込めば
紫夜の被膜が剥離する葡萄の果肉のなかに
夢薙ぎの摩利支天の矛が揺曳する
いま　燈明の等比級数を鏤める眸を
暗涙の天秤皿で計り売る酸漿となせば
琴瑟潮路の御赦免船は
雅びやかな襟足の蓬莱を
無数の密航者の視神経で穢すのだろうか
短冊の空は累々と銀漢の笹に犇めき
針治療の陶酔に呻吟する夜叉の澪は
精霊流しの羽衣を七度脱ぎ捨てる
厭わしい殷紅の触手を明滅させる花火（エイリアン）は
至近距離の祈連山脈の夢に衰滅し
暗々裡に切り開かれる翠楼の西瓜の内奥に
地獄変相より悽愴な起請文の斒斕（はんらん） 
やがて　紡錘形の窓の風鈴の音は
死者達の心音と同期してデクレシェンド　
　　　　                      （一九八九・八・二三）




    第百五十五歌　落ち葉デュエット　

鉄塔の綾取りを糜爛させる伴侶の指は
いつしか嗜虐の輪郭のキマイラ
涙腺と相似形の錦糸町の菌糸を
琺瑯質の美貌に瀰漫させれば
白道と共鳴するメービウス環の排他律は
聖体拝受より透明な経験
いま　死者達の簪に近しい浅葱色の落葉は
キスの高さに揺曳し
信号灯の蛹から飛翔する揚げ羽蝶の視界は
回転扉の乳房の無抵抗
ああ　明星よ
今宵もまた強いられる口移しの媚薬よ
摩天楼の導火線で美化される季節が
磨硝子の溜め息を透過するとき
カシオペアの毒蛇は
瞳孔の籠にきらきらと降下する
さながら三面鏡の渾沌のなかから
きらびやかな三面記事が創造されるように
　　　　　                     （一九八九・九・二四）




　　第百五十六歌　媚薬の暁　

苦行の雌蕊で支えられる夢仏の千手に
琅玕（ろうかん）の冷汗を纏う肌を映じれば　
紗幮（さちゅう）のなかの狻猊（さんげい）はきらびやかに再生
幽邃な梁塵が掃かれる五感の欄干に
歔欷と相似形の花笄は燐光のように移ろい
八重歯の迦陵頻迦を鬻ぐための
八宝菜の褥の腐爛は
無意識な朱雀大路を青瓦の痙攣で満たす
千夜の雲母を剥落させる真鍮の爪は
龍舌蘭のなかの死蝶より窈窕と研磨され
未明の繊維が浮き立つ襟足の半紙に
蝎座の朱墨が散らす勝鬘経は無理強い
螺鈿細工の花粉が犇めく鬼女の羇旅（きりょ）は　
未知なる涙腺の鍾乳洞まで続くのだろうか
いま　龍涎香の抛物線の焦点と化す心臓は
微熱の須弥山の分水嶺に同化し
蜿々と未完成の愛撫の一刀彫りは
冥界と苦界の間にフリーズされる
　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・一○・二四）




　　第百五十七歌　七生伽藍　

群青の顔料を掃く夜叉の肢体は
視神経の鋳型に狂奔する青銅期の生
月琴の微妙を愛おしむ求罪の五指は
流星の琴爪を地平線と垂直に填め
奇縁の生糸を紡ぐための化粧の繭は
内惑星の三面鏡に写す女齢の蚕室の秘美
折り鶴と等しい高さの私生活の望楼から
六道の鳥瞰は半死半生の海綿
いま　天竺区の行き擦りの犍闥婆（ガンダルバ）と　
葱嶺の稜線で飾られる視界を共有すれば
複眼の蘭燭が厭わしい瀕死の成虫は
銀河の鱗翅を絶え絶えに律動させる
数奇な白雉が幽棲する沙羅双樹の樹陰に
嬋娟と展延する精舎こそ欣求
無煙炭の心臓のきらびやかな燃焼熱は
ひらすら寒天の囈語を糜爛させ
乳海艶夢を撹拌し続けた永久歯は
悉曇の綾雲が描出される黎明まで極寒
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九八九・一一・二一）




　　第百五十八歌　夜よりも透明　

翡翠細工の艶夢の視界は五指の儀式
先天性の星座を凝聚させるコリドーは
ランジェリーの密度を創世の乱流となし
未知なる凶器よりなお未知なる防禦は
助骨が幽邃な神殿（パルテノン）の経験
臘月だけを遮蔽する蝋細工の化粧は
美貌のなかの眉瞼の双虫を
姣美（こうび）な合葬に導く　　　　　　
いま　歯茎のクレタに明滅する
乱療のラビリンスは
季節風の獰猛を纏うカティーサークの
きらびやかな船首に震撼する
無意識と重畳するまで希薄化する姁婾（くゆ）は 
毛細血管の糸で導き続けた伴侶を
鳥肌のリアス式海岸に見忘れ
肺臓の奔馬に牽引された心臓の四輪馬車は
雲母の鏡面から剥落する千枚の地獄へ
天狼星（シリウス）と同期（シンクロナイズ）して沈む
                         　　　　 （一九八九・一二・二三）




　　第百五十九歌　女は曙　

螺鈿大路の燭台に点される油性の季節は
月光の試験管に過飽和の青瓦を析出する
蜘蛛の巣の十二単を鏤める節足の分身より
乳房の衛星を占有する化身が恐ろしい
地平線の針治療に陶酔する巫女の嗚咽は
四神が彩られる心臓を梁塵との共鳴に導き
涯しなくソリチュードを飾る閻浮提は
瞳孔の青銅鏡のなかで放射冷却される
ああ　花洛よ
夢遊病の化粧を強要する凹面の人獄よ
いま　胡蝶蘭の花弁に吸収される紫宸殿は
校倉造りの性愛をひた隠して炎上し
埴輪より暗々裡に放棄される美貌の眼窠（がんか）に
北斗七星の焦点距離は尽未来際
古今集の蜉蝣の躯が横溢する無風の睡面は
瑠璃色の黿鼉（げんだ）の波紋に華やぎ　   
無防備と同形に展延した未知なる仏身は
鐘楼の鳥瞰の金糸雀を金屏風の方位に放つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・一・二一）




　　第百六十歌　妖精化粧　

琥珀の心臓に触れてゆく繻子の春夜は
陰極線で美化される溜め息の針刺し
螺旋階段の形の恋を強要する
昴の爪のアドニスは
自閉症の美貌を密やかに炭化させる
レテの曲率を秘める私鉄沿線の凹面鏡は
きらびやかな累卵の薔薇宮に満ち
内分泌のネガにだけ感光する私生活は
ＬＡ　ＶＩＥ　ＥＮ　ＲＯＳＥというＬＥ　ＶＩ　Ａ　ＴＨＡＮ
夢判断の水槽に揺曳する視神経の褐藻は
未知なる蘭虫の生態を開き
九曜と同色の口紅の周期律は
全身麻睡に近しい秘画のソリチュード
いま　寝台の蛹から脱却する揚げ羽蝶は
律法の雌蕊の錬金術を拒み
白銀の線路の燭台に点される 羇旅（きりょ）の青炎を　
嬋娟たる鱗翅の流線に掬いあげれば
驟雨の聖体との遭遇は花粉の鉄橋の彼方　
                          （一九九○・二・二一）
　　　



　　第百六十一歌　人恋人　

粘性の千手を展延させる食虫植物の菩薩は
求愛に蠢動する瞼の昆虫を捕獲し続け
天女の血潮より希薄な現し世を纏う姿態は
視線の蜘蛛の巣のなかの半死半生
不帰なる羇（き）旅が流冗する三寒四温の屏風は　
五臓の山水をひた隠す五行の微笑に明るみ
三蔵法師の袈裟まで上昇する水位は
宿命の氷河より間近な銀河の美質だろうか
いま　眼窠（がんか）の千仏洞の深奥で　　　　　　
未完成の成仏の顔料が剥落し続け
寝返りの歯車で制動される釣天井の星座は
流麗な芙蓉の廃墟まで下降する
ツァラトウストラへの憧憬の座標系で
乳房の双曲線の焦点はなお無罪の象限
鳥葬より数奇な絵空事のあとの絵姿は
北斗七星と相似形の仮死を永久歯に鏤め
蘭燭の核が散乱する孔雀の羽根の九地は
吐息と鋭角をなして傾斜する
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・三・二四）




　　第百六十二歌　眠らずに夢　

蓬莱の方位に凝結する流冗の花弁を
流星の刺繍針は死罪の輪郭で縁取る
暗々裡に転動するホロスコープの歯車は
複合の姿態を七曜の相剋に組み替え
無風の欄干が崩壊する萼の舞台で
乱紋裲襠の般若能楽はペシミズム
爪先から昇華する有害の芳紀は
走馬燈の化粧を未知なる加速度に導き
青瓦の石炭を焚き尽す青楼の火炉は
いま　二重母音の呪文で鎖される
夜光虫と等量の凶器を秘める漁色の偸盗を
羅城門の簪から馥郁と放逐すれば
縹色の精霊の垂線と交差する
七弦琴の地平線は
きらびやかな黎明の琴爪に顫える
手話でだけ伝達される勢至菩薩の思惟は
流沙の表情に埋没する
恍惚の西夏文字よりブルー　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・四・二二）




　　第百六十三歌　魅了の罪　

輪廻の断面に射影される鈍色の季節は
針葉樹の座標系に明滅する女人の気化熱
希薄すぎる女齢を重畳する徐冷の眸に
冥府の摩天楼の設計図が氾濫する
修羅の標本の形象を強いる前身麻睡は
五臓の惑星をブルーな彗星の恐怖で満たし
未知なる錬金術が施される美貌は
きらびやかな千手の螺旋階段の飾り
ああ　舞踊よ
可視光線のナーガとの白いシンセシスよ
籠城の細胞から解放される緑風は
永久磁石の四肢を鳥肌の鉄粉で包み
驟雨だけが払拭してゆく
五指のデーヴァナーガリーは無憂樹
いま　虹で縁取られる両面の鏡に
内面如夜叉と外面如菩薩の双美を映じれば
涙痕の瑠璃鳥は遥けき老境に飛翔する
さながら睫のオルゴールに鬩がれるように　
　　　　　                     （一九九○・五・二○）




　　第百六十四歌　紫陽花に降る雨の涯　

鍾乳の霖雨が造形する美貌のエチュードは
銀釵で分断される鵺の声よりソリチュード
千変の律動の萼を鏤める紫陽花の心臓は
千手観音に突かれる吐息の手毱の糸を　
唇の色だけで染める
緑柱石の厭世が象嵌されてゆく
青銅器の瞳孔は
アンブレラの火炉の紅炎に熔（よう）融してゆき　
細胞の地平線をひた隠す金襴の帯の長城は
一宇ずつ衣擦れの地滑りに褫奪される
三面鏡のなかでだけ浄土の人明りの戦場は
暗々裡に遺棄される汗腺の凶器に満ち
青瓦の眉の破片はきらびやかに歔欷の数
孔雀の羽根の摩天楼に散開する蘭燭の核は
一粒ずつ愛染輪廻のエンゲージリング
いま　五指に絡める雨粒の数珠は
脳漿のショーウィンドーに拘泥する人形（マネキン）を
秘めやかな着せ替えの暗転に導く　
　　　　                  （一九九○・六・二四）




    第百六十五歌　ニンフ不夜　

食虫植物と相似形の飢餓を鏤める姿態は
仮死を強要する月光の雪花石膏（アラバスター）で蔽われ
涙腺の座標に展延する螺旋階段の正弦波は
背景輻射の寝台に細胞の暗黒星雲を散らす
水平と垂直に離合する爪の楔型文字は
ポリメリゼーションの終着駅を
瞬間だけ実在する撓やかな梁で満たす
眉の櫂の静止が物悲しい美貌の軍船は
鏡のなかのフィヨルド深く曳航され
北極星を研磨する天鵞絨の深呼吸は群青
貧血質の埴輪に捧げる隕石のペンダントを
肺臓の天秤皿で暗々裡に計量すれば
アマルガムの無風で美化される林檎は
永久歯の神殿のなかで三度一角獣と化す
いま　綛の乳房から解き放つ朱夏の糸は
蛍火の刺繍に浪費され
厭わしくも凍えてゆく飽食の触手は
繊羅の氷柱のなかの不老　
　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・七・二一）




　　第百六十六歌　盆に窶せばラクシュミー　

薄命の七生の容姿が混淆する沐浴を編めば
霊魂の回り燈籠は天竺の密猟
未来と再来の形で鬻ぐ弥勒菩薩の魅力を
過剰の輪郭を鏤める芙蓉の妍外に結べば
視線の浮き橋に佇む漁色の牽牛は
密やかに蜉蝣の死地を開く
瑠璃色の龍の生涯を一瞬に描出する燭台は
昇天の高さを天井で禁断する
紅殻格子で濾過される現し世の暦法は
鍾乳の女齢の形象を六道に連接する
月照の楼門に射影される仏手柑の美質は
脂粉と等量の四苦を表情から揮発させ
サンスクリットの眉は成仏の韻に満ちる
いま　蝎座の生と死に差し渡す花笄は
隠花植物の祭礼の喧噪に染る
線香花火の明滅の数だけ流露する泪は
はらはらと視界の半紙に滲み
未明の方位に流冗する夢だけが夜　
　　　　                  （一九九○・八・一九）




　　第百六十七歌　夕絹　

地平線の凶器で美化される少女は
孔雀の形の風を眉の祭壇で殪（たお）す　
残照より精妙に流布する情慾の返り血は
葡萄のシャンデリアの被膜を燁々（こうこう）と剥ぎ　
ネガフィルムの消化器に感光する
千体の傀儡の微笑は寄生虫
水牢に近しい抱擁の麻痺の水位は
生のための透明を朱唇のうえにだけ残す
ああ　館よ
螺旋階段の手摺りに死を鏤める鴉片よ
衣擦れの沙塵に揺曳する五指の爬虫は
柔懦な相剋の涯ての青鱗を散り敷く
薔薇の擂鉢で磨り潰される星座は
鳥瞰の艶夢を開く視神経の望楼を
化粧の流沙の此岸に聳立させる
いま　夜光虫の翅で撹拌される夜想曲は
永久歯の鍵盤の連弾から流露し
移り香に満ち満ちる季節はすでに襤褸 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・九・二四）




　　第百六十八歌　夢差し指　

白磁の呼気に彩られる奇縁の生態は
コスモスの高さまで降下する残照の狻猊（さんげい）
千手の万華鏡で天女となる律法は
無数の花弁を灰神楽のザナドウーに導く
死罪の暦法が掃かれる内惑星の首枷を
窒息と隷属の半径まで緊縮させれば
微笑より未完成の視線のコンパスは
きらきらと同心円の刹那を結ぶ
黛のメトロノームと諧和する白光の律動は
密やかに臈纈の貌のカンタービレ
羈絆（きはん）の酒器と化す視線対称の雁から　
酸味の乳河は馥郁と蒸散し
寝返りの両面鏡に沈澱する欣求と厭離は
精霊流しの心臓を繊羅のシル河に泛かべる
いま　千枚の秘画の網膜を千回摧破し
蟋蟀の絵筆が猖獗する地獄変相に沈めば
悩乱に比例して賦与される白露の装身具は
現し身の比重を鉛夢より大きくする
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・一○・二一）




    第百六十九歌　恋は眉明　

眉の燭台に点される翠緑の炎を
視神経に染みる伴侶は倦怠の息で吹き消し
五衰だけが透き徹る絽織りの夜は利休鼠
スイートピーの観覧車を凍り付かせる
三面鏡の瑠璃鳥の産卵期は
羞悪の酸で糜爛する様態の更紗に揺曳し
白道の絹糸を巻き付ける小指の靱性は
遥けきチチェンイッツァの魔性を凌駕する
宿命の遠近法のなかに去来する無憂宮は
散り残りの花弁を錬金術の渣滓となし
北斗七星の薄明だけを溶かす酔彩の瞳孔は
泪のコンパスを拒む夜叉の半径
内分泌と等量の瀝青を消費する
朱唇の焼却炉は
五臓の仏像をきらびやかな灰燼となす
いま　鼈甲の明媚に満ちる黒髪の蓬莱は
はらはらと没我の渤海に沈み
無言の珊瑚はさらに精緻な輪郭を結ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九○・一一・二五）




　　第百七十歌　夢　クレッシェンド　

過剰の作用を鏤める摩天楼の触手は
太陰暦の垂簾で蔽われる女の皮下に届き
無防備の蚕室に揺曳する瞼の繭は
内分泌の縟礼を伝えるだけの暗糸を巡らす
砂糖菓子の女齢を囓り尽す羽蟻の化粧は　　
はらはらと受動態の艶夢の水面に散り敷き
太白星と誕生石が同化する五指の未来は
乳房のスーパーノヴァの累卵に顫える
ああ　鏡よ
夢判断の気化熱で凍る等身の凶器よ
卵生の繊維の生涯と相似形の情慾は
エッチングの視線に糜爛する
蘭の輪廻の円周率より優美だろうか
無彩の喉に射影される蝎座の死に様は
うすびらきの羨道を吐息の雪花石膏で蔽う
いま　目尻と立体交差する都は
致死量の座標系に満たされてゆき
マネキン人形に教示される生だけが華燭　
                       （一九九○・一二・二三）




　　第百七十一歌　硝子の舞台　

亜字形の季節に満ちる九地の媚態のなかで
仙女は白濁の溜め息のアマルガムと化し
臘梅の輪郭に沿って流動する微妙の母音は
目尻の凶器が猖獗する性愛の透明を開く
月光は翠緑の笄を爬虫の形に裂き
蜘蛛の糸に触れて無力となる五指は白蛾
無痛の縄縛に近しい螺旋階段の装身は
デーヴァナーガリーの手摺りの姣美（こうび）な脚韻　
ああ　閻魔よ
臙脂色のソリチュードを纏う幼な馴染みよ
鳥葬の祭壇と化す壟断の三面鏡は
視線の刺繍針で造形する幽冥の間歇泉
きらびやかに瀰漫する衣擦れの淀深く
乳房の沈鐘は悪夢の黿鼉（げんだ）の鎮撫　
いま　七枚の折り紙で七罪の枷を折れば
現し身の形象は卵生と胎生を反復する
やがて　暁の伽藍は瞳孔と同心に散開し
女人が菩薩に変化する明星の白毫が差す
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・一・二六）




    第百七十二歌　黛で彩る風　

揚げ羽蝶の十字架が屹立する蘭聖堂は
聖体拝受に近しい花粉と陽炎の過剰
透明が凶器と化す致死量の季節は
等比級数の射影を鏤める無防備のニンフを
菱形の掌中の乱反射となす
黒髪の触手でなぞる昇天の螺旋階段は
樹脂で美化される生の鳥瞰を強要し
きらびやかに現像されるネガの肌は過去
揮発性の視線で満たされる美貌の玻璃は
いくたびか再現不能の破片となり
キマイラより可変の生態こそリアクター
貴金属と等量の夢残を混合する現し身は
未旋回の観覧車に沈潜する胎児を
地平線の振動の超音波に晒し
水鑑にだけ流布させるソリチュードは不銹
いま　吐息の摩天楼の垂線は
人差し指を透過する雌蕊の薄命に顫え
朱唇から遊離する彩だけが夕暮れ　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・二・二五）




　　第百七十三歌　女　シンセシス　

白堊紀の遠近法で装飾される姿態を
驟雨の試験管に婀娜めかせるとき
蝗虫（いなご）の終着駅が蠢動する網膜は捕虫網
ポーラスな心臓を計量する霊魂の天秤皿は
蠹毒の深呼吸で雨垂れ色に鍍金され
神隠しに近しい黄昏の青衣はたまゆら
内在の洪水を開くマネキンとの同化作用は
毒蛇の曲率をトレースするイヴの経験
ああ　霖雨よ
花弁のなかの鉱区を照射する猟奇の手燭よ
未完成のまま角質化してゆく市は
澪標の乳房を楕円の季節の焦点に導き
四輪馬車の結い髪が狂奔する性愛は影絵
歯茎の花壇だけが糜爛する雅苑は
立夏のための透明を褫奪する摩天楼の凌辱
視神経の砂時計から流下する細胞の流沙は
きらびやかな標本の輪郭を結び
金曜日の母音は地獄のエコーで美化される　
                      　　        （一九九一・三・二二）




　　第百七十四歌　花は未来に散る　

自害の花弁より希薄な酸の蝶の彩は
神隠しの綴れ織りを失神の襤褸に変える
白雉と朱雀が相剋する霊感の礼装は
光合成の爪で裂かれる肌のうえの陽炎
九天の炎症で美化される天人より
瞳孔の円周に揺曳する睡魔に親炙すれば
黒髪の韛（たたら）で火勢される無道の祝詞は　
亜炭の宿命をクリムズンの空無となす
永久歯を震撼させるだけの吸気の導火線は
乳房まで上昇する愛撫を淡水の密度に変え
半壊の春の輪郭をなぞる姿態に
セピア色の透明なぞ不要
埴輪への変身を強いる痙攣から逃れて
蟷螂の水路の奇型美に染れば
銀箔が剥落する心臓はもはや無用の神器
幽邃な彼岸桜の死が縁取る現し身は
微風の白蝋に蔽われて馥郁と凝り
甘美な視線の垂線はやがて午睡の弛緩
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・四・二三）




　　第百七十五歌　恋曜日　

蝋細工の鳥獣を完成させる千手の季節は
光線の交差階段が重畳する霊曜宮
五弁の姿態を透過する五彩の遠近法は
心音の等比級数が収斂する消点を秘める
無言と無表情で蠱惑する孌童（らんどう）は　
視界の円周で懶惰な装飾と化し
生だけを濾過してゆく濾紙の肌の枚数は
私有の艶夢のなかでさえ不定
九地の恐怖を反射して豊熟する揚げ羽蝶は
地蔵の移り香に満ちる陽炎を死装束となし
沐浴の比重まで疲弊する五体は透色
密やかに滑翔する落花仙女の化粧は
蜘蛛の殺気が入射する透明の内出血となり
反魂香の紅涙を焚く青銅の頬の香炉は
生涯の憂患を開く亀甲の微笑のリフレイン
酸のナルシシズムに浸される試験紙の空は
完全変態の摩天楼を夕闇の蛹から解放し
心形の笄で裂く無風の返り血は婚期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・五・二六）




    第百七十六歌　女雫（ひとしずく）　

艶麗な瞼に掃かれる雨期は幽霊宮
カタストロフィーの色彩を鏤める華の罪は
脚線に纏わり付く透明より無意識
憎悪の形象まで成長する市の生理は
この身をアスタリスクの雨傘の仮死に導き
雨垂れを蚕食する蘭燭の等比級数は
はらはらと頬紅の錬金術
ああ　アスファルトよ
女の宿命と同化するカオスよ
角砂糖の摩天楼が溶ける紅茶の水溜りに
緑衣の悪魔の微笑だけが酸化してゆき
行摩りの恋の心音はクレシェンド
一粒ずつ夜に変容する微粒子の視界は
ポーラスな視神経で濾過されてゆき
地下街に炙られる影は炎症
媚薬の階級に共鳴するハイヒールの彩は
螺旋階段の万華鏡にきらきらと旋回し
金曜日に顫える唇はすでに可逆反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・六・二五）　　




　　第百七十七歌　ふたり乱夏　

八重歯に触れて凝る未明の手燭は
漿果の朱夏の円周に魍魎の衣擦れを鏤める
水甕座の釉薬より希薄になる肌の灝気（こうき）は　
三界を秘める雌蕊の隧道に棚引き
重金属の融点に満ちる微笑は未了
芳醇な蒸溜酒の名残りの心悸は
葡萄の実に近しい鏡のなかの貌を紫となし
新月の面相筆で転写される現し身は千体
楕円の凶器は菱形の生の慣性を滅ぼし
誘蛾燈と相剋する青蛾と等量の幽冥は
強要の羽衣の豊麗な　ＥＸＩＳＴＥＮＣＥ
生絹と立花で矯飾される卍巴の館は
真綿の九地に脂粉の火の粉を散らしてゆき
蓑虫の形に収斂する等比級数の肢体は
芙蓉の背景を転生のプロローグに纏う
いま　密会の菩薩は縹渺と遠去かり
堂々繞りの回廊に共鳴する蟻の羽音は
視線の涯の漆黒を白蝋より陰惨に突き崩す　
                          　　（一九九一・七・二五）




　　第百七十八歌　雨あがりに恋は点され　

密やかに婚期に触れる黒髪の細さは
摩天楼の変身に魅せられる北極星の生
鱗翅の麗質が鏤められる綴れ織りの眉は
蠱惑の半径に近しい雨傘の硝子細工に凝り
雨粒の曲率をなぞる黄昏の菌糸より
唇と唇のあいだに差し渡す透明は累卵
装身具の形に散り敷く百日紅の花弁で
ひたすら厭わしい聖女の影を呪縛すれば
アスファルトの柩に目醒める
アスタロットの微笑はアステリスク
爛愛の市は内出血の蘭燭を秘めて悶え
爪先から滲透する九地の贅美は
未習の振り付けの位相を偶数の定点に開く
嬋娟と埋蔵の偶像のエンファシスは
現し身の乳鉢を試行錯誤の錬金術で満たし
隕石の毒蛇に噛まれる耳飾りは身代わり
やがて　繊維の隧道は死者の体温に染み
視線だけが上昇し得る階段はすでに幽冥
　　　                          （一九九一・八・二五）




　　第百七十九歌　華のなかのコスメティック　

七生の浮き橋が揺曳する七珍の淵の回りを
絵日傘の胡蝶とともに百度巡れば
振り袖の袂に猖獗する陽炎の龍は通り魔
文月と葉月のあいだに豊熟する酸漿は
華奢な蝋器で裂く姿態の合わせ目に露わに
百合の花の内奥まで落下し続ける霊景色は
七彩繊羅のサラスヴァティとは無関係
あられもなく迸る二重母音の冷泉に
羽蟻の羽衣はきらきらと渣滓
蚩尤（しゆう）の形に変容する私有の透明は　
光線の角度を乳房の分度器だけで計らせる
いま　千人の仙女の嬌声が静止する青楼は
金箔の連枝の欄干を冗長の図絵に差し渡し
線香の紫煙に蔽われる美貌の朦朧より
線抽の視淫を恣意にする筆鋒こそ手中  
さえざえと荒みゆく頬の孔雀の羽根は
一枚ずつ九地の彩りを幽冥に変え
縮緬の嗚咽が揮発する目醒めは目尻の半ば
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・九・二八）　
　　　　　　　　　　　　



    第百八十歌　妖精千歌　

綸子の夜の布目に流衍する淡水の姿態は
きらびやかな神韻の褐藻を纏繞させる
彗星と酒精に導かれる霊化の舞台は
柔媚な石南花の躯のタペストリーを敷き
阿古屋貝の目尻が哀しい美神はユフォリア
七曜の孔雀の羽根で蔽われる異性は
磨り硝子の視界でだけ弛緩を強要し
等身大の微風に封じ込める心音はアレグロ
北斗七星の照射でだけ可視となる現し身は
油膜と粘膜で美化される両棲だろうか
口紅の凶器が降り積む女齢の桟道の涯に
微笑の迷宮が崩れ落ちる美貌の斜面は
雌雄同体の神獣の幽麗な合葬を際立たせる
親昵の犬歯を溶融し続ける酸の艶夢は
月光の濾紙から呼吸より速く滴下し続ける
媚態の毛細管を伝って上昇する朱夏は
黒髪の垂線を分身のうえの懸垂曲線に変え
甘美な背徳の濡れ色は水泡（アフロス）より希薄な繭
                              （一九九一・一○・二七）




　　第百八十一歌　移り陽　

一葉の現し身で包む霊魂の銀細工を
曼珠沙華の朱墨が蒸散する薄明に散らせば
九地の盤根を際立たせる伽羅木の嵐気は
乳房の折り鶴の羽音が揺曳する秘匿の山水
幽暗な青磁の水甕から汲む刹那の視界を
雁と相似形の黛のしたに鏤めれば
地平線の五徳の円周に聳立する仏身は
五指の絵の具を濫用する浄土絵
千変の錦繍は季秋の渣滓を綯い雑ぜ
楼門の鏡面に再来する未知なる鬼面には
アショーカさえ情慾した熒惑（けいわく）の朱唇　
胡蝶の死地を開く硫黄の吐息は
女照の光線だけを選別する透明への怨嗟
幽麗な鵺の嘴で運ばれる繊羅の夕風は
破片の生を溶かし尽す梵鐘の酸より希薄
きらびやかに現出する眉月の輪郭は
美貌の燈籠に浮かび立つ影絵を神獣に変え
夜叉と菩薩の違いは微笑の屈折率に基づく
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・一一・二四）




　　第百八十二歌　蘭心中　

淡彩の防備を満たす琺瑯質の化粧は
磨製石器の暗涙で劣性遺伝の破片に変り
隠花植物の不興に隷属する脊椎の形は
ト筮の死文字に近しい亀甲の閨の亀裂
淡水魚の輪舞に魅せられる天人の高度で
褥礼の華は透明を凌辱するために繚乱し
不完全燃焼の陀羅尼を纏う消去法の乳房は
炙り出しの夜に蘇る詩聖への蠱惑
紫水晶の血潮を象嵌する艶覚操作の鏡像は
紅殻格子の未央宮を微笑深く同化し
瞼の斜面に掃かれる浅葱色の命日は
丹色の簪で遮蔽する熒惑（けいわく）との契約ではない　
瞳孔の円周率を際立たせる廻り燈籠は
蹠の七罪を露わにする鶯張りの回廊を導く
浄土の背景を拒んで沈湎する怨劇の稽古は
一枚ずつ鴆鳥の羽根を白道の盃に浸し
きらきらと花弁の薄さに等しくなる吐息は
一枚と数えるより死数函数　
　　　　　　　　　　　　　　（一九九一・一二・二七）




　　第百八十三歌　夜ゆえに女優（アクトレス）　

透色の化生が幽棲する美貌の深淵に
明星の雫は宿命より希薄な波紋を鏤め
薄明の水脈が囲繞する瞳孔の仙洞は
ひたすら摩天楼の鍾乳石の成長に満ちる
指鐶の半径に飛来するだけの女齢の鶸は
衣擦れの散弾で夜ごと萌葱色の羽吹雪
甘美な残照のカクテルに沈む落陽の果肉は
密やかなシンデレラの歯型を秘めて頽れ
隔世遺伝の四輪馬車の鈴音は致死量
陋巷の花弁が猖獗する薔薇の市は
コケティッシュ人形の階級を際立たせ
鏡面の錬金術に浪費する白堊の呼気は
立体交叉の生理を矯飾する雪花石膏
月光に触れて老廃する黒髪より
襤褸の内装に震撼するだけの霊魂なぞ不要
いま　視線の雄蕊を通過する無明は
永久歯の燈籠を今生の淀まで押し流し
かりそめの伴侶より近しい季節だけが殉死　
　　　　　                         （一九九二・一・一九）




　　第百八十四歌　魅惑未来　

膠質の陽炎を脊椎の蓬莱の隠し絵となせば
白蝋の定命は乳鉢の掌中に乳海
ひとり佇む猩猩緋の木履の浮き橋の曲率は
在りし日の恋の寝待ち月をなぞる
奇縁の袖を濡らす狻猊（さんげい）の鬣の漣は　
七宝と五穀が連接する姿態を九年母となし
甲冑なぞ不要の愛染明王との相剋は
朱雀門と応天門を開き尽す白雉の乱
必衰の比重だけを秘める情箔の透明は
此岸と彼岸の花吹雪を両面に鏤め
五指の仙骨が透き徹る素肌の消去法は
七度突く帰依の手毱の彩糸より無際限  
いま　目尻の弦のエコーは
蛹のなかの三重の塔を空中楼閣へ変容させ
盗掘の香炉に焚く偸安の香木こそ賞味
やがて黄昏の臥龍は花笄の紫雲に紛れ
泥濘の黒髪と同化する金色の水路の重さは
十五画まで数える渡り鳥の死文字より朧ろ　
　　　                        （一九九二・二・二四）




    第百八十五歌　花の死に際　

霊彩の都に再来する十二進法の季節風は
龍舌蘭の変身願望が猖獗する金糸雀大路
跫音もなく羅刹は羅生門の垂線から遊離し
酸漿の姫鏡に鏤める厄年の歯型だけ天女
まだ見ない蓬莱の形象の陽炎に導かれて
無防備の牛車は透明の炙り出しと化し
サンスクリットなぞ不要の麝香の絵空事は
十二単の色彩に咽ぶ十二面観音の人みしり       
翡翠色の微笑を流冗させる表情張力は
緋毛氈に入射する白雉の荼毗（だび）よりたまゆら　
成仏とは二重の数珠の半径で無罪と化し
鐘楼の孔雀が開く梵鐘の羽根は催眠術
青瓦の櫛で梳る髪は白雲の四苦を溶かし
五臓の蛹に満ちる転生の蝶の成熟より早く
波紋と煩悶で飾る水鑑の瓊姿はすでに衰容　
あえかに風化する泪の香炉の表層に
三重の塔の高度で変容する季節の鱗は映じ
散りつつも美化され続ける華はジェラシー　
　　　                       （一九九二・三・二○）




　　第百八十六歌　名のみ美しい日に　

半死の花弁を透過する蜜描の都は
陽炎の四神が随伴する仙女の隠し絵
黒曜石と緑柱石で美化される貌を
楕円の水鑑の焦点より一毫遠ざければ
彼岸をひた隠す舞扇の角度は百五十度
紙吹雪の未来を鏤める通り魔の遠近法は
鳶色の羅刹に変容する燈籠の刑罰に満ち
屏風の山水を紊乱させるほど朱唇は雷神
免罪の臙脂は千体の木仏の眉に掃かれ
七層の化粧に降下する鴛鴦の女齢は未知
金箔の柄杓が捕虫網と化す仮り祝言の涯に
耳朶の揚げ羽蝶の狂乱は火定まで極まる
爬虫の彩鱗が死散し続ける照魔鏡の夢窓に
大極殿と相似形の簪は革命より傾斜し
私有の透明に造形する天山の鼻梁はネガ
水黽（みずすまし）より繊弱な官女の五指は　　
酔芙蓉の彩を目尻の燭台に 燁々（こうこう）と点し
緋毛氈の皺だけが余韻となる恋は蚊擦り傷　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・四・一九）




　　第百八十七歌　はぐれ天女　

幽暗な雨期の銀糸で縁取られる花洛は
天人の脂粉が溷濁する光合成の苦界
青銅器の女齢をなぞる五指の流線より
瑇瑁（たいまい）の貪婪を秘める下垂の乳房は臈纈　
律法の梁を崩壊させる如夜叉の微笑は
八重桜の小枝を睫のうえの篝り火となす
恋文のなかの千夜は吸気より呼気で美化し
線香と視線のあいだに流露する良人は
翠緑の霊鳥を指紋の流沙に流竄する
甘美な蜜色の情歌詩が滲透する蝶の羽根は
累卵の視界を七度蓬莱の頂上まで誘導し
水時計と化す半身のきらびやかな律動は
同心円の天竺のプレリュードだろうか
変身の衣裳に満たされる七彩の黄昏は
千本の燭台を脊椎と衰容のあいだに点す
厭世の輪郭の人形が沈潜する榕樹（ようじゅ）形の館に　
盛粧の明王は消失の曲率の手毱を突き　
衣擦れの余韻だけが揺曳する死後こそ有情
　　　　　　                    （一九九二・五・二五）




　　第百八十八歌　眼差しの夜　

必衰の季節は奈落の眉を七宝で飾り
廻り燈籠のなかの天竺を驟雨で彩るほど
五感の櫺子で鎖される薄命はしとど
草書体で綴る起請文の物狂おしさは
耳朶に去来する蛍火を剃刀となし
遊女の視界はひたすら生霊のトポロジー
櫃と相似形の黒髪を補陀落の水路に浮かべ
安寧とは無縁の段梯子をくらくらと登れば
位牌と同化するほどに現し身は悉曇
七彩の心音は蚊絣の三味の音と共鳴し
線香花火が照らす幽冥に韜晦する狻猊（さんげい）は  
擬宝珠のうえの来世まで腐蝕させる
鴛鴦の形の花葩に魅了される伴侶は
嗚咽より希薄な吐息で誕生石を曇らせ
偃月の香炉に焚く五指の香木はすでに灰
検校の方位にだけ鳴らす酸漿の実は
朱塗りの八橋の欄干に夜叉の紗綾を絡ませ
湘河に入水するための夢占いは水中花　
　　                           （一九九二・六・二七）




　　第百八十九歌　雨は恋の彩り　

紫斑の秘恋を紫陽花の陰に沈潜させれば
霖雨と同化する風鈴の顫音はいつしか空耳
空蝉法師に導かれて繞る泥濘の双六は
瑠璃色の雨垂を永劫の孤閨の窓となし
卵塔と相似形の鏡面に離合する薄明は
天人の移り香が染みる透明の帷の剥落
陀羅尼と浄瑠璃の残響に染る耳朶の舞台で
白蛾と相剋する白粉の渣滓だけがうつつ
甘美な炎症の虚空を七本の紫煙で支え
白蝋の乳房を精緻な心音の燭台に点せば
七曜の気化熱に満たされる繚乱の萼は
欣求浄土の体位を造型する脊椎の龍の鱗
紅柱石の微笑は吐息の硝子函で淪落し続け
繊弱な母音の糸で懸垂される未完の求愛は
露出過剰の宿命が糜爛する午後の断末魔
いま　夕暮れの顔料を経帷子で薄めれば
裂傷の九地に化膿し続ける十二層の楼閣に
十二面の童顔が蠱惑する朱夏は漿果　
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・七・二六）




　　第百九十歌　八月は燃え色　

優美な葉月の翠緑を手毱の生理となし　
夕顔より幽麗な白磁の童女はセピア色
白蛾と紫煙が相剋する畦織りの薄明りは
仏身の花弁を麝香の透明に鏤め
彼岸より再来する白銀の浮き舟は同罪
五指で掬いあげる透色の微風で
女齢の風鈴を立秋の竪琴と共鳴させれば
走馬燈の叫喚が満ちる現し世はメービウス
祝言の酒盃に掃かれる口紅の護符より
繊弱な耳朶の短冊に綴る陀羅尼は無力
私有の人形の四苦を暗々裡になぞれば
合わせ鏡に沈潜する迷彩の孔雀石は
ネガの伴侶を嫋々たる火定に招来する
屏風絵の山水に散開する襦袢の綾雲は
青銅の驟雨を愛染明王の静脈と同化させ
花笄と金鐶で飾る黒髪の輪郭は雷神
いま　虫形の呼吸は垂簾の布目に狂奔し
無言のままの着替えはあえかに経帷子
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・八・二三）




　　第百九十一歌　ブルーな絵本のなかで　

裂傷の透明に擾乱する乱数の落葉は
死都の陋巷に流竄される妖精の鱗翅と化し
薄命と相剋する睫の夜光虫は乱倫
言問橋と袖摺坂が溶融する芳醇の遠近法は
羈絆（きはん）の消去法に満ちる曲がり角で揮発し　
非磁性の美貌に掃かれる無表情こそ　ＯＵＩ
イルミネーションの渣滓が散乱する白衣は
行き擦りの少年の初めての死地
熒惑（けいわく）の呼気が揺曳する蠱惑の解放区で　
隕石の凶器を水甕座の枕辺に秘めれば
奇襲の白道は食虫植物の形まで変容し
悪夢と艶夢の相違はひたすら髪型に基づく
内装の瘴気は歯茎の宝器を三度腐蝕させ
性愛の手燭に再来する鏡面の畸（き）型は　
葉装のシンデレラの妖美な変身術だろうか
いま　仰臥の視界を縁取る方解石の涙は
ひと粒ずつ天鵞絨の闇の襞に韜晦してゆき
痩身に纏う私夜はあえかに襤褸
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・九・二三）




　　第百九十二歌　泪坂　

鋳型の街衢（がいく）に揺曳する検校の笛の音は　
有鱗の遊女を山頭火の伴侶となし
爛月の半径に差し渡す鼈甲の簪の影は
物淋しい女齢の羊歯を硯の水面に敷く
酸漿の凶星と対峙する明礬の白衣は
木犀の躯より無惨な有情の埋火に染み
鳥葬の楼門が分泌する竜涎香の芳醇は
仮死の言問橋を螽蟖（きりぎりす）の形に変容させる　
ああ　美貌よ
微笑と化粧が相剋する閻魔の蒐集物（コレクション）よ
華奢な肢体だけで巻き取る性愛の生糸は
千日前と同じ不毛の反魂香だろうか
もしこの五指が幽冥への墨汁に濡れるなら
月冷の裸身は天女とは地平線で対称（シンメトリー）
藁半紙の耳朶に明滅する十七文字の夜風は
留めておく術もなく伴侶の歯列に韜晦し
行燈の四面に満ちる四苦の斑紋は
口移しの北極星のあえかな毒で救われる
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・一○・二五）




　　第百九十三歌　夢はレムニスケート　

眼窠（がんか）の燈籠に点される奢侈の丹色は 
単彩の淡水魚が相愛する水面に滴る
クリスタルより贅美な多面の視界に
錦繍の夜叉はきらきらと去来し
利休の屏風に鏤める四苦の反作用は千変
線香の紫煙がひた隠す一毫の未来とは
微笑を消去するだけの険を秘める
弥勒菩薩との逢瀬だろうか
ああ　朱珍よ
黎明の焼却炉で焼かれる生の破片よ
悉曇の形象をなぞる極細の吐息は
黒髪のさきだけが知覚する浄土絵を支える
卵塔の流線を白皙の乳房の射影となせば
内分泌の精舎に再来する法師の琵琶の音は
内耳のなかの禁猟区を甘美な綿蛮で満たす
いま　紅蓮の嗜虐は錫箔の美貌に染み
梵鐘の弗酸に溶融する北斗七星の髪飾りは
縹渺と消失する精霊のアクセサリー
　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九二・一一・二五）




　　第百九十四歌　姿だけの恋　

精霊の眼差しは密やかに夕凪に差し
樹液の楼閣は可撓性の視線の周囲に凝る
蟋蟀（こうろぎ）と螽蟖（きりぎりす）が相剋する美貌の虫籠は　
梵鐘より希薄な定命の紗綾を纏い
銀紙細工の手燭が照射する失神の鏡面は
虞美人の叫喚が湧出する羽衣の奈落
朱唇のなかの鴉は甘美な北極星を啄み
幽麗な乳房の卵塔に掃かれる白道は卍巴
未知なる魑魅は果芯の凶器を艶夢に鏤め
睡蓮の花弁に触れて炎上する五指こそ硝石
皮下脂肪の有罪は私生活の透明に滲み
絵空事の祝言が壟断される湘河の左岸まで
死者の求愛はきらびやかな放電現象
双曲線の痩身を縄縛する濡色の回廊は
貪婪な羽蟻が猖獗するカレイドスコープ
いま　菩薩の移り香に満ちる華帷を払えば
俯瞰の地獄が明滅する緋色の毛氈のうえで
五彩の五臓はひたすら夢魔の手毱
　　　　　                   （一九九二・一二・二五）




　　第百九十五歌　薔薇よりなお愛され　

廃園に流離する磨り硝子のニンフは
吐息の綵綺をひと息ずつ夕映えに変える
黛のなかの四輪馬車が猖獗する季節は
微粒子の女齢を坩堝の鏡面に磨り潰し
掌中の爬虫に魅せられる落花の昆虫は薄命
精緻な凶器の地平線を裂傷の肢体に纏えば
葡萄のなかの心臓はダークマターと同化し
水星と火星のあいだに開く私星活は焼却炉
泥中の羇旅（きりょ）に誘う無表情の女友達は　　
蹠の砂時計を血潮の流沙の去来で満たし
誘女灯の象形文字は亀甲の闇の罅割れ
間歇泉の焦躁を秘める不可視の導火線を
永久歯の伽藍の祭壇まで導けば
透明とともに酸化する青銅器こそ生
水甕座の方位より湧出する線描の病原体は
引力圏と相剋する耳飾りの死地に満ち
死罪の石筍が揺曳する鍾乳洞の視界は
死産の鳥卵に近しい瞼よりブルー　
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九三・一・二四）




    第百九十六歌　恋は鵺の絵のなか　

霊妙な四季の断末魔が掃かれる化粧は
累卵の婚期だけが感光する過剰のネガ
刺繍の視界を透過する磨製石器の排他律は
脚線の死地を開くだけの衣擦れの春分
琺瑯質の九天より飛来する金糸雀の嘴は
内耳のなかの深淵を沈鐘の同心円で満たし
明王の面はきらびやかに陽炎の鋳造
いま　一人称の回転扉で隔絶される現世は
鶸色と鴾色の眼差しの陽イオンで満たされ
分身の絵文字が猖獗する午睡の壁は
心臓の鉦鼓が共鳴する完全変態の繭
セピアの廃市に流竄される色紙の人形達は
不帰の血潮で飾られる引力を羽衣となし
女齢の悪霊が再来する指環は天狼星
甘美な堕天の傾斜を秘める蝋床は
密やかな黄昏の金沙に触れて気化し
大鴉の輪郭を溶かし続ける五指は
もはや芳紀の憧憬をなぞるには不似合
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九三・二・二三）




　　第百九十七歌　夢のなかの罪　

線描の季節が磨滅する青銅器の芳紀に
瞳孔の装飾はきらきらと摩天楼の産卵
透明の消点に君臨する畸（き）型の偶像は　
琺瑯質の視界を真分数の生涯で満たし
注射器の微風で実感する遠近法は致死量
蜉蝣の鏡のまえで着替える揮発性の綾羅は
ナルシッサスの心音を溶かす罪より甘美で
永久歯の鳥籠に入射する月光は糜爛
数奇な宿命の試験管に揺曳する帰化人は
雄蕊と相似形の階段を深呼吸の円周に鏤め
精霊の密度だけ濃密な五月は媚薬
狂奔の金糸雀は嗜虐の銅鏃に触れて身罷り　
灰肌の寂静に再来する正弦波こそ不死鳥
いま　心臓の律動は冥王星の支配下にあり
分身の生糸で描出する不帰の迷路は
睡溶の伴侶を三度雪花石膏の蛹に導く
やがて　甲殻の星座は暗々裡に四散し
重金属の姿態は涯しなく引力圏の餌食　
                       　　　　  （一九九三・三・二二）




　　第百九十八歌　マネキンより影は美しく　

漆器の陋巷に彷徨する線描の霊魂は
無表情の表面張力を暦法より希薄となし
等比級数の蛍光を揮発させる薄命の生体は
水琴窟の心臓を透過する摩天楼
夏至の方位に揺曳する吐息色の花弁は
静脈と同化する陰極線の冷気を伝え
無防備の子午線をなぞる単彩の視線は
微笑だけを溶解する艶夢の試験管より有罪
立花に近しい求愛の人工美は
死臓の花器をキマイラの形に雑糅し
痩身が美しすぎる鏡面こそ泡（アフロス）だろうか
流星の撚糸で手操られる季節は
失楽の垂線を囲繞する螺旋階段に移ろい
矯飾の重力が透き徹る私有の透明に
新宿の神獣はきらびやかに現し身
いま　致死量の生に満ちる未了の流線は
濾紙の視界を靉靆と透過し続け
終着駅のシルエットはあえかにレスボス
　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九九三・四・二五）




　　第百九十九歌　雨に濡れる微笑　

縹色の雨期で縁取られる 斒斕（はんらん）の傘は産卵期
内装の円周率を秘める現し身を
芳紀と等速度で崩壊する季節に沈めれば
宿命の焼却炉に流冗する無煙炭の瞳孔は
千々に交錯する黄昏の七罪を吸い尽す
葡萄の粒から遊離する七宝の雨粒は
朱唇のなかの獣をきらびやかな変身に導き
眩暈の羅針盤が指向する方位こそレスボス
緩徐な五指で切開する石南花の萼の襞に
致死量のアリタレーションが内接する
方解石の屈折率に満ちる呼吸困難の市は
媚態の舞い姫を流麗な斜面で飾り
幽冥まで蠱惑する無数の蘭燭は泡
繊羅の彗星に韜晦する助骨の成層圏に
隕石の艶夢の飛跡は燦爛と刻まれ
花芯に四散する視界の試験管の破片は永遠
縟礼の息差しは花弁の戦慄を血潮に運び
薄明のなかで冱え返る化粧は迷宮仕込み　
                           　　　（一九九三・五・二四）




　　第二百歌　雨の日は人形　

塗絵の美貌に幽棲する厭世の鵺は
酸化の鏡面を密やかな禁猟区となし
籠城の形に散開する紫陽花の牆壁（しょうへき）深く　
狼装の閻魔は線描のエッチングを鏤める
狼瘡の素肌から遊離する鬱血の透明は
贅美な苦界が造形する色彩の反作用
花笄より重苦しい黄昏を髪に差せば
成虫と同化する脚線の九地刺繍に魅了され
菩薩に近しい摩天楼が示現する
揮発性の終着駅は指先から消失し
静脈に触れて糜爛する律法なぞ不要
雨傘の回り舞台はきらきらと変化し続け
鋳造の乳房を遮蔽する同心円の暦法は
雌雄同体の虹をモノクロームの死地に導く
いま　私有の季節は人形の躁鬱で彩られ
二重の首飾りだけを褫奪する雨垂の触手は
雨期色の痩身を不帰の曲率で飾る
さながらアリアドネの糸が伝うように　
                     　　　　 （一九九三・六・二四）




　　第二百一歌　ひとりだけでパープル　

累卵の黄昏に再来する有罪の精霊は
遠近法の未来を華燭の気化熱で彩る
脂粉の反応が猖獗する女齢の試験管の底で
微笑の渣滓はきらびやかにスパイラル
蚩尤（しゆう）の燈籠に瀰漫する嗜虐の薄明は　
五重の垂簾で遮蔽される寝返りに染み
未完成のまま頽廃する掌中の禁猟区は
獰猛な石鏃が入射する阿鼻地獄
千変の天井に流竄される黒髪の浮き橋は
受刑の四季をしのびやかに窒息させ
繊弱な目尻に射影する覇道の花弁は凶器
金箔の無風を纏う不定愁訴の伴侶は
厭世の暦法が相剋する苦界の欄干まで導き
芳醇な律動が囲繞する輪郭は成仏
いま　九天の迷路は静脈と相似形に散開し
黄衣の天人が内縁の黄道に昏倒するとき
不銹の四面ははらはらとパンソリ
さながら夏の夜の艶夢が離合するように
　　　　　　　　　　　　　　 （一九九三・七・二五）
　　　　　　　　　　　　



    第二百二歌　女は五弁　

五彩の視線の死者が彷徨する朱夏は
牡丹の垂簾で矯飾されるシャングリ　ラ
透明の弓に触れて綿蛮する五弦琴の蹠は
朱唇の曲率を鞘豌豆よりきらびやかに開き
礬土の永久歯は弱酸の月光に浸漬される
草書の水路に浮沈する群卵の蘭燭は
静脈の凶器が明滅する顳顬（こめかみ）に反映し　
五指より繊弱な夕顔の花弁こそアショーカ
羸（るい）弱な吐息の連鎖で縄縛する有鱗の艶夢は
彗星の死地にさえざえと凝り
陶枕のしたの女齢は涯しなく躯
五臓の歪曲が透き徹る立体交差の求愛は
反魂香の渣滓が掃かれる鏡面の絵空事
誤謬の澆季まで蠱惑する目尻の孔雀は
暗転の燭台を三度不帰の楼門となす
腐爛の仏身に近しい結い髪の累卵のなかで
分身の銀釵はひたすら夜光虫
千度目の薄命を鑢の水面に鏤めるだけの
　　　　　　　　　　　　　　　（一九九三・八・二五）




　　第二百三歌　夏の振り付け　

月光より希薄な麝香を卵生の黛に掃けば
夢幻（アンフィニ）の形象をなぞる乳房は一人称の破片
微笑の廃墟をひた隠す化粧の暦法は
乳河を遮蔽する装身具の七曜を鏤める
薔薇の回転扉を通過する過剰美質の夢魔は
律法の十字星を三面鏡の死角に流竄し
メービウス環の黒髪はきらびやかに転変
ああ　背徳よ
永久歯の表層に彩る虹色のわななきよ
林檎の曲率だけを際立たせる褥礼の苑は
凶器の季節を血潮の流線に沿って開き
引力圏の青磁と同化する五指の流星は
情塵の吐息で曇る未来の実感よりあえか
擬態の酒器は鍾乳より獰猛な成長を秘め
隕石と相似形の心臓は密やかに雪花石膏
纏綿と宥恕する即興のスクリーンプレイは
二重母音の迷宮を朱唇から遊離させ
ひと雫の生の半径だけ際立つ私生活は青銅　　  　
                    　　　　  （一九九三・九・二六）




    第二百四歌　流情（るじょう）坂　

厭世の季節に再来する臙脂の遠近法は
不帰の陋巷を女齢の病葉で蔽い
五指の流線に纏繞する風景こそ紅殻格子
七生の渣滓が揺曳する臈纈の眉に
天敵の姮娥（こうが）は密やかな曲率を流冗させ　
不文律だけで生かされる紗幮（さちゅう）の市は牢形　
明眸の円周率は白月夢の輪郭から遊離し
微笑に反比例する美貌なぞ不要
いま　無煙炭の宿命は爪の焼却炉で焚かれ
梁塵が降り積む透明の支配だけが天女
繊弱な童女が突く蘭燭の手毱は　　
流星の雫が鏤められる芙蕖（ふきょ）まで弾み　
玉繭の水鑑はきらびやかな痩身の錬金術
半身不随の人形の身に纏う嗜虐の糸は
宿命と頡頏する偸安の張力を秘め
莫高窟まで展延するエッチングの視界は
強酸の偸盗が跳梁する葛折りの桟道
西施より幽麗に褫奪され続けるための　　　
　　　　                        （一九九三・一○・二四）




    第二百五歌  恋歌は化粧のまえに　

非晶質の廻り舞台に流離する裲襠の鬼女は
薔薇より細緻な視線の死地に開く
氷河期に近しい致死量の摩天楼は
死者だけを蠱惑する化粧の融点を鏤め
埴輪の乳房を脆化させる五指こそ暦法
希薄な生の夜光虫を秘める微笑は
ネガフィルムの通り魔に嬋娟と感光し続け
牽牛と蝸牛が相剋する銀河はアイシャドー   
永久歯の錬金術は未知なる灝気（こうき）で完成し   
狼煙の形象の澪を自害の凶器となせば
鈍色の花弁は現世と来世の暗転に満ちる
風葬の金糸雀が繚乱する線描の陋巷で
利休色の病葉は靉靆と地獄の破片と化し
静脈の紫煙を揺曳させる香炉の眉は
きらびやかにアルマジロの曲率をなぞる
いま　有罪の輪郭はひと筋ずつ引力に背き
女齢の気化熱で彩られる季節の装身具に
強要の艶夢は狂おしくもエッチング  　   
        　　　                （一九九三・一一・二五）




    第二百六歌　愛よりもなお経験　

きらびやかに崩壊する等身大の私生活は
霖雨の銀糸で織り上げる着痩の羽衣
人差し指から湧出する人見知りの視界は
厭わしい異性を黛の彩に染め
点描の市が滲む肌は紙
遊女より優美に靴下を変身の繭となせば
目尻に纏繞する女齢の螺旋階段なぞ不要
美貌の水面に落下する微笑の雫は
同心円の蠱惑を無言と等速度で広げ
爪の煌めきが交差する初犯のミサは未完成
永久歯の花瓶は龍舌蘭の矯飾だけを支え
蹠に瀰漫する不完全燃焼の茨は乱数
酸の視線だけで美化されるマネキンは
揮発性の眼窠（がんか）を無数の導火線で満たし　　
破片の生を同化する陋巷の表面張力は瀝青
やがて　涙腺の燭台は内耳の迷宮に韜晦し
過剰の心音に縁取られる吐息こそ二分の一
さながらリリスの暦法が再現されるように  
　　　                         （一九九三・一二・二五）          



　  第二百七歌  清少納言に魅せられて愛は五段活用　

瞳孔の紗幮（さちゅう）に射影される金糸雀の火定は　
瀝青で美化される座敷を座標の融点に導く
青磁の祭壇から淪落する葉身の巫女は
欄干と相似形の微風の触手に玩弄される
リトマス試験紙の装身具を纏う掌中の仏は
鏡面と等積の地獄を酸味の酒精に溶かす
折り紙の礼節は振り袖の火焔に埋没し
乳房の曲率だけを律法で飾る弥生こそ内在
苦界の天井をひた隠す羅紗の水面に
彩鱗の楼榭（ろうしゃ）の姣美な姿態が縫い取られ
酸漿の法師は月光の袈裟を血染めとなす
いま　暗涙の大鴉は瞼の卵塔に蝟集し
はらはらと崩壊する風葬の化粧は青瓦
両数の花弁は累卵の薄明を夢の半径となし
人工の暦法が糜爛する鶸色の季語は禁断
共生の青蛾は繭形の文字を来世の霊となし
永久歯が明滅する七刑の屏風絵の彼方まで
未了の陀羅尼はあえかにデクレシェンド     
　　                          （一九九四・一・二五）




    第二百八歌  仙女利他　

豊麗な半壊の季節に満ちる致死量の手燭は
朱色の襳襹（せんし）が猖獗する精霊の性愛  
紫斑と相似形の艶を纏う白衣の摩利支天は
両刃の長剣で無防備の嫩葉を切開し
苦界櫺子の焦点に流露する首飾りは三重
線対称の楼門はホラサーンの方位に開き
瞑目の彼方まで随伴する陀羅尼の美質は
人差し指だけでなぞる立待月の円周
凌霄花の上方に屹立する立体交差の地獄は
過剰の暦法で美化される遠近法に満ち
不完全燃焼の朱柱と同化する紫煙は女
いま　童顔の傀儡は瞳孔の錬金術を強要し
緩徐に現し身を滅ぼす衣擦れは天敵
隠花植物に近しい内分泌の未来は
七曜が空転する廻り燈籠の禁猟区に反映し
鏡面なぞ不要の美貌は前世の罪の燐光（ルミネセンス）
霊夢の形象を縁取るレムニスケートは
やがて　流沙の宿命の哀しくも風紋　　　　 
　　　　　                     （一九九四・二・二六）




    第二百九歌  手毱よりあえかに　

幽麗な非晶質の季節に満ちる揚げ羽蝶は
綴れ織りの透明を女の保護色となす
呼気と吸気で造形される猟奇の鏡面は
ひたすら　変化の輪郭だけを猖獗させ
朱唇と酒器のあいだに差し渡す明星より
楼蘭への羇（き）旅に鏤める衣擦れは累卵　
宝冠の夜叉が沙羅双樹の死角に跳梁すれば
耳飾りの律動に同期する手毱はすでに斜面　
瞼のうえの未来は浅葱色の目尻に染み
鱗翅より姣美に消点を遮蔽する脚線は　
サラスヴァティに支配される弥生の裂傷
臘梅の死期と同化する蜜蝋の美貌は
表情の破片を黒髪の流線に混淆させ
至近距離の水面は不帰なる同心円の失神
強酸の秘芸で雑糅されたエッチングの春を
羽衣とは名ばかりの襤褸の火定となせば
螺旋階段の曲率に沿って浮上する地獄は
五彩の不毛を慰める三百六十五度の完成美　 
　　　　　　　　　　　　　       （一九九四・三・二五）




    第二百十歌  星明りのボディサットヴァ　 

豊麗な産卵期の湘河に再来する嫦娥は
無煙炭の化粧を暦法の焼却炉で燃焼させ
求愛の掌中に重畳する白濁の花弁は鏃
密陀絵の泥濘に鏤める五臓と七宝の顫えは
手燭なぞ不要の芳紀の視界を蘭掖となし　
生蜜より甘美な有罪の遊星は口移し
伽藍の深奥から湧出する密猟の鵺は
微笑と同化する沈丁花を陶枕の花器に導く
苦界の花笄は仙女の輪郭を蚩尤（しゆう）に変身させ　
白蝋の美貌の芯と化す涙腺はすでに半減
白蛾の羽音に魅了される幽冥の天井は
銀河の密度の梁塵を薄氷の五指に散らし
羅刹の脈搏だけを際立たせる呼気は注射針
如意輪の伴侶を内分泌の彼岸に導けば
廻り燈籠の彩りと等量の季節は断末魔
垂簾の彗星が蠱惑する葱嶺への羇（き）旅は　
氷河より霊妙な女齢の流沙の衰容に満ち
流離鹹湖（りゅうりけんこ）の素肌に描出される風紋は不帰　 
            　　　　　　　（一九九四・四・二五）   
　　



    第二百十一歌　雨だけが恋の飾り　 

蚕室に近しい驟雨の流線のなかで
繭色の巫女は等身大の祭壇を開く
指紋と声紋で満たされる揮発性の引力圏は
半壊の視神経を立体交差の演技に差し渡し
線対称の背景はきらびやかに伏魔
仮死の季節が蘇生する萼の柩は
吐息の弦に絡むマニキュアと同化し
卵生の朱唇に掃かれる累卵の雨粒は錬金術
いま　同心円の舞台に再来する精霊は
無防備の情愛をメービウスの地滑りに導き
死後の生理が感光するネガは暗涙
脚線の死地に降り積む明星の破片は
綴れ織りの叫喚を襤褸の歔欷に誘い
褶曲の涯に衰微する生絹の密度は透明
七生私有の燈籠に微笑の幽火を移せば
化粧とともに凝る女齢は紫陽花の変化
やがて　現し身は青瓦の寂静に染り
閻王と鴛鴦が相剋する高度はすでに黄泉　　    
                  　　　　　（一九九四・五・二八）




    第二百十二歌　だれのまえで輪舞　 

モノクロームの季節を蚕食する矯飾の華は
五指の柄杓で掬う昴の生理より儚げ
五彩の手毱を追って狂奔する心音の孤狼は　
不協和音で満たされる悪夢の消点に果て
水鑑なぞ不要の美少年は花粉だけの私有
三叉路と五叉路で造形される迷路深く
奢侈の寝化粧は七度理不尽に酸化し
人身御供より凄惨な吐息はサンドベージュ
揮発性の風景を纏う光合成の性愛は
五臓の位相空間と化す現し身の鋭角に満ち
琥珀の瞳孔に鎖される線描の生は不朽
遠近法の断末魔を秘める不毛の絵本は
透明の枷に鬩がれる舞い姫の死期を弄び
白雉の振り付けは視線の鏃で血染め
いま　触手の燭台は蠱惑の美質を鏤め
星辰の砂中にきらびやかな生を綴る
サイドワインダーの摩天楼は
ひと筋ずつ唇のうえの艶を褫奪する　　
    　                        （一九九四・六・一六）




    第二百十三歌　化粧すればかぐや姫　 

藍色の死期に縁取られる両棲の摩天楼は
死者と共有する漆器の季節の破片
過剰の線画で美化される雌蕊の目尻は
不可触の朱雀を観音開きの猟区に揺曳させ
掌中の虫籠に瀰漫する汗腺の螽蟖（きりぎりす）は産卵期　
随伴の蝎座を寸断する石鏃の吐息は
助骨の四輪馬車を累卵の桟道に狂奔させ
水葬の絵日記はきらびやかに淡水魚の尾鰭
ああ　月よ
黛に触れて壊乱する精霊の刺繍よ
七度散佚する叫喚の蜘蛛の糸は
不完全燃焼の蝶の羽根を永久歯の彩となす
苦界と仙界が連接する天井裏の解放区で
合葬の人形は擬態の美質を鬻ぎ
手裏剣より細緻な手燭の炎は装身具
やがて　未明の寂寥は痩身の繭を織り上げ
石炭期の鏡面に埋没する飽食の樹体は
瀝青に近しい未来を未知なる溷濁に導く　  　
　                              （一九九四・七・二四）




    第二百十四歌　修羅疾駆　八悪狗　 

非晶質の苦界から遊離する修羅期の遊女は
鳳凰の形象を秘める深呼吸を随伴する
水時計の瞳孔に際立つ情慾の水位は
水中花に近しい現し世の実感を凌駕する
新月の含蝉で美化される琺瑯質の法師は
眉の坩堝で灼熱する九曜の媚薬の作用
迦陵頻迦より瑰麗な風鈴（カリヨン）の諧和のしたで
不銹鋼の耳飾りは憧憬の菩薩の見真似
朱塗りの楼門はきらびやかに消化器と化し
五感の欄干から剥離する乳房はすでに埴輪
鍾乳の鏡面に再来する木彫りの鬼面は
蜘蛛の糸の化粧を猩猩蠅の死地となし
五指の高さに明滅する装身の酒器は
四神の呼気が滲透する婚筵の風化作用
紅殻格子の垂線で寸断される陰旋法の市は
紙吹雪の四季を一片ずつ無響の浄土へ導き
四姑娘山の形象の燭台に点す卵生の薄明は
一羽ずつ姿態の捕虫網のあえかな遊惰　　 
　　　                          （一九九四・八・二一）




    第二百十五歌　ブルーシンドローム　 

薔薇の輪郭に沿って流下する季節は
綵綺に綯い雑じる静脈の律動の死地を開き
細緻な指環の結晶を透過する生理は埋み火
五指を五獣に変容させる女葬のアドニスは
一閃ずつ神隠しの鱗翅で遮蔽され
七彩の空の死期に染る永久歯の蘭掖は半壊
千本の篝り火より精妙な逢魔が時の媚薬は
四角錐の鐘楼の音を成層圏に導き
煽情の振り付けで美化される死者の舞踏は
消化器に近しい階段の芳醇な炭水化物
いま　錬金術の酒精を七度渣滓となせば
朱唇の氷点まで展延する夢遊病の廻廊は
内惑星の暦法に従うジュリエットの 羇旅（きりょ）　
性愛の灝気は銀鍍金の眼窠（がんか）で靉靆と凝り
瀝青と同化する肢体の焼却炉は花弁
耳飾りから遊離する薄命の生類は
心音と同数の死をイシスの深淵に鏤め
雪花石膏より無機質の芳紀はすでに抛棄　　 
　                               （一九九四・九・二四）




　  第二百十六歌　美せられて　 

伏魔の垂簾に韜晦する曼珠沙華の垂線は
目尻に染みる鶸色の夕風より半死半生
消去法の微笑は暗々裡に般若の美質と化し
手毱唄と数え唄が導く嬥歌（かがい）の宴は半身不随
蘭愛の九地に降り積む凶器の陀羅尼は
朱雀に変容する水路のサンサーラを
ホラサーンの方位のサライに導き
臈纈の女齢だけを糜爛させる明星は天敵
ああ　媚酒よ
西施より姣（うつく）しくこの身を窶させる手燭よ　
間歇泉の形象の愉悦に沈湎する聖女は
畝織りの羽衣を万燈の強酸で襤褸となし
視線の末梢で白濁する下剋上の美貌は氷室
夕映えを口紅より奢侈に浪費し
生涯と相似形の首飾りを現し身から外せば
万華鏡の内耳で七罪の笛吹雪が旋回する
いま　天狼星の呼気が満ちる流竄の桟道で
無理強いの悪夢はきらびやかに鳥葬　　　　
                              （一九九四・一○・二五）




    第二百十七歌　天女不倫　 

死化粧の季節の夢遊病を縁取る罌粟は
午睡同衾の人形を瑠璃色の沐浴に誘う
絵日傘のなかでだけ錬金術と化す遠近法は
爪の先と接触する未来を螺旋の胡蝶で蔽い
乳状の芙蓉より甘美な入定の瓊姿は振り袖
眼窠（がんか）の伽藍に展延する両開きの幽冥は　
青黛の瘴気で捕虫する妙齢の鬼女を鏤め
閻浮提と苦界の相違は吐息の色相に基ずく
芳醇な秘画の巴旦杏に射す千手の移り陽は
紫禁城と首里城に再来する精霊より希薄
花笄微笑の死期は連鎖反応の澪に映じ
縮緬の山水と同化する皮下脂肪は如菩薩
共有の手毱が転々する鳥葬の夕映えは　
緑柱石の瞳孔を暗涙の坩堝で消失させ
面相筆で彩色される一枚の透明こそ成仏
朱唇の凶器で誅殺する内分泌の天敵は
乳房の斜面に瀰漫させた長城を喪失し
やがて　獣形の燈籠はまがまがしく開眼  　　
　                              （一九九四・一一・二三）




    第二百十八歌　夢の始りは恋の終り　 

幽冥の彩りが染みる眉の曲率に沿って
私有の北極星は撓やかに青銅期を開き
誘鬼の耳飾りに触れる呼気はシンメトリー
紫衣の孌（らん）童人形を視淫する媚薬の効果は  
痩身の花瓶を壟断する立花より畸（き）型        
同心円の季節を秘める強磁性の視界に
祇園精舎より贅美な不銹の占星術が瀰漫し
五彩の廻り燈籠が導く未来は鶯張り
乳房の浮き橋に流冗する半死の青蛾から
半透明の凶器を褫奪する性愛こそ下剋上
苦界というきらびやかな標本室は
轆轤のうえの欄干を人差し指で突き崩させ
火炉の垂簾は朱唇の酸化反応の背景
銀坑の瞳深く流竄される煙形の魔身は
月光という無縫の繊羅を致死量まで纏い
芙蓉の蠢動で剥落する化粧はすでに死虫
不眠に比例して希薄になる現し世は
朝凪とともに再来する鳳凰のための浮力　　  
　                              （一九九四・一二・二五）




    第二百十九歌　新宿夢景色　 

四重の首飾りに秘める艶夢の死地は
内分泌の同心円に満ちる眼窠（がんか）の氷河　
琺瑯質の四輪馬車は鏡面の傾斜をなぞり
葡萄色の隕石は寝返りの双曲線の焦点
夢遊病の輪郭は多孔質の迷宮に内接し
重力と相剋する未明の皮下脂肪は茨
青銅期の透明で美化される流冗の爪は
紅柱石より贅美な女齢の燭台
ああ　新宿よ
仙女の視界より幽麗な私有の禁猟区よ
鳶色の彗星は雌蕊の摩天楼の生蜜を鏤め
小夜鳴鳥の求愛が凝る霊彩の季節は
有罪の舞踏を月光の繭で遮蔽する
いま　明星の未来は八重歯で噛み切られ
アスベストの化粧が剥落する擬態の遊女は
漆黒の肢体を食虫植物の欄干に絡ませる
やがて　リトマス試験紙の唇は
黎明の雫で猩々緋と利休鼠のあいだ    　　
　                             （一九九五・一・二四）




    第二百二十歌　今宵薄明　 

幽麗な両開きの視界に旋回する燈籠は
保護色の鳥獣を五指の猟区に蠱惑する
五彩の厚化粧に窶す五穀の痩身は
死者と等距離の星座を甲冑の形に纏い
濡色の繊羅に透き徹る五臓の褫奪は初犯
丹色の叫喚に満ちる補陀洛の方舟は
鳥海山と霊鷲山に遮蔽される苦海に沈み
死産の雌蕊は掌中の漆黒に四散する
不銹の来世は合葬の鏡面に鏤められ
仙女と傀儡が相剋する奇数の燭台は
女齢の牛車の轍に近しい助骨への斜光
いま　涙腺の水時計は性愛の刹那を刻み
殺気の天蓋に去来する蜘蛛の北極星は
揮発性の刑夢を縮緬皺の瞳孔に溷濁させる
唇形の香爐から立ち昇る媚態の伽羅は
鍾乳石に近しい生涯の結晶のリフレイン
やがて　鬱血の暁鐘は蹠の方位から響き
心臓の律動を吸い尽す透明はすでに赭土（しゃくど）　
　　　　               　　　　   （一九九五・二・二六）         



    第二百二十一歌  振り向けば恋　 

凶器の透明の背後から湧出する春宵は
畸（き）型の燈籠を単眼の羅刹に変容させる  
薄紗の水面に滲透する新月の血潮は
矯飾の酔芙蓉を朱塗りの無風で縁取る
瘴気の回廊を繞る経帷子のラクシュミーは
気管支と相似形の手燭を燁々（こうこう）と点し　
明星の酒器に満ちる小夜鳴鳥の酒精は
衣擦れの等比級数を私語の導火線で蔽う
風葬の欄干から落下する五彩の手毱は　
黒髪より早く屏風の天竺まで届くだろうか
揮発性の五指に纏繞する太陰暦の数珠は
陶彩の美貌を陶酔の火炉で焼成させ
甘美な狼藉の狼火を流露させる綵綺は
彗星と水仙が邂逅する脊椎のプリズム作用
殉死の脂粉が散乱する千代紙の遠近法は
一枚ずつ従者の手で枷の形象に折られ
非磁性の脚環を纏うマネキン天人に従えば
薄装の現し身はたちまち蜘蛛の糸の放縦　　  
　　　　                        （一九九五・三・二六）




    第二百二十二歌　夏は心の飾り　 

求愛の装身具は半夏生と反魂香の合金（アマルガム）
浅葱色の蛾を瞼の浮き橋に鏤めれば
白道の試験管に溷濁する鐘楼は瀝青
流刑の金糸雀は短冊の氷河期に魅せられ
内装の鬼火が剥落する芳紀の隧道で
行き擦りの魍魎はきらびやかに饕餮紋
明星の伽藍から遊離する愛染明王の視線は
一糸だけで懸垂される愛恋のネガをなぞる
ああ　人形よ
麻酔で美化される雌雄同体の生贄よ
鍾乳の微笑が凝る四面朱夏の垂簾は
分水嶺の黒髪を七度流星の死地に変え
無明の燭台に降下する蛍火の来世は
葡萄のなかの祭礼を糜爛性の私語で満たす
鏡面の猩々を鼈甲細工の櫛で殪（たお）し　　
眼尻の線香が化粧の香炉で焚かれるとき
黎明の冷気は生絹より薄い霊魂に染みる
やがて　廻り燈籠の明りは秘めやかに含蝉　　
　　                            （一九九五・四・二五）




    第二百二十三歌　華は刹那色　 

悉曇の輪郭を鏤める琺瑯質の手に
臥龍の季節は数奇な邂逅の歯型を遺す
七重の背景と同化し続ける七彩の妖精（アプサラス）は
畦織りの透明を涅槃（ニルヴァーナ）の蘭奢待で満たし
花釵の朱鞘から抜かれる女齢の凶器のした
蜘蛛より羸（るい）弱な玩弄の傀儡だった　　　
水仙の衣擦れで研磨される不銹の水鏡に
吉祥天女（ラクシュミー）の所作なぞとうに忘れたが
暗々裡に愛撫する未完成の地獄は
千枚の鱗翅が凍り付く艶夢より妖美　　　
ああ　乳河よ
縟礼の褥に沈淪するための壟断の装身具よ
精緻な鼈甲の夕風は汗腺に沿って亀裂し
斑紋の微笑が明滅する朱珍の美貌は
廻り燈籠の周期とともに変化する菩薩（ボディサットヴァ）
苦行の姿態で嚥下する酸味の媚薬は
明星の転生が成就する望楼まで蠱惑し
両界の生類が跳梁する黄昏はすでに灰燼　
　　　　                      （一九九五・五・二五）




    第二百二十四歌  刺繍の市（いち）　 

紡錘形の市（まち）に流布する金紗の人いきれは
共生の首飾りを蝸牛の美質で満たし
食虫植物と相似形の少年はあえかに綾取り
磨製石器の美貌に去来する受胎の円周率は
卵生の四輪馬車の轍より仄暗く
暦法の螺旋階段に絡む心音はクレシェンド
相愛区の境界まで連接する四分休止符は
末梢神経の密度をきらびやかな蚕室となし
礬土の摩天楼は網膜の坩堝のなかの融点
律法の雌蕊を衰微させる睡魔の季節は
幽麗な星雲の葡萄を一粒ずつ霊鳥となし
背景のタペストリーは静脈の不完全燃焼
鳥葬のマネキンは無煙炭の眼窠（がんか）を揺曳させ　
漁色の三面鏡で判別する微笑はリトマス紙
五指の虫籠に螽蟖（きりぎりす）の繊月を飼育すれば　
タータンチェックの袖摺坂は馥郁と裂け
吐息でしか研磨出来ない性愛の水甕は
漆黒の曲率の涯しないカタストロフィー　
　　                           （一九九五・六・二五）




    第二百二十五歌　化粧だけで菩薩の心　 

更紗の隧道で遭遇する蝋細工の遊女は
迦陵頻迦の求愛を炎症の咽喉に喘鳴させ
死後硬直の花弁を噛み破る犬歯は蛍火
函谷関と玉門関に差し渡す天狼星の白牙は
無重力という媚薬を羽衣の布目に満たし
漆器と漆喰で美化される宴こそ騙し絵
青面金剛の長剣を青虫の姿態で呑噬すれば
銅鏃の瞳孔は水上生類の微笑を出血させる
乳状の氷河を秘めるサイクロイドの乳房は
霓裳羽衣の曲より幽麗な嘔吐の律動を纏い
盛者必衰の図絵を完成させる面相筆は暗涙
薙鉈の形象の銀河を紫羅欄花の背景となし
七宝の手燭で蚊絣の艶夢の深奥を照らせば
照魔鏡の曲面に点綴される来世の彩りは
鴾色の紗籠より甘美な美貌の精霊流し
浄連の瀧に近しい情恋の囈語は
昇華作用の花笄を左手に握らせ
燁々（こうこう）と入水する現し身は雅びやかに銀鱗　
　　　　　　　　　　　　　　　      （一九九五・七・二五）
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